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は　じ　め　に

　この年報3は，研究所が事業麗始以来第3年目にあたる昭和2昨度の研究

活動の概要報告である○

　われわれは，国語国字問題を根本的に解決するだめの墓礎資料を得ようと

「している。この属的を達成するために，呉体的に研究課題を定めて調査研究

を進めて来たのであるが，その研究状況は，それぞれの担当者が報告してい

る○

　第3年目を迎えて，われわれが考えたことは，出来るだけ集約的な調査研

究を行って，成果を挙げることであった。われわれが本年度に諏り上げた研

究項匿の中には，引き続き次年度に継続して調査研究を行わなければならな

いものもあるが，本年度一癒の完了を見て即刷に付することが轟来たのは，

「語彙調査一現代新闘用語の一一一・paJ一」と「送り仮名法資料集」である。

　国語国字の問題は，その範囲も広く，奥底もきわめて深い。われわれとし

て真剣な努力を続けて行くことはもちろんであるが，また各方面の御協力を

仰ぎたいものである。現実の蓄語生活に横たわる多くの問題を取り上げ，豪

語生活改善の道を各方面の寄々と手を携えて進むために，昭和26年の10月か

ら碕究所の監修によって月刊雑誌「言語生活」（筑摩書房）が創刊されfe　g．

とを附記しておくo

1952∠舞三12月

国：立国語研究所長　　西 尾 実
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昭和26年度の調査研究のあらまし

　昭和26年度は，圏立転語研究所が契質的に調査研究を始めてから第3年目

に当る。前年度までの経験と，調査研究の進慶とにもとづいて，昭和26年慶

の研究項目を次のように決定しfeo

　　（1）話し雷葉の調査研究

　　　　地域社会の話し書葉の調査研究

　　　　共通社会の話し書葉の調査概究

　　（2）書き欝葉の調査研究

　　　　語彙の調査

　　　　用字法上の諸廉潔

　　（3）言葉の学習と指導法に熱する調査研究

　　　　共通語指導の笑態

　　　　読みの個別指導の実験的研究

　　（の言葉の能力の発達に関する誕査研究

　　　　国語学力標準の設定

　　（5）言葉の効果に関する調査研究

　　　　：文字配列の合理化に圏する笑験的研究

　　　　マス。コムニケPtシ鷺ンに開する調査研究

　　（6）国語の歴史的発達に関する調査研究

　　　　音誤資料の叡集

　　　　古辞書の語藁索引の作成

　　（7）辞典編集；方法に．閣する調査研i究

　　　　内タト辞選書ぴ）編纂プヲ法。つ寄漂査

　　　　既刊の国語辞書・対駅辞書を＝資料とする語別一覧表の作成
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　　（8）国諮閣係：交献の収集整理

　　（9）国語関係衛語の検討

　（10）特殊閥題の調査研究

　なお所外に対する委託研究として，各都道府県に地方調査員をおき，「地方

書語の語法に回する調査」を依頼し，また，放送文化研究所に対して，放送

用語の理解の一問題として「スポッF・アナウンスの理解度と効果に間する

務究」を委託した。

　以上のような調査研究を行うために，次のような研究野洲を立てた。前年

度に比べると多少違ったところがある○一休これまでも，研究室単位に共同

研究を行うことに努めて来たが，さらに各研究室の担当項目を単一一にする意

図から，第4研究室を二つに分けて新しく第5研究室を設けたのである。

骸第1部「第職事髄，柴田鍼巨細ヒ村甫

繍濃㈱一k第雛室藤央紬之醐

　　　　　　　　　　　　林　大（主任）永野賢大野彌助子鼠賀秀夫

　　　　　　　　　　　　宇野義方　水谷静夫

　　　　　　　　　　一緒3研究室

織長耀誹滞網主既黒血一塩職纈
　　　　　　　　　　　　輿水実（主任）高橋一夫　芦沢節

　　　　　　　　　　一第5研究室

　　　　　　　　　　　　草島時介（主任，兼）．森岡健二

　　　資料室

　　　　岩淵悦太郎（主任，兼）　大石初太郎　有賀憲三　村尾力　広浜文雄

　　　　野元菊雄友部浩

　なお，研究所の事務上の仕事を担当して，調査研究を助けるものとして庶

務部（部長細井房夫）があり，庶務課（課長真取正二），会計課（課長宮沢

幹郎）に分れているo



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　研究項隣のう’ち（1）（2）は第1部が，（3）（4）（5）は第2部が，　（6）か

ら（10）までは資料室が1旦附した○

　第1部は現代藷：記誠査研究する部門であるが，現代語を，（1）音声によっ

て表わされるごとを主とする話じ言葉，（2）文宇によって表わされることを

主とする書き言葉り二つに分け，前者を第1研究室，後者を第2研究室が担

当したこと前年慶と同舎である。

　前年度において，：警部省科学試験研究費補助金を受けて，山形県鶴岡市お

よび附近の農村に勝いて言語生活の実態調査を実施したが，錘1研究室が中

心となって，直ちにその奮隻理分析にとりかかった○また，同じく前年度，信

濃i数育会教育研究所と共同して実施した長野県飯田市鳶よび上久雪避に、おけ

る三門生活の実態調査につk・ても，その一等分の整理を国語燗究所が受け持

つことになり，これまた第1研究室がその任に当った。．これらの鶴岡地域，

飯田地域の実態調査は，一般［鋸民の言語生活の実態がどのようなものである

かをとらえるためのもので，モデル地区として，これらの地方を選んだので

ある○

　一方，全国各地の使用雷語の違いを鴎らかにすることは，共通諮の普及，

標準語の制定という点から璽要なものと考えて，各都道府県に地方調査員を

委嘱して，各地の語法上の現象を明らかにしょうと試みた。これまた第1研

究蓋が担当した。

　第2研究室は書き言葉ア）調査研究を揖当する研究室であるが，書き四葉に

関する数多い野冊のうち，評語の原本的資料と見なすべき語藁についての調

査に力を注ぐこととした。憲倉年慶から，語藁調査の方法について研究して来

たが，いよいよ本年度に婦人雑誌を材料として大量的に調査を始めた。

　第3研究i嚢は国語学習の指導法を勧；労することを立て前としているが，本

年度は，そa坤でも，国語教育における個別指導の聞題と，地域祉会におけ

る共通語指導の問題を取り上げたQ
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　第4研究窒では，前年度から引き続いて国語学力の1票準設定の聞題と取り

組んで，学力テストの方法について調査研究したが，一方，；交部省調査課で

企藤された国語・社会・理科・算数の学力水準テストの実施に参加した○

　第5研究室では，マス・コムニヶーションに関する研究として，「読みや

すさ」の尺度設定のための基礎的調査を行い，さらに，福島県白河市におい

て，新聞がどのように読まれているか，またそれらと？〈　n一ソナリティとの関

係はどうかというごとを調査した。〈この調査は新聞協会との共同研究によ

って行っ允。）

　また，第5研究室では，印刷物における丈字配列の合理化を計る調査研究

として，一行の字詰について，どのような字数が最も読みやすいかを中心と

して，実験的に調査した。

　資料室にあっては，図書の収集整理，研究丈献や贅料の目録作製のほかに

国語の歴史的発達に闘するものとし，て，音韻裳の資料，ことに平曲，声溺の

録音保存を計ったdこれは，今採録しておかないと，亡びてしまうおそれが

あるからである。　　　　、　　　　　　　　　　　　　　（器淵）
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山形県鶴岡市および附近の農村に吾ける

　　言語生活の実態調査の集計・分析

A・集計・分析の計画

　この調査はr国立国語研究所年報2』に記載した通り，昭和25年10月から

11月にわたって実施したものであるが，その後昭和26年10月に締正のため

の調査を行った。なお調査結果の集計。分析は，昭和26年6月から始めた。

　　　　　　　　　B　分析項欝と担当者

　集計e分析のための作業を便寛上五つに分けて，それぞれ次の通りに担当

した。

　（め共通語化の要困と過程の調査

　　　柴田武　北村甫（以上霞立国語研究所．／林知己ノ妖統計数理研究所）

　（2）言語生活の24時聞調査

　　　串村通夫　由之内るり（以上園立圏語研究所）

　（3）鶴岡方嘗の特徴の調査

　　　音声　　柴顧武（国立國語研究所）

　　　アクセント　金田一春彦（羽立国語研究断）

　　　文法　　中村通夫　飯犠設一（以上国立国語研究所）

　　　語藁　　島崎稔　野元菊雄（以上国立国語研究所）

　（4）共通語とパーソナリティの調査

　　　森岡健二（国立国藷研究所）林知邑夫（統計数理研究所）

　（5）学校における共通語指導状態の調査

　　　上甲幹一　寺島愛（以上國立團語研究所）
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なお集計・分祈の全般的運営と，これら各調査：彫目および担当者絹互の連絡

とには岩淵章太郎が当った。

c　経 過

　1．共通語化の要因と過程

　「白河市の調査」で得た結果を確かめるとい5立場から，集計⑧分掌の方

針は「白河市の調査」とほぼ同じである。したがって，要因（社会環境的条

件）として取りあげたものも，「緯河市の調査」においては1性，2年齢，憧歴，

4本人の職業，「｝2Kの職業，〔階暦，7現住所，8出生地，9父の轟身地，10母の出身地，

11 z偶者の出身噛，12生育地とその後の居佳状況，ip’遠くへ行ったことがあるか

どうか，ユ噺聞を読んでV・るかどうか，ユ5ラジオ（a）ニュース）を聞いているか

どうか，ユ6社会的態度などであるがそのほかに今度は，エ7きようだV・の関係，

IS役員をしているかどうか，19家の構え，20単行本を読んでV・るかどうか，雲1ラ

ジオのニユ・一スを1臼何回聞くか，22東京：1に知り合V、があるか723発音教育く僻

沢修二氏指導のなまり矯正）を受けたかどうか，2薄刃に気をつけてV、るかど

うか，25パーソナリティ（ロeルシャッハeテストおよび暗示性テストによる）

を加えた。

　ます、鶴岡なまり（発音上の特徴）が直るのは伺が一一一番の原因かとV・うこ

とを朋らかにしょうとした。そのために，なまりの度合と社会環境的条件と

の相関郷軍を分析した。すなわち，鶴岡市民という集団を，一つ一つの要因

を基準にしてV・くつかの部分鋼覇に分け，それぞれの部分集団が示すr音の

点数」　（なまりσ）度合を数量化したもの）の平均餓を比絞して，そこに差が

あるかどうかを調べ，差があれば，その要因は共通語化の度合に影響を与え

ていると老えた○ことで，差があるというのは，ランダム。サンプリング理

論における「麿意拳差」という意味である。しかし，こうbう「有意な差」が

あると書えるとしても，その差が契質的な差に該当するかどうか疑わしいo



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

一体に，サンプル数が大になると，サンプルに蕊けるわすかな差も有意な差

として出て來るからである。そこで実質酌な差があるかどうかを，’圏入の1

iヨ中の雷鳥行動を全部観察。記録する「24時間調査」などの調査の結果によ

って判断することにした。また，要因の広がり（range）一最高擁と最低臨

との二一を比較して，どの要因が最も強く影響してV・るかを分析した。さ

らに，推測の立場に立って，それぞれの要因が共通語化の度合にどのように

寄与（contribute）してv・るかとv・う，それぞれの三三の重みを，重二六蘭係

の考えを用V・て分析した。

　共通語化の過程については，鶴岡の調奄では，7種類のなまり．のうち，ど

れ，が最：もよく直ってV・るか，どのなまりが最も直りにくいかを明らかにしよ

う差した。また，家の人，近所の入，町の入，族の人，いすれの入と話をす

るときに最もよくなま夢が直るかということ書，さらに，どういう入々（ど

ういう社会環境的条件）がなまりを最もよく直してV・るかということも鴫ら

かに：した0

　2．餐素生溝の24疇問調査

　調査に滋ける観察三三を整備し，それぞれ調査員2名の記録をつき合わせ

て，手書きによる定稿を作威し，ついで録音器による記録と照釜｝して定本を

作った。この定本と，定本の雷語の部分を丈錦ごとに切った全語魏のカード

とにより，あらかじめ定められていた次の課題について分析を行った。

　　④話題の種類と数

　総譜題数ならびに，共通語で話された話題数の総話題数に対する三三。

　　（b）　読み，書き，ラジオを聞く生活

　1日目話語生活におけるこれらの割合。

　　（c）　丈と文節とにおける種類と数　　　　　　　　3

　総文節数，異文節数，／0回以上使われてbる異文節の記数

　総異語数，10回以上使われている異語の度数
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　総文数，文節を単位とする丈の長さ，同じ文節数の文の度数

　　（d）言語量の時刻別分布

　話題。文節・文の数による言語量の時剥別分布

　　（e）記録の方法による異同

録音と筆謁との間にはどのくらいの異同があるか，どういうときに異同が

　生じてV・るか0

3．鶴岡：方蓄の特徴の調査

　　（a）音　声

　鶴岡方言の代表的な10腫の音声的特徴（なまり）について観察し，記述し

た。そのうち，7種の音声的特徴を共通語化の調査に取りあげた。10種の晋

声的特徴を，一，二の例をもって代表させれば次のようである。

　（1）へど（蛇）をフェピ，叱ゲ（口ぴげ，あごひげの）をフィゲのように：

　　　発音する。

　（2）マド（窓）をマンド，rt・t“（帯）をオンビのように発音ナる。

　（3）イキ（息）の二つの母音を中舌母苦の茎で発音する。

　（4）スナ（砂）のxの母音を中舌愚音の宝で発音する○

　（5）セミ（虫）をシェミのように発音する。

　（6）マ！・（移の）をマド，ツキ（月）をツギのように発音する。

　（7）カジ（火事）をクワジのように発音する。

　（8）ハヤイ（早V・）をハエ（エは開V・たε）のように発音する。

　（9）キタ（北）のキの子音は口蓋化が著しく，摩擦音を俘ってV・る○

　（10）ユキ（雪）をヨキ・，キCt一ウ（肩：などにすえるおきゅう）をキョウのよ

　　　うに：発音する。

　　（b）．アクセント

　前調査の際に鶴岡市民十数名を対象として行ったアクセンF調査の結果を

まとめ，鶴岡アクセント体系と東京アクセント体系とを比較し，さらに掴人
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によるアクセントのゆれzをも開らかにした6

　　（c）文　法

　鶴岡割方零の文法的特徴を明確にする目標のために，主として，三下雪沓

の際の被調査者（男6，女3），本調査の際の戸別調査の結果，棉正調査の

際の被調査者（男5）の言語を資縛とした○なお，庄内地方の地方調査員に

調査を委託した「庄内地方の言語調査」　（庄内地方3！の布町村♪σ）結果も参

照したが，これはあくまで鶴岡市方書の：文法的特徴をはっき］tさせるための

ものとして用V・ることとした○：交法的特徴の全般に：わたることが時間的に：不

可能であったため，整理に当っては，代名詞，唐詞，形客詞の活用，助詞，

助動詞に限定して作業することとした○そしてそれらの特徴形の中から本調

査における調査語を選ぶまでの過程について記述し，本調査ピこ轟ける結果も

取扱うこととしだ。

　　（d）語彙

　譜藁の調査の整理は次の三つの主題として行っ疫○

　（1）日常語彙の方鷺的特徴

　（2）特徴的な藷彙の庄内地方における分布

　（3）江戸時代の庄内語彙との比較

　（1）では前1凋査において「日常語三思盗禦」を絹V・て下野調査を行った結

果むよび同調査票を鶴岡市民403入に謝布記入させ允結果を記述すると同時

に，その結果を参照して本調査の際に調杏譜としたユ0語の本調査における結

果もここで取扱った。

　（2）では「庄内地方の言語調査票」による町税調査のうち語彙に間する約

200語を検討し，本：調査の調査票に盛った10語と，庄内三郡における分布に興

昧ある10語とを選んで，20語の庄内地方における分布図を作成した。分布図

は被調査者の性，年漿を区別し，1語につき，6放の図を作って，その異同を

見ようとしだ。
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　（3）では「浜荻」の語棄が現在どのくらい保存されているかを数量化して

調査し，年鹸。地域e二二による差を記述しようとした。また「浜荻」に見

られる語藁の保存度および保存の形の著しV・aものについて分析し，「浜荻」

語彙集を作成した。

　4．共通語化とパ■…tソナジティの調査

　（1）社会的ノルムを識別する標識

　『年報2』（由形県鶴岡市および附近の農村における言語生活調査）に報告し

たごとく，ロール・シャッハ，テストのR（反応数），T（反応時間），　F（形

反応），M（動き反応），　C（色反応），　A（動物反応），　Ct（概念の質）の7種は

東京（高校生），鶴岡（一般市民、，十六合村（農民）において病意の差が

認められ，社会的ノルムを識別する標識として適当であると思われた。

　（2）パーソナリテaと言語点数および社会的要因、との閣係

　上記の標識によって，鶴岡市の被調査者の都会化の度合を判定した○そし

て，これと言語点数および祉会的要因との閣係を求めた所，前者（特に音韻，

文法，語彙）との三三は余りよくないが，後者との報蘭は非常によいことが

見出された○

　（3）：再調査

　共通語化の標識と見なされる音韻とパーソナリテaとがなにゆえに窮i間し

ないかを陽らかにするため，現地に行って再調査を試みた○その結果，音韻

の点数とコムニケーションの能力とは必一9・しも一致していなV、こと，そして

コム・：ケーションの能力とパーソナリティとはよく開係していることが推定

せられ’た。ここに共通語化という現象に対して，二通ゆの考え方の威：立しう

ることを発見した。すなわち，一つは音韻のような言語構造礪の共通語化，

他の一つはコム＝ケーションの能力という面の共遜語化である。

　（4）言語：総合点とパPtソナリティ

　コムニケーションとV・う概点から共通語化の度合を判定するとすれば，コ
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．2、　・・ケーシーgンに参加する種目の能力に総合判定を下さねばなるまい○した

がって，手持の姿料として，牽発ではなhが，音韻，文法，語藁，新語，言

語判定の各点数を岡じ尺度に直して琶語総合点をつけることにした。

　果して，書語素合点とパーソナリティとの間には相閣が認められた。

　（5）共通諮グルーープと方轡グ7U・一tプとの祉会心理的条件

　論語総合点によって・分類せ’られた共通語グルPtプと方言グループのパーソ

ナリティを解釈した結果，両者の闇には，特に，適応性，外界との撲触度，

内的衝動，知的水準，抑圧の点で有意の差のあることが認められた。

　次に，適応性の膚無，外界への接触の強弱，内的衛動の強粥，知的水準の

高低，抑圧の強弱とV・うような差が，どのような擁会環境において生するか

を検定した結果，結論的に心えば，生活三振の広狭，つまり胴かれた環境に

あるものと閉じられた環境にあるものとの間に有意の差が認められだ○

　（6）共通語化をはばむもの

　次に，方面グループがなにゆえにそのようなパ…一一ソナリティを固持してい

るかを，1日庄内の文化型から考察した。そして，パー・ソナリティの変容をは

ばむ前近代的ないくつかの行動型に到疑した0

　5．　掌狡に説ける典通語霧導状態の調査

　鶴岡市小・中e高校の駕7画商から回収した調査票を各項隙ごとに藥計し

て，ます第iに同市における共通語宇旨導伏況の発孜的傾尚宝概観し，つつい

て第2に，共通諮を指導している場合の闇題点を発見づ嚇るために，調査票の

各項日につき，

　　（a）　共通語の滝導を開嬬する学年と共通語使用を課する程慶の閣撮

　　（b）共通語使用による発欝意欲障害の程度と指導ll繰挙年の関課

　，（c）共逓語使用を課する程度と発言意欲陣害の鳥総の関係

　　（d）試みて成功したと愚われる指導方法例の集計と分布

　を調べ，笑地参観および代表的薮官との面接の紬果と照らしあわせて，鶴
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岡市にお・ける共通語指導状態を推定した。

　結巣として次のような傾向が特に著しくあらわれているD

　（！）話し言葉としての共通語を学校で指導する必要はほとんど発部の教官

　　が認めている。

　（2）意識的に指導しようとはしているが，組織的に指導するまでには至っ

　　ていなv・◎

　（3）小学校では，いつごろから指導を開嬉するのが適当かが大きな問題で

　　ある。

　　　　　　　　　　D。成　　　　　果

　鶴岡地方における言語調査の域果は，『言語生活の実態一鶴岡市および附

近の農村における一』にまとめ，公刊される予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩淵）
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長野県飯田市於よび附近の農村における

　　　　　言語生活の実態調査

A　集計・分析の計画

　この調査は信濃教育会教育研究所が主体となり，国立国語研究所，統計数

理研：究所が協力して昭和2調三12月，昭和26年1月，昭和26年3月に契施され

たものであるが，その集計・分析には国立国語研究所としては昭和26年度の

後牟期から着手し疫。

　な蔚，この調査は

　　（1）二二生活を観察し，記録する調査

　　（2）共通語を話す度合に間する調査

　　（3）　話＝章一記聞サ（7）調査

の三つを目標としたが，国語研究所は集計・分析に当っては（1）（2）の一部を

担当することとしたo

B．担　　当　　者

中村通夫，柴田武，島崎稔，野元菊雄，田之内るり，麗　善二

C．経 過

　1．共通語を話す度合に饗する調査

　この調査の集計・分析には，（1）年度の初めに，国立国語研究所で分析の

計画をたてた○（2）僑濃教育会教育研究所はこの計画に従って集計にかかり，

ます，単純集計から始めた。との作業のだめに6月一12月の6か月を要した。

（3）国立国語研究翫は単純集計の結果を待って網関分析に入る計画であった
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ため，同期間串は儒三教三会教育研究所との連絡援助などに当っだ○

（4）i月一3月，国立屡語研究所におV・て相闘分析を進めた。

　2．雷語生活を観察し，記録す馨調査

　この調査は昭和26年1月に行われたが，（1）岡調査の作成された定本は録

音器と部分海勺に照合した結果，その主要部分が分析に堪えないものであるこ

とが明らかになった。（2）そこで，昭和26年3月，速記者とワイヤーレコー

ダーとを併用して再調査を行った。　（信濃教育会教育研究所，国立国語研究

所）（3）嗣調査の定本完了の後，レコーダーと照合する段階で，ワ■ヤーの

音質が変減して照合不能の箇所を生じた○（4＞ために，当初の計画の一部を

変更し24時聞調査の分析は断念し，特定場面σ）調査の一一部訟よび食事場面の

ge狽ﾉついて，テr・プレコーダーに捕捉し得たものを中心として，定本作成

中である。

D．成果およ0歌年度の見通し

　この調査の国立国語研究所における集計・分析は，年慶の後半期から主と

して着手され，年度内に完成する予定であっだが，上記の各種の支障から，

分析が1月以降に行われることとなったため，次年度にまで持越されること

となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村）
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　　　　　　　各地方言の調査

　　　　　　　　（地方調査員に対する委託計画）

　．　　　A．調査の目的論よび調査の課題

融㌻

　園語教育。国譜問題の上で問題とされている，または問題と認められ．

る地方蓄語の語法に関する出血を取りあげ，その現状を調査し，国語教

育の実施，国語問題解決への基礎資料の一つとする。

諜題

　地方習語の語法に関する調査

　　　　　　B，調査研究の担当者

　　　昭和26年慶地方調査員疑名

名
道
　
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
川
潟
山

　
海
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈

県
北
　
青
岩
宮
「
秋
山
福
茨
栃
群
埼
チ
神
新
窟

　氏　名

石壇編雄

芳賀　緩
此島　正年

小松代融一

佐藤善代治

北条　恋誰

斎藤養七郎

一谷　清昭

Hl｛　Ll　藻雄

多震良鎭男

中沢　政雄

ソ、久保忠国

ブく岩正伸

金田　元彦

寅睦持隼一郎

大甲栄太郎

像　　　　閉

遜i館市千代ケ岱町87（木L幌冒了；箕二2条西12丁飼｝こ葦i云履）

愛児沢市6条西4丁目

泓前市袋町2」

盛罵市鋤賀野久保田95

イ山台市4ヒ3番鰐丁63　　　　　　　　　　　　 ’

秋田市保土野西町　秋田大挙学芸学部内

匠1ヲ｛多市牽雪風丁675

福農市松木町52

水戸回外赤塚388

宇都宮市佳吉町1の45

壱牙蓼夢崎市」二尊濁丁235

浦羽庸辱断1160埼玉大学別所学舎内

東窟都練馬区東大泉町943

藤沢市鵠沼37興

芋自燐f旨7｝夏田∫2丁目873

四丁市城村842
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川
弁
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
臨
良
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
威
瀦

感
官
山

鳥
島
岡

島
副
島
川
治
知
岡
賀
崎
黍

族
盛
徳
香
愛
跳
虫
控
虚
血

：大　分

熱論
鹿児島

盛
茂
｝
吉
里
三
良
澄
一
雄
勇
実
男
実

隆
　
栄
代
頁
誼
正
要
有
三
　
　
一

芽
藤
谷
粁
五
月
村
田
回
暦
蟹
田
木
垣

岩
佐
三
青
覧
鶉
野
堀
弁
副
馬
和
与
楳

広戸　盛

岡　義重
虫萌吉治郎

村岡　浅夫

渡辺　保

宮城文雄
近石　泰秋

杉山正嘉
土居重俊

都築頼助
小野志真男

井上　露

原国芳超

4松　日吉

岩本　ii鑓

上村孝二

河北郡津梅町字研水ホ313

福夢禰藤新鰐65

甲府甫冨士川町6

更級瓢種墨村中氷鉋le89

滋賀県東浅井郡湯田村出前

清水市船越14

名古屋市千種X．R1代町金児徳川111147号

ヨ重県鈴鷺郡亀山町南野，｛；㌧851

愛好根貢ぎ芹橋15丁犀18

京都指左京区北帥1西町81

大阪市東佐吉区闘辺西之町6丁摺34

神戸衛垂水区西錘永町122

奈良市法蓮画展町752の6

和歌爾ぎ関戸高松町三92L舞磁髭三方（：轄肺山科局区

内九条幽！7に転居）

出雲帝元宮町

簸川郡俳波野村大字桜村

霞網郡一旗村辛川市場6（岡山県上道郡離き村新屋敷

に転農）

佐伯駆il観音村帳代ldOl

出口甫上金着欝2丁目75

那賀郡今津村大宇島院932の1

香川県繊致白土隣村3936

今治市松本通2丁図

高知市彌生町52

紬縞市原1241

佐賀市赤松町中館33

長晦帝片淵町3丁扇796福田方

熊本市内坪井町45（布施市菱屋西大阪樗蔭女子大学

丙に転居）

速見郡杵纂町繭台

宮崎甫下永洗町1goの1宮崎大学教官住鵠

鹿児島市武町965

C・計画および実施状況

（1）調査項目，調査方法，結果の処理などについては「地方言語の文法に
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闘する調査計画」と題する本：交23ぺPtジ附表2枚の「調査手引き」を作成

して各地方調査員に配布した◎

（2）特に輻井・石廻の2県を選んで，同県地方調査員との連絡を密にし，

　　　　7月29日一8月2貸（5日聞）中村，柴田

　　　　8月19臼一8月26日（8日間）中村，柴田，飯豊，野元，金田一

　　　　の2團にわたって，調査計画の具体化，調査の実施に参加した。，

D．成 果

大半の報告書の到藩が3月末を待たなければならなかったため，その分析

は昭和27年度の前半期から着手する予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村）
デ
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　　　　　　　　全国方言語彙の調査

　　　　　　　　　A．前年度までの進行状況

　東条操氏擦集の方言語彙力・・ドを中心とする全国方言語彙の五十音別，地

域別，事項別索引の作成を：計画してきた。

　　　（1）昭和24年度：10月一2月（4か月）地域別カード約18万枚を作成

　　　（2）昭和25年度：4月一10月（6か月）　　〃　　　約32万枚家作成

　　　　　　　　　　11月一3月（5か月）事項別カード約19万枚を（乍成

　　　　　　　　　　B．担　　当　　者

　　　　中村通夫，飯豊毅一・一一，進藤咲子

　　　　　　　　　　C．計画　と成果

　　計画：（1）事項別カードの作威

　　　　　（2）カード排列の実際の作業を行う

　　成巣：（1）　　4月一2月（11か月）事項別カード　約21万枚を作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事項別カード作成完了）

　　　　　（2）　　2月下旬一3月　　　事項別力”ドの撲列進行中

　　　　　　　　　　D．次年度の見通し

　Zl　・・ド箱，設置場蘇などの整備と歩調を合わせつつ，利用しうる形にカeド

の排列を：完了する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村）
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。　婦入（生活）雑誌の語彙の調査研究

　　　　　　　　　　A．調査の目的

　との題目は，瑞代グ書き雷携（：驚ける共通議の藷彙を調査する一段澹とし

て設けられたもσ）である○そして，その作業は，筋準（昭和25年）度後刻男

からの継続であるo

r昭和25年度自立圏諮研究1・殖三報2』66ページ以下，また圏立国諮暴落所報

告4『婦入雑誌の駕語』参照。

　　　　　　　　　　B。前年度の作業経過

　昭和25年度におv・℃は，雑誌『主婦之友』の昭和25年1月号から同年12月号

まセの1珊に現われることばを調査頬象として標本調査を行うこととした。

　準備作業として，①調査台帳を作り（2）三体の語数（延べ使用度数）と

1ぺ・・ジ当り平均ill滋（｛吏用度数）とを推定し，（3）抽出方式を定め，（の

カード採集を行う薗所として521ページをぬき出し，（5）採集のための原本

を作り，また（6）臨時の浦助者に対する，カード擦集作業の手引書を作っ

た。

　de　r’ド採集は，昭和25年12月末から始め，平行して，黒如上っだカードに

っV・て点検と調整とを加えつつ年度末に至った。

　　　　　　　　　　C．本年度の計画

　前年度の雑誌『主嬬之友』の調査を完了するとともに，薪たに雑誌『婦入

生活』にっV・て【l11様の調査を行い，爾者の結果を比較することにしたO

　　a，分析のための準備作業として計画した手順



・20

　（i）カード

　　　『主婦之友』につv・て

　　　　　fU　一一ドの採集0点検・調整

　　　　排列力eドおよび記事別騒ごとの基礎度数表の作成

　　　　集計カード：語よび総合基礎度数表の作成

　　　『嬬入生活』について

　　　　　fO　一ドの採集。点検。調整

　　　　集計カードおよび記事別層ごとの基礎度数表の作成

　（2）理論

　　　　語の単位の認定

　　　　語の撲列法の検討

　　　　意味の分野類劉に関する見通し，

b．分析すべき問題として予想した事項

　使用度数・使用範囲などに基く，語の必要度

　一定使用率以上の語の意味用法

　語構成

　表記法

　助詞・助動詞の意味用法（『婦人生活』についてのみ標本を抽嵐する）

D．担　　当　　者

第1部第2研究窒において，次の6人の所員が共岡した。

　　林大永野賢大野彌穗子
　　齋賀秀夫　　宇野義方　　水谷静夫

な誇，臨時筆生13人が所員を助けたo

E．実施　経　過
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　　　（t）r一周艶友』のカード採集とそa）点検・調整

　この作業は，予定した15万枚の採集を前年度中にはぼ完了していたので，

その点検・調整は，調査目標に照らして不良カードの定義を下し，V・わゆる

か管理図を用いて採集作業の質の向上に努めた○

（ここで轟来上ったカードを，以下「採集カー柑と呼ぶ∂

　　（2）記：門別層ごとに，採集力・・一　Vを五十音半に排列し，助詞・助動詞を

除く他の品詞の語につV・て，語ごとに1枚の排列カードを作った。排列カーー

ドには，語とその使用度数（採集カードの暦数）および表記や活用形のちが

V・を記入した。

　　（3）排列カードによって，層ごとに五十音順の基礎慶数表を作った。基

礎と呼ぶのは，ζのような度数表が，諸種の分析を行うための基礎資料とな

るべきものであるからである○

　　（4）語ごとに，各層における度数を見うると同時に，総度数を箕出しや

すV・ように，集計カー・一　F’を作った。

　　（5）雑誌『婦入生活』の昭和25年1月～12月の12隠について，『主婦之

友』について試みつつあると同様の調査をはじめた。

　『婦入生活』をとったのは『主婦之友』から得る結果を他の二種の雑誌に

ついての調査で比較し，その一般性を検討するためである。臼常蒙庭生活に

軍点のおかれてV・る婦人雑誌の種類では，『主婦之友』以外に3種の雑誌が，

用紙割当量（昭和25年第1四半期～26年第1四半期）からV・って読者を最も

多く持つ群に属すると考えられだ。そこで，その3潤すなわち『婦入倶楽部』、

『婦人生活』『主婦と生活』につV・てランダムサンプリングし霞結果，『婦人

生活』をとることになった。削際のところでは，上の決定をしたのち，圃誌

の編集部を訪れて編集方針を尋ね，同誌がr主婦之友』よりも若V・読者層を

目標にしてV・ることを知った。しかし，他誌に：しても，当然独特の編集方針

があるものと考えられるので，われわれは勘のまま計露を進めることにしたc
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　　（6）『婦人生活』につV・ては，その実用三三の面，すなわち『主婦之友』

の調査の場合におけるB贋に：あたる菟の（昭和25年度年報参照）だけを調査

することにした○

　『記入生活』におけるとの層を，第2次に次の9層にわけ，各層の延べ語数

を推定し，標本の大きさを5がと定めて，擁藥箇所183ぺ」一一ジを決定した○

　　　　　衣生活　食生活　佳生活　家計。経済　教育　家島衛生　稽古事

　　　　　美容　その他

　　　　　　　（『主婦之友』σ）B層の三二こあたるものは，『婦人生活』

　　　　　　　では記慕が少ないので，その他にふくめるごとにした。）

　　（7）採集高所につV・て「ぬ登ばり」を作ったことは，r主婦之友』の調

査の場合と同じである。

　　（8）か一ド．の採集は，リプリン1・法をとるtとにした。すなわち，採集

箇翫のある長さの丈章を，fU　一一轡こ謄写印点し，そこにふくまれる語の数だ

けのカードを得て，あとから見出し語を書きこむ方式である○これによって，

筆辱採集の場合のように同じ蔀分の用例を数多くくり返して零す労力が省

け，校Mを謄写原紙について1度厳密に行うだけで用例の部分の点検を略す

ることができる6

　このリプリント法実施の準備として，1枚の二三に駅められる分量（最大

207字分）を，適当にぬき‘ばりの上にわりつけ，印刷すべき枚数（その分量

の中にふくまれる語数に予備の数を加えたものになる）を定める作業がある○

これは，瞬員が，延べ約60　Hを費して行った○

　実際の原紙きりと印刷にあたっては，夏季休暇中の三民を臨時の締三春と

して依嘱し，校正には所員が当った。

　刷止めのカードに，見出しその他の必要な註認を書き入れる作業は，別の

補助者に依嘱し，湧来上りについては筆生に点検させた○

　　（9）採集力rvドを見鐵しの語につ嚢五十音順にi排列し，集計カードに層
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ごとの使用度数どその合計を記入した。r主婦心友』の場合のような，羽1三列

カー一一　F’の作成は『婦入生活』では省略した。

　　（to）『主婦之友』および『婦人生活』のそれぞれの集計カードの見激し

について，別に論議し，た方針で単位のとり方を調整または修正し，分離併合

を行った上，この集計カードを用V、て，両紙の各罵の度数を一覧すべ壁面密

度数表を作った○なおとの際，記事魚層も集計用の層に改めて，『主婦之友』

は8罵，　『墨入生活』は5層としftr　o

難鶉・一読一一他｝（『婦人生活韮では対象外）

　　実用記事
　　　、衣生活

　　　食生活

　　　家計・経済

　　　衡生。ii蓬容　　　　　　　　　　　　・

　　　その他（実用記事残り）

　　（1わなお，『婦人生活』については，国語研究所報告3『現代語の助詞・

助動詞』を土台として，助詞・助動詞の使用の実態を検するため，助詞。助

動詞につV・てもカードを揉集した○採集量は約一万で，ダブルサンプリング

によって前掲の183ページの採集箇所から46ぺ・一一ジをぬき出し，そσ）ペーージ

にっV・ては，他の品詞に属する語とともに，助詞。助動詞を独立の見出しと

するカードを作った。ごのカードの整i理は，目下途中にある。

　　（12）語彙調査の理論的準備として，語（調査心慮）を定めることは漿要

な課題である。われわれは前年度に一応，カ・一・・ド採集のための単位は定めて

いたのであるが，今年度整理の段階に入り，また薪たに『心入生活』から標

本を採集することになったので，改めて基本的な単位につV・て論議考究した。

われわれの一部は，先に新聞語毅の凋査で別の経験をしてV・たが，今年の論

議では，まず，諸種の分析に堪え，かつ，整理の畑作を簡略にし得るとの見
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通しの上から，薪たに方針を立てて作業単位を定めることになつ允。とれは

あくまで作業仮読であるから，究極の語彙表の作成にとりかかるためには，

なお討議を重ねなければならない。しかし，今年度においては，十分な時間

がなく，右の作業単位に幾分かの修正を加えたものを，われ’われ’の発表すべ

き語彙表の単位とすることで満足しなければならなくなっている。

　　（13）すでにV・〈％びか採集カー一一ドや集計力・一一　〉“を五十音順に撲列し，基

礎度数表港，ます五十音順の表が作成せられ，つつあるが，その五十音順の排

列に闘しては，必要の允ぴごとに論議し旋。しかし，排列はその表の羅的に

よっても軽ep　e精疎のあるべき竜のであるから，なお不満足を：感ナる点，解

決すべき点を認めつつも，今年度における捌列は，現代かなつかV・五十音順

によ．る通常市販の辞書の体例と大体におV・て一一PtしてV・るといってよV・o

　　（i4）ごの語彙調査は，近代統計学（フィッシャー流の思想に立つ統計学）

の知識によるところ，はなはだ大きいが，前年度童でに雑誌についての語藁

の標本調査の方法を考え，今年度再びその機会があっ7itoさらに今年度は，

作業の諸段階と誤差との聞題，雑誌調査における麗別けの問題，word－c）untの

精度の問題，語彙調査でV・わゆるrangeに代るべきmeasureの問題について考

究するところがあっ允。　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林）

噸
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個人差に応じた
国語学習指導方法の研究

A・前年度までの調査研究の概要

　新しV・教育の目的が児童生徒1入1入の完成を期する限り，どんなカリキ

ェラムを構成し，また薪しい学習指導象を取り入れても，姻入差の事実謎認

めて児璽生徒のそれぞれの力に応じて進歩させてやることが大切なのはV・う

までもなv・tとである○亀入差に応じた個別撫導の型として繕えられるもの

を，前年度はか参に次の三つに大別して取りあげた。

　　（1）学年なり学級なりのワクをはすして考える型

　　（2）学級を現状のままに認めて学級内で考える型

　　（3）特に治療的目的で児重生徒1人1入につv・て考える個入指導の型

　前年農は，とれらを一・一一A応の手がかりとして，協力学校へ委嘱し，第1回の

成果をまとめたのであるが，計画にもまだ不備な点があったことと，協力学

校の教官個々においても十分に「個人差に応じた能力別グ」V・一一プ指導」の目

的や具体的な指導方法につV・ての研究ができてV・なかったため，思うような

結果が得られなかった。しかし，それぞれの学校からの報告にもとづいて不

備な点を改め，委嘱する学校も整備して今年度の実験を始めた。

B．本年度のこの研究のねらい

　ます個人差に応じた個別指導の型は，前年度と同じく三つの型を採用して

みた。この実験授業では，上記（2）の学級内での個別指導を中心として，事

情に応じて上記（3）の個人揖導を払えていく。もちろん個別指導は，一斉授

業の場合でiZ，（1）教材の種類，（2）学習作業の程度，（3）学習指導の過程な
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どを変えることによって，今までもわる程慶まで行われ’てきた○前年度1ま緬

別指導におい七最：も効果があがる「ﾆされ，ている読むことを中心として取りあ

げたが，今年度もやはり読みを中心とした能力別グループ指導の徹底した実

験研究を実施し，その指導技術の上における長所，短所，およびその弛の教

育的反応を記録解明して，本調査研究の結末と国語教育への一つの見通しを

つけようとし：たo

C．調査研究の担当者

平井麗夫　　上甲幹一

寺島　愛

D．計

1．実験を委嘱した学校

蘭年度委嘱した学校そのままでなく，

した。

　小学機i〔國語〕

（都進欝県）

　瑛京都

　　st

　　rt

　rr

千葉県

神奈川県

　（蜜榔町慰）

世田谷区威獄町

杉並区陣佐谷

杉並区大宮前

目黒区原町

市川市真間

横浜市南区：

画

若干の整理を行って次のように決定

　（学談名）

威城学1蝋初？；；

杉並第一ヒ小

高井戸第四小

　　｛t

　　tt

　　tt

　　rt

　　lt

　　tt

原町小

真聞小

：大概小

　　tt

　（絞長名）

柴田　勝
吉田　琉穂

伊藤　晃

小弓　誠一

副本　留告

弁上　浩郎

　（担当教富名）

（6年　）馬場　正男

（5年　　　）　吉旺4　　友濠ミ

（1年1組）遠蕪岩雄

G年4紬）小松原功得

（2年4組）宮本武
（3年2組）　宮邦1　庵治

（4年：紐）小山　邦夫

（4笙5組）　中E日　　民夫

（5年4紐）上野カツ子

（4年　　）佐々木定夫

（2年　　　）　嚢享ミ竃霞　　澄ま窪i

（2年　　）遠藤　和葱

（5」手三　　）髭孟月　　　き葬藝



神奈川県

　tt

山梨県

新潟県

長野県

大分県

　小学稜

山梨県

igJll県

　ft

岡出県

　申学絞

北海逆

東京都

：長野県

横浜市南区　　　：大岡小

横浜市戸塚区　　；本郷小　　　　中垣　隆治

甲府市穴切町　　穴切土　　　米山　圭藏

刈羽郡刈羽1町　　刈羽小　　　火橋±鄭

長野市岡正町　出王小　　吉池勘膚エ門

　　　　　　　　　’ft

ブ、分市奥田　　　南ブ（分小　　　稗田　茂

　　　　　　　　　rl

　　　　　　　　　n

　　　　　　　　　ff

　　　　　　　　　rt

　　　　　　　　　rt　，，

〔ローマ字）

甲府市穴隙町　　穴切歯　　　　米山　圭藏

　　　　　　　　　’ノ

数出市坂出町香川大学附属坂出小中島　司

：丸御職申騰　　　城乾小　　　　片陶　良平

　　　　　　　　　rr　，．，

児島郷福田町　　第ヨ福田小　　森　金太

〔国語〕

札幌郡江別町

中央区鷺本橋

飯田市上飯田

石川県　　珠州郡宝立町

：大阪府

　中学絞

東京都

庫河〆鵜篇鷲村

〔ロー々字〕

北多靡郡府中町

江溺一中

紅葉川申

飯田東中

　　n

　　’ノ

　　ft

　　rt

　　tt

宝立中

　　ft

　　ft

　　tt

　　tr

高鷲中

蔚申出

　　fl

多田　金市

倉特豊．・郎

松癌　八郎

拶旧　叉雄

竹井　貞

佐野　久

年
年
年
年
年
年
年
年
年
指
革
年

6
5
2
5
2
5
1
2
3
4
5
6

（
（
（
　
（
（
　
（
　

r
＼
（
　
∠
k
　
（
　

（
（

箏
年
年
年
箏
隼
　

年
隼

α
⑯
σ
師
⑯
⑬
　
σ
σ
（1葬6融）穿佐美包輔

（1年21；監）片綱

（2年3組）　窪斑濁

（2年5灘）久保

（3年7｛証1）　9il沢

（3年5組）　吉ヌ紐

（！Jt：A，kl）森下智悪子

（1年B組）高

（2年A組〉内乱修一郎

（2年】3覆巨）高溝蜀

（3年B細．）角谷

（1年

（1年

（3年

　　　　2”i

）小林　鉱治

）下川　勇一

）手塚千登勢

）堀井伸彦

）岩原　茂
）田中　繁雄

）木村　俊雄

）小原フサ

）森　史雄
）闘｛二良幸

）佐藤吉之助

）佐藤　毒徳

）菊島京子

）佐野芳夫

）野田　弘
）宮内　正一

）藤沢しげ子

）片岡郁二

）佐々木利男

）大村　漢

　　　　俊
　　　　秀鄭

　　　　正枝

　　　　静狽

　　　　良入

　　　正雄

　　　　和子

　　　　好枝

）藤本　利一・

）H吉　漏出

）　tl
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　学校数　20　　小学校　14　（内。＿マ字4）

　　　　　　　　中学校　　6’（内・一マ字1）

　1教官数　46

　学級数　47　　（内1名は璽：複：してV・るため）

2．実験授業の期間

　　　1951年4月～1952年3月

3．実験授業の学年

小学校，中学校の全学年にわだることとし，それぞれの学校で何学年をと

るかは，その学｛交の宙由とした0

4．婁験授業をはじめるための実態調査

　（1）実験授業の対象となる学級の児童生徒につV・て実態調査を行うため

に，調査の〕期を次の通りに決定した・ブとだしこれは一応の基本的なもめを

示しただけで，実験授業の摂当者の判断によって，必要と思われ，る項口を三

世賦してもよく，これ以外の調査を行ってもよいことにした。

　　知能の実態，精神的身体的条件

　　読みの困難につV・て

　　読みに対する興味

　　音読の実態

　　黙読の実態

　（2）実態調査に当って特に次のことを注意：してもらうように要：望した。

　　（a）ます，　「資料ユ」を読むこと

　　（b）調査は各項ともできるだけ最近の資料によること

　　（c）学校の所在，校名，学年，組子，担当教官名，調査H，児童生徒氏

　　　　名，生活年齢，知能年齢，知能指数（または偏差値）のほかはすべ

　　　　てチェック式で記入すること○

　　（d）知能指数の記入法は，たとえば指数102の者は9！以上の欄va　102と



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pa

　　　　認入し，85の者は90－71の欄に85と，67の者は70以下の欄に67とv・

　　　　うように記入すること○

　　（e）各項別の合計（または平均）と％を記入すること。

　　（f）児童生徒個入または学級全町として特記すべきことがあったなら，

　　　　記入欄または別紙にできるだけ具体的に記入すること。

5．グループ編成について

　国語能力別グループ編成（資料1を参照）を主とし，以上の実態調～登に竜

とづV・てそれぞれの学級で特殊性を力口味させる。必要によっては他のグルー・

プ編成と組み合わせてもよいことにしたOi奏験授業のために対照学級を設け

ることは必ずしも必要条件とはしなv・が，学校の事情によって設けてもさし

っかえないことにし，た。（ただしその場合は，二つの学級の生徒児童の条件

をできるだけ同じにしてもらうことを希望した。）なお能力別グループ指導

の展開は，「資料1」を参考の上，その学級に最も適当と思われるものを取

りあげるか，あるV・は単元別なり学期別な）1で展開の仕方を変えてもよbこ

とにした0

6．下町授業の実施について　。

　以上の用意のもとに，さらに実際に授業を進めてもらう上の注意事項とし

て次の項目をあげた。

　（1）資料を豊かに取りそろえておく。

　一般の単行本をそろえるのが事情によって困難であるならば，その学級で

揉回してV・ない検定教科書をぴと通りそろえる。これ竜前年度分を発行断へ

頼めば，きわめて安価に入手できるはすである。そろえ方は，その学年の分

だけでなく，その上下学年ぐらいをそろえるとよい。またグループの事情に

よっては，これらの教科書からとった材料につV・て，下男や単語をやさしく

かえ，教官がプリントにして与えると効果：がある。

　（2）学習帳（ワークブックまたはワークシート）をだV・たんに使わせるo
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学習帳は理想的には，

　　（a）その学年に共通の学習帳

　　（b）採用している教科書に即しだ学習帳

　　（c）教官が随時作製しプリントしてくばる練習用紙

の3種類が絹いられるとよいが，現状では（b）と（のだけの場合が多い。そ

lXゆえ教官の手車がL7S　tsかるが，プリントにしてくばる練習浄紙に取り入れる

練習課題のえらび方グ）参考として，「資料2」を酎布する。

　（3）毎時開の児童生徒の実態や進度を調べる。そのためにはなるべく手間

のかからない調沓表を作製しておき，チェックで記録していく方法が楽εあ

る。そうした調査表をつくるための資料として，「資料3」を配布する。

　（4）特に遅れている児童生徒には特別な今津と個人指導をする。こうした

児童生徒については，事例研究（ケr一　Xeスタディー）を試みてその原困を

さぐるとともに，最も適切な指導をしてもらう。その場合の参考としで「資

米斗3」を配＝透∫罰す『る。

　（5）この実験授業の途中で，聞くこと話すことの困難。障害や読むこと書

くことの困難・障害についての調査を依頼する予定である○

　（6）毎月1回章の初めに前月の記録を出してもらう○そうして進行状態や

児童生徒に与えた無料・練習課題あるいは解決を要する種々の問題を報告協

議するために，毎月1回，東京地方では研究協議会を開く。その他の地方で

は通信による煽動をしてもらう。また実態調査の報告に蕗とついて，必要な

場合には助書もすることがあり，そのぽか随時必要な資糾や調査表を送り，

担当所員は事倍の許すかぎりそれぞれの学校へ繊向く機会をつくウ，進行状

態の調盗や玄要に応じた指導助欝を行う。

7．実験授業の結果の処理について

　1952年3月末；ヨ，までに報叢書の形式で経過をまとめてもらV・，なお毎月の

報告がととのったもので耕しば，それで代用することができることとし，本
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年度で一応輿験綬業を絡了するので，なるべくくわし’o報告を出してもらう

よう要望した。

　　　　　　　　　　　D．実　施　概　況

1．実験漁業を委嘱した学校からの報告を随時受けるとともに，通儒による

質疑への解答打合せ会，磯船所員の出張ICよる指導助言を行った。

　打合せ会

　　　　　第1回ユ951年5月22矯（研究所で）

　（1）出席者　東京近在の各学校実験揮業担当者，担当所員のほか，特に：砥

　　　究所から西尾所長，岩淵第1部長が出席した。

　（2）担嶺所斑からの助雷指導

　　（a）能力別グループ指導に成功するた斡の条件は，

　　　　資料を豊かにすること

　　　　練習帳をだいたんに使用すること

　　（b）練習帳として考えられるものは，

　　　　文部省の学習指導要領i（［もとづいて，府県単位でつくるもの

　　　　教＄斗書に璃1したもの

　　　　　自分の長持ってV・るクラスび）実態に応じたもの

　　（c）今年渡は特にくわしい記録をとってもらv・たい○そうしてこれ’を相

　　　　互の連絡と成果を高める資糾としたい。

　　（d）6月に配布する「資料3」で読みの困難や障害の分析と一応の治療

　　　　方法を示してあるので，それを参考にして治痔1的指導をしてもらV・

　　　　たV・が，各校では，読めなV・子供のさまざまな認録と実態調査をや

　　　　ってもらいたV・o

　　　　　第2回　　　6月14霞　（杉並区杉並第七小学校で）

　（！）研究授業　吉田友治星宮：単元「脚本の書き方」
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　　　　　　　志賀昌成教官：単元「よいからだにそだてよう」

（2）取りあげられた問題

　（a）グループ編成についての問題　（知能テスト，劣等感，能力別グ」1

　　　一プ）

　（b）時聞の使い方の問題

　（C）資料のあつかい方の周題

　（d）学習活動のさせ方の問題

　（e）教官の発言，発問のしかたの問題

　（f）－指導技術の問題

　（g）上位のグルーープと下位のグループの指導の問題

　　　　　第3回　　　7月3日　L市川市真聞小学校で）

（1）千葉県教育委員会の実験学校としての中間報告会に参加，授業公開，

　　国語研究所協力学狡の諸教官も研究会に出席。

　　　　　第4回　　　 9月12H　（目黒区原町小学校で）

（1）研究授業　佐々木定夫教宮：単元「報告記録の作D方」（4年）

（2）取りあげられた問題

　（a）遅進児に辞書の引き：方を指導するにはどうすればよいかi

　（b）：文脈に即しfe・意味をとらえるための辞書の引き方

　（c）このような単元での各グル・・プの蒔間の割当てや段階づけはどうし

　　　たらよV・か

　（d）語彙を増すために，辞書やカードをどのように利用したらよいか

　　　　　第5回　　　10月26日　（府中町府中中学校で）

　（1）研究授業　属吉透雲教官：単1元「ローマ字による古典入門」（中学3年）

（2）取りあげられた問題

　　（a）中学校における古典指導の限度として，

　　　　作者や作品の範囲



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3き

　　　　古典的な語句の範囲

　　　　語法上の知識の範腿

　　　　内容の範囲

　　　　文学史的知識の範囲

　　　　古典と現代作品との関係

　．b）このような単元の場合，グル・・プを能力に応じて分けるにはどうし

　　　たらよV・か

　（c）剛ローマ宇で古典への道をぴらくことば，真に意義あることであ吟，

　　　効某：白樫なと二と：なのか

　　　　　第6回　　　1！月22日　（杉並区高井戸第四小学校で）

①研究授業　小松原功烈教官（1年）

《2♪取りあげられ：た問題

　（a）それぞれのグループに対する直接指導蒋關配当の問題

　（b）個入別に能力をきめる場合にお～二る聞題

　（c）入門期における能力別指導の問題

　　　　　第7回　　　！2月1珊　（成城学園初等学校で）

（1）研究授業　馬場正男教官：単允「新剛（6年）

（2）取塑あげられだ問題

　（a．個別指導を行うべき時期とその具体的な方法

　（b）語漿を拡充する方法とその範囲

　（c）望ましい子供のための絵辞引きにつv・て

　（d）学習の手引きによる指導の限界にっV、て

　　　　　第8回’　1952年1月18田　（横浜甫大岡小学校で）

（1）取りあげられた問題

　（a）グループ指導における劣等感の問題

　（b）グループに分ける際の基準の聞題
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　　　　　第9回　　　2月21日　（横浜帯本郷小学校で）

　（1）研究授業　下川勇一教官二単元「丈字とととば」（5年）

　（2）取りあげられた問題

　　（a）各グノレープの学習の結果をどのようにまとめてv・くか

　　（b）指導業にあげた多くの資料を三つのグループがどのようにして使う

　　　　か

　　（c）臆しい文法指導はどうあるべきか

　　（d）効果的な語彙指導はどのようにしたらよいか

　　（e）ABCの3グルpmプに秀けるのに，単元毎あるV・は，一定の時期で

　　　　どのようにしたら手がかかるか

　　　　　　劉◎回　　　3月1日　く当研究所で）

　この実験授業ならびに研究をまとめるための最後の打合せ会を三鷹分室で

開いた。

2．　謬i己話した資料

　笑験覆業を：進めるため，あるbは授業iの参考のために次の資料を金国の実

験学級へ配痛した。

　（1、実験授業のための手91き（36ページ参員賢）

　（2）調査表

　　　第1表：児童生徒の生活年齢，知能，身体的条件精神的条件につV・て

　　　　　　　の調査表（39ページ参照）

　　　第2表：読みの実態についてρ調査表（40ページ参照）

　（3）参考資料

　　　資料1：読みの能力別グループ指導についての研究

　　　　　　　1．　グルeプ編威の目的

　　　　　　　2．グループ編威のさ玄ざまな形式

　　　　　　　3．読み方教育におけるグ2V　．一プ指導



　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

　　　i　4．議iみのグループ指導のための笑態調査　　　　　　　　i

　　　i　5．読みのグ］L　一プ編成上の原油　　　　　　　　　　　i

　　　；錆売みのグルヴ撚のさ誌旧型眼翻　　i

資料2：読みの基礎約な能力や技能を仲ばすための練習例
　　　　　　　　　　　　　　　　　イマヤ　リドリコけりけりリコリ　リヤリリリドヤリリリロリリリのリロロリロワ　

　　　　1．読みの關　　　　　　　　　i
　　　i2．読みの指輌腰　　　　　　i

資料3：国語の学業不振児につbての観究

　　　iL国語の学業不振と｛・tTftか

　　　i2．読みの蝶薇唖類
　　　i（幟み・礪の纐
　　　i　（2）講咽難の種類
　　　i（3）瓢の焔また闘・瀧甜
　　　i3．読みの韓不振の原囚

　　　i　（覗姓徒の平入的な∫姻

　　　i　（2）1蘇の単翫灘の瓢

　　　i（，）臨の聯弾帳記瀕の原因

　　　i4．講の蝶寵児
　　　i　（・）読みの鞍不概纐二二自用な騰

　　　｝　（2）読みの聯礪児諏鋤．般融願弓

　　　i　（3）諮の学獅襯轍扱うための辱撤醐題

　　　i　　暗謙翻
　　　i　b．視力購の闘題
　　　i　礪力階の問題
　　　i　二階の聯・
　　　i5．読みの学業不振の湖｛的学四物

　　　i　①読みの糠不振の治療的二二導
　　　i　（2）読み三三の鵜的学二二導

　　　i（3騰の欠陥の治癒嚇習欄

　　　1　　引用翻
．．

P
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読みの個別指導につbての実験図無を実施してV・ただくための手引き

1951．　4．　27

1．ヒの実験授業の目的

　新しい教育の目的が晃童生徒1人1入の完威を臼当てとする限り，どんな教育課程

を採暮しどんな新しい学習指導法を実施しようとも，飼人差の纂実を認めて児童生徒

のそれぞれのカに応じて進歩させてやることがたいせつなのは，琶うまでもないこと

である。個人差に応じた欄濁指導とは，

　　（1）学年なり学級なりのワクをはずして考える型

　　（2）学級を現状のままに認めて学級内で考える型

　　（3）　とくに治療酌指導の騒酌で児童生徒．1人1人について考える個人指導の型

の…つに大別される。この実験授業では（2）の学級内での血斑指導惣1・：心・とし事i青に

応じて（3）の個入指導をも掬えていく。もちろん個別指導は一斎援秦の場・合でも，（1）

数赫の種類　（2）掌駕作業や仕事の種類と職！慶　（3）学習指遵の飛渡を変えることに

よって，環在1でもある稚度までおこなわれている。また書くことの詣導の場合でも当

然おこなわなければならないのであるが，個雅旨導うミとく｝1二間題とされ効果が予想さ

れるのは読むtとの指導の茅舎である。そのうえ，欄別戸溝として現在最も効果があ

るとされているものは能：力闘グルPtプ濃漿である。それゆえ，この実験授業では，と

くに，読むことを中心とした能力別グルー・プ指導の徹底した実験研究を取り上げ，そ

れの実施を通じて長所および短所を記録していき，この問題への見通しの資料とする。

2　実験授業の二二

　　　1951年4月～】952年3月とす『る。

　すでに蘭年度でもいちお5おこなったが，こ和げ塗備的なものと考え，本年凌のも

のに全力をそそぎ，この笑験授業を本年慶で絡了することにする。

3．実験授業の学年

　小同校，中学校の全学年にわたる。それぞれの学校で何学年をとるかはその学校の

自由である。

4．実験授業をはじめるための注意

（1）実験捜業の苅象となる学級の児：童生徒について笑態調査をおこなう。調査の

　　項輿はつぎの通りである。笑験援業の担当者の半蜥によワて，必要と思われ

　　る項冒をつけ加えて屯よく，これ以外の調査をおこなってもよい。

　　知能の実態，身体酌精神的条件　（調査表1）

　　読みの困難　　　　　　　　　　（調査衷2）　〔資料3を参照〕

　　読みに対する興昧



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

　　　　音読の笑態　　　　　　　　　　　　　　　〔資料1を参照）

　　　　黙読の巽態　　　　　　　　　　　　　　　　9〔資料1を参照〕

　　（2）実態調査に当ワては，つぎの点に特に海意していただきたい。

　　　　（a）まず「資料1」を読むこと。

　　　　（b）調査ほ各項ともできるだげ最近の資1鍛こよること。

　　　　（の学校の所在，校名，掌第組名，担漁教宮名，調査臼，児童生徒氏名，

　　　　　　生活年齢，知能年齢　螂能指数（または偏差値）の外はすべてチェック

　　　　　　式で記入すること。

　　　　（d）知能躊数の記入法は，例えば指数℃2の者は9似上の欄に102と記入し，

蕩　　　　　85の者は90－7ヱの欄に85，67の者は70以下の欄｛こ67というように詑入1す

　　　　　　ること。

　　　　（e）沓項鍵の合計（：叉は平均）と％を記入す：ること。

　　　　（f）児滝生徒個人または学級全体として特記すべきことがあったなら，詫入

　　　　　　欄または別紙にできるだけ呉体轟勺に詑ノ・すること。

　　（3）調鯉ミはそれぞれ2i・父ずつつくり・1枚は撰薮教官a）乎許へs・iき，他の／枚

　　　　は当研究所へおとどけ願いたい。なお学級の入数が5珂似上の場合は，余分

　　　　に岡濁した誠査表を利醸していただくこととし，その際の沓項の合計と％ぽ

　　　　2枚醤の紙の減りに記入されたい。

5．グル・・一一プ編域にっv・て

　国語の能力燐グループ編成（資料！を参照）を主とし，以上a：：i爽態調査にもとづい

てそれぞれの学級で特泳趾を柱聯させる。必慶によってけ他のグ2v’　一一プ構成と紐み合

わせてもよい。笑験擾柔のために対照学級をもうけるt一とは必ずしも弔事条件とはし

ないが，学校の柔情によってはもうけていただいても差迎えはない。その場合には，

二つの学級の児勲生徒の条件をできるだげ周じにしていただきたい。能ヵ別グル例プ

指導ρ湛避蹴も資料工を参考のうえ，その学級に竣も樋錨と，蟹っtしるものを採濯する。

あるいは，三元別なり学期溺なりで展開の仕方を変えてもよい。

6．配布予定のもの

　婁験授業をすすめていただくために，あるいはまた実験擾業の参考のためにとりあ

えずつぎのものを随時配布する予定である。

　　（1）調査表

　　　第1攣り櫨生徒の生潅町f齢舞能・身学的1留囎勺条件についての調査嚢

　　　第2表読みの実態についての調査表
　（2）　参議琶i三冠箏斗

　　　　資料L；筑みの能ブ捌グノレーフ指導についての研究　　（平井畠夫執筆）

　　　資塔｝2・読みの墓礎的な能ソ」崎鼓能をのばナための練齋劒（平男醤夫執筆）
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資料3．読みの困難や欠陥の二一琵野馳的指導法　　　（平井畠夫執筆）

（その他，縞議会鷺薪各学校曜講など｝こついての報舗なるべく酬ぎし

たい。）

7．実験授業の実施について

以上の周意のもとに担当教官によって実際授業をすすめていただくわけであるが，

つぎの諸点について注意していただくと幸いである。

　（1）教材をゆたかにそろえておく，一般の曄行本をそろえるのが事情によって照

　　　難であるならば，その学校で採用している以外の検竜教科書をひと通りそろ

　　　える。これも前年二分を発行所へ額めば，きわめて安く入手し得るぽずであ

　　　る。そろえ方は，その学年の分だけにしないで，上下学年分を2学1デほどそ

　　　ろえることが望ましい。灘惣的には同じ教科書を10遜ぐらいそろえられると

　　　よい。またグノレープの二三によっては，これらの教科書から取った教訓につ

　　　いて，漢字か単語をやさしくかえて，教窟がプリントにして与えると二二が

　　　ある。

　（2）学習帳（ワーク・ブック）をだいたんに使わせる。理想的には，

　　　（a）その学年に共通の学謬帳

　　　「（b）探濡している数科書に記した学習帳i

　　　（C）教蜜が1片時作製しプリントしてくばる練習用紙

　　　の3種類が互いられるとよいが，現状では（b）と（c）だけの場合が多い。そ

　　　れゆえ数官の手閥がかかるが，プリントにしてくばる練習用紙に取り入れる

　　　練習題のえらび方の参考として資料2を配布する。

　（3）三二圏に凶日生徒デ実態や達歩を調べる。そのためには，なるべく手間のか

　　　からない調奄表を作製しておき，チェックで調べていく方法が楽である。そ

　　　　ろし’た説奄表をつくるための参考として資料3を配布する。

　（4）聴に三日な児叢生徒｝こは二三の調査と個人指導をする。こうした児童生瀬に

　　　ついては，二二研究（ケース・スタデ■→を試みてその原因をさぐると共

　　　に最も適切な指導をしていただく。そうした場合の参考のために，資料3を

　　　配布する。　　　　　．

　　（5）tの実験授業の途中で，話すことの園難や障霧，読むことの困難や障害につ

　　　いての調査をお願いするつもりであるが，その曇ミ体的な方法についてはのち

　　　に通鋪する予定である。

　　（6）毎月1殴驚の初めに夕月の艶録を出していただく。そして進行状態や児童生

　　　徒に与えた教獄や練習や解決を要する種々の問題を報告協議するために毎月

　　　　1回

　　　　　東京地方でば研究協議会

　　　　　その他の地方では通信による連絡
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　　　　をしていただく。また実態調査の嶺報告にもとつい扁ご必要な場合には物申を

　　　　写し上げることがあり，そのほか随時必要な資繕や調査表をお送りしたい。

　　　　なお駈員は事構の許すかぎりそれぞれの学校へ出向く機会をつくり，進行状

　　　　態の雪曇と必要に応じた掘導助船をする予定である。

8．資材につV・て

　実験授業のためにとくに必要な資材があったら，使用の目的，希塁数鐙を開記して

責任嚢から申し出られれば，できるかぎり御本墾に応ずるつもりである。

9．結果の処理につhて

　王95！年3月宋までに報告書の形式で経愚をまとめていただき，その威；果の程度によ

って適当な形式で発表する予定である。毎月の報皆がととのったものであれば，それ

で代那することができる。本年度でいちおう婁験三業としては絡了するので・なるべ

くくわしい報告をいただいたうえで，実験舞己録として炎表したい。

10．御通知を願うと二と

　とりあえず担当教官名と，学年および児童数とを御通鋪いただき，笑態調査がすん

だのちにその結果や，呉体的指導計画その他のこまかい薯栖について御報告をお願い

したい。

　　　この笑験授業の犠飛所員の5ち主として責任をもつものは

　　　　　　　　　平井畠央上甲聯一で

　　　通信および連絡ほ平井所員宛にしていただきたい。

調査繁ユ表児童生徒の生活，年齢知能蝪体的精神的条件についての調査袋
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1

欄入差に応じブヒ国語攣習指導方法の研究経過報告用厩

　　　　　　　玉95峰度　　國立國語研究所委託実験

　　　1直心憲婁番矧　1　学校名　　　　　担嶺数宮名

　　　　　　　　　　年　　月　　B　～　　年　　月　　日

　　　　璽直証95　…　　　　藁縄掌級歯学界面．ノhL藝＿…董

　（大体下のような項営を中心にして報告して下さい。摺紙は別紙でも結講です）

1現｛E行っている実験授業の型

　　　　　　　　　　一資料1などlt参考にして書いて下さL・一

　それを探用した理由

　現在指導中の単元名（または教科書名と逸名）

　その振導予定期聞　　　　195　奮　．月　から　195　・EF．月　¶まで

　指導の主冒標

　（1）

　（2）　’　・　（3）

一
」

E　成 果

実験授業を委嘱した学校から次の項目でそれぞれ報告を受けた◎

1．試みた実験授業の型とそれを採用した理由

2．実際に実験した期闇と取扱った単元の数



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4a

　3．実験の経過の概要

　4．実験の途申で行った研究または受けた助言

　5．成果の概要

　　　a．特に成功しだと思われる点

　　　b．：失敗したと思われ，る点

　　’c，今後さらに研究を要すると思われる点

　6．実験に対する自己評価

　7．この実験を漁るに当っての所感および国語研究所に対する要望箏項

　8．この種の指導方法に対する今後の見通し

　9．その他（児童生徒，PTA，同僚などに対する反応）

　これらの報告をもとにして，本研究調査の概要をまとめてみると，次の通

りである0

1．個入差に応じた霊験授業の型（数宇は学級の数）

　○学級をi現状のままにしておV・て，学級内で考える型…………25

　0学年なり，学級なりのワクをはすして考える型’…・・’一・一1

　0特に治療的指導の国的で児童生徒1人1人につV・て考える個人指導の型

　　・一一・・一一一〇

　〇学級を現状のままで認め，そのなかで特に治療的な目的で個人指導を考

　　える型…………2

大体上述の型を採用したのであるが，さらにその具体的な指導の型をみると，

　0能力別の等質グルーープに分けたもの…………27

、○不等質のグループに分けたもの…………3

となっており，実験学級のほとんどすべてが能力別の等質グループに分けて

実雄してV・るが，その分け方をさらにくわしく調べてみると，

　OABC（上中下）の三段階に分けて，国語の基本的能力を基準として決

　　めだもの…………22
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　0ABの2グループに分けて国語の基本的能力を基準にしたもの…………2

　0読みの能力を特に：取りあげてグルr・プ分けの基準としたもの…………3

　0読みの速さによるもの…………1

となってお・り，上記不等質グ］V・一一プに分けた学級は学習課魎に対する児童生

徒の「興味」を申心にして分けている。個入差に応じた弾語指導のねらいは，

指導の目標に即して指導の形態や方法を今別化することであるから，学校お

よび教官の判断によってその型を変えてV・くのは当然である。そして，グル

r一・ v編成も国語の能力による等質グ］V・・一プが多かったのも自然であり，こ～二

で能力別というのが「知能」の能力別ではなく，国語の学習能力であったこ

とも蚤然であろう0

2．能力別グル回プ指導を採用した理由

　○寒入差に応じて児童生徒の学習能力を向上させてV・く教育技術の一方法

　　だから…………18

　0読解力が伸びるから…………7

　0読む力の差が国語能力の根本的な差異を生じてV・るから…………4

　0入門期の児童には能力劉グ」Y・・tプ指導が特に必要であり，効果的である

　　カ：ら…・…・・…2

　0学校。職員・児童などの対象がすべて好条件であったから・………・・2

　0採用以外の教科書や資料が比較的容易に得られたから…………2

等しい教育思想として，与えられ’たことを全部教えこもうとする態度から児

童生徒が力V・っぱV・学習するように指導するとV・う態度に変ってきだ。採用

の理由にも，そうした教育恩想にもとづV・たものが圧倒的に多かったわけで

ある。～回れはまた，読むととの学習能力が児童生徒によってきわめて大きな

個入舞を示しており，これまでの一斉指導の形態では所期の効果があがらな

bという反省からも出てきた理由であろうと恩われる0

3，実際に実験した期間
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　学校あるV・は学級における都合によって，開志した時期，期間はさまざま

であるが，一応これを月毎の開始時期と月数の期間に大別してみる○

　（a）開始年月

　　1951年4月力tiら・・・・・・・…　。。・。。6

　　　〃　 5月　〃　・・・・…ミ…。…　3

　　　fi　6　A　11　一一一一・一一一6

gb）期聞

　　12カ》月・・・・・・・・・・・・…　：5

　　11　！1　．．．．．．．．．．t一．．．　1

　　10　！！　一・・一一・・一lt－4

　　9　1i　一・・一・；・・・・…5

　　8　！f　＋一・一一一一一一2

！951年7月力xら…・……。・…4

　　　8月　 〃…一・・・・・・・…　3

　　　9JEi　ii　t一一・・一・一一・3

7か月……………4

6　1i　．”．一．．一H”．3

5　！i　・一・一・一一一一1

4　！！　・一・一・一t一・一1

不　明……………2

巽町授業を開始したのは，だいたV・一挙期の聞すなわち4月～8月目でで学

年始めの4月目すぐ始めなかったのは，学校や学級の都合によるものである○

なお実験期間は学級によってちがっているが，6か月以上実施した学級は24

で，平均は9か月である。

　実験期間がまちまちであるのは，当研究所への報告の義務によって期間が

決められたためである。実際にはその期聞の前後にもlr毒じ授業を実施し’てい

允学校が多かっだ。

4．実際に実験として販扱った単元数

　　　22単元・………一、1　　　7単元・・…一…・2’

　　　17　！i　一一一一・一一一1　6　！i　・一一一一一一一1

　　　12　1i　・一一一一・一・一1　5　1！　一・一一一一一一3

　　　20　！！　一一一・一一一一1　4　1！　・一・一・・一一一・4

　　　9　ii　一一一一一一・一3　g　！！　・一・一一一一・一4

　　　8　，e・　一・一・一一一・一4　7txr　HE一一・一一一・一一3
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10単元以上を取扱った学校は4，9単元以下が2！で，しかも5単位以下がさ

らにその半分であるから，取扱った単元数は比較的少かったとV・える0

5．案験の途中で行った研究

　○黙読の速度と理解テスト

　○漢字習得状態の調査。書写力の調査〔読解力との画業）

　○読書能力の調査。国語標準学力検査

　○漢字練習およびそのテストブック

　○読みの速さと理解の度合

　On一マ字中心学習の際，どうして漢字・かなを指導するか

ρ音読テストの方法

　○ワークブックの作成

　○読みの速度と他教科との圏係，読みの速度と理解度との闘係

　○聞く力を確実にする練習方法

　○話題を豊かにする方法　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　○語藁を増す指導法

　○文学鑑賞の手旨導

　○学習記録の指導

　○作文の指導計画

　○各教科の篭釣発表と作文との開連

　○各種テストの作成方法

　○標準学力検査の実施による能力分析の研究

　それぞれの牽校が行ったこれらの研究のうちには，公表して広く参老に供

する価値のあるものも多かった0

6．婁験の神判で受けた助言

　○学習の手引き（ワP一クブック・テスト）のあたえか旋

　○グループ指導に対する教師の心得
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0能力別グルP・プ指導の問題点

○国語研究所印刷物によるもの

○国語研究所実験学級打合せ会において

7。特に成功したと思あれる点

0児董生箆が興味と意欲をもって学習するように：なった…………24

0自主的に学習でき，全般に学習態度がよくなった…………19

0特に遅進児に著しいが，全般的に読解力が進歩した………∵・20

0中・下位生が特に読書に興味をもつようになった…………10

0話し方が活発になってきた………σ4・9

0唐分のカに応じて仕箏や学習に打ちこめるようになった…………6

0グループ内でかなりよく協同作業ができるようになった一…一4

0競事心のかわりに仕事の成就に応じて喜びを見出すようになった’…’”3

0読字力が著しく向上した…………4

0作：文の基礎的な力がついた…………2

0遅進児が学習その他の面におv・て，自信のある行動を示すようになった

　…………ユ

Ov・ろv・うな資料が宮主的に使えるようになった…………1

0他の教科の学習にも興味をもつようになってきた……．。…1

0学習継続時間が長くなってきた（ことに低学年において）…………1

0辞書の引き方がうまくなった一・・……1

0児童生徒の間に差別感をおこさせなかった…………1

0子供肖身に学習のしかたとV・うものがわか．）てきた…………1

0進んだ児童が満足感と緊張感をもって学習できた…・・……1

0グル・・プ学習のために司会進行などの仕方がうまくなった…………1

0指導の体系をたて，学習の手引きを効果的に作成レご授業したときに特

　に成功した…………1
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　0調べ読みにおいて特にうまくグループ別指導ができた・・一……1

　0児童のうち特に下位生にローマ字指導からのヒントが役立った………！

特に成功したと思われる点のうち，目立って多V・のは，個入差に応じた国語

指導のねらいが児童生徒の力に応じて自主的自発的に学習活動をさせてV、こ

うとするのであるから，予期されてV・た通りであった。いくつかの項露のう

ちには，特にこうした牽二三形態のためのものでなく，教官の指導技術が

たくみなために成功したものが多V・。

8．失敗したと思おれる点

　○各グループに適応した手引きの作成がうまくできなかった一…一5

　0学翌が非能率的に二なったごとがある・・’………4

　0各グル・・プの指導が徹底してできなかった…………4

　0教材研究・指導計画。評価計癒などに多大の時闇と労力を費した………4

　0直接指導をしていない他のグ7V　・一プの児童に，なまけるものがいたり，

　　さわいだりする亀のがあった…………3

　0準備が適切でないために，児童の力を十分のばしてやれないときがあっ

　　た…………3

　0手引き作成の欠陥がやや攣習方法を固定してしまつ允“…・……3

　0A（上）グル・・一プが優越感をもちやすかった…………3

　0中位以上の児童が読みを深めて発聾的な学習を計画的に行うaとができ

　　なカ“つた・・・・・・・…　q・3

　0盗料の選定が困難であった・……一3

　0グルHプの編成に困難と欠陥が多かった’．曲●．”曾。2

　0カリte　，．ラムの構成に欠点があった…………2

　0各グ」tz・H一プに対する進歩の評価が的確にできなかった…………2

　0各グループに対する時間的調整がうまくとれなかった……・…：・2

　Q興味の差に応じる学習が十分にできなかった…………1
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　0遅進児の指導法を十分研究しながら効果的に行うことができなかった…

　　t－i一一一一一一．！

　○上位生と下位生の差がきわめて大きくなった酬””●”1

　0中位螢三（ノ）手旨導力ζ呼1透≧斗｛三埆鴇になって鼠標をどこにおくカ、に：迷った…響…・『…1

　0クラス全体が統…ある学習の機会を：得ることが困難であった…………1

　0特に読みの二三歯導の機会のとらえ方についての研究が十分にできなか

　　つたために，言究みの指．導カミうまくV・かなかっブZ…………1

　0読む話す面の伶鵬指導の反面に，書く作る面のグループ別指導の効果的

　　な方法が見出せなかった・一…・…1

　0父母が必要以上に子供の属するグループにこだわって，子供に影響した

　　ような～：二とカミあった…………1

　0児童はすべての教｛1斗学習を能ブ捌に分けてや診たがるようになった。（A

　　（上）グループが一・つの優越感をもっているためだろうか）…………1

　0きわめて少数ではあるがグルーーブ学習をv・やがるものがあった……・…・・1

特に失敗したと思われる点の項目を調べてみると，こうした学習指導形態に

必然的にともなう欠鰯というものはすくなく，教官の指導技術や用意が不足

してV・る光めの原因が多い○またとれまでの指導で，教官のみならす児童生

徒もグ7V…プで作業をするという旧記がとぼしいために，グループ編成に不

適応であったことも考えなければならない。グループによる学習活動が今後

はますます多くなってV・く傾向にあることを考えると，V・わゆる「能力別」

グループの学習三三形態に：も教官や児童生徒の適応の慶合が高まってくるも

のと予想される0

9．今後さらに研究を要すると思あれる点

　○ワ・・一クブック。ワー・クシートの作）1方…………！8

　0副読本その他の資料の与え方選び方一…一13

　Q能：力別指導法1二全体の流躍τとしての学習過程をマッチさせていく方法
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　　・一・一・一一・6

　0指導法の評価を客心的にする方法…………8

　0学習課題，学習過程に適合したグループの分け方…………6

　0各グルe一プ指導のための目標のとり方…・…・…8

　0各グル・一一プの徹底した指導方法…………！0

　0能力別口リキthラムの作成法…………10

　0読みだけでなく国語の各機能分野こ対する能力別指導法…………6

　0読みの欠陥の調査と治療法…………5

　0上位グJV・一一プの発展蘭素面法……・…・・3

　0ドリル学習の取り入れ方…一…i，4

　0指導記録のとり方…………4

　0算数糾とタイアップして基礎教科とL，ての能力別指導体系をつくること

　　一t一一一一一一一一一一1

　0基本的読みの能力テスF…………1

　0一斉音読とグノレ・一・・プ指導の効果約なカミ合わせ法…………1

　0能力別二面書を：つくる～＝二と…・…・・…1

これらの項目を調べると，学習指導の技術，資料や教具のつくり方やえらび

方などが主となってV・る。とれは能：力別グループ指導だけでなく，国語教育

三股の問題である0

10．実験に対する自己評価

　○能力に応じて子供たちが学習でき，実に幸福そうであったと半糖する…

　　………ユ4

　0資料。ワークブック・ワH・一クシート。準備。指導計画。指曙；意欲の不十

　　分なため，十分に児童を活濯させることができなかった…………14

　0削〉の学習指導力がつき，有益な2年闇であった…………13

　Q前年度に比しや舟徹底した指導ができた……・…・・7



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49

　0評価が客観的にうまくできなかった…………5

　0時聞的・労力的に余裕がなく十分に力を注ぐことができなかった………5

　0国語教育に対する見方がひろまった…………4

　0学習指導の展開記録がうまくと穿しなかった…………3

　0研究不足のため，特に下位グループの児童を十分に救ってやることがで

　　きなかった…………2

　0他教科を軽視した傾向になった（国語科の研究に熱中したため）…………2

兜璽の意向調査の結果も，この自験評価で一・致している数のいちばん多い項

目も；兜童生徒の自主的自発的な学習態度をあげてV・る。このことは，児童

生徒は一般に．こうした学習形鰻を好むことを示すと共に，新しV・ものへの教

官の側の研究不足や熱意不足をも示すもののようである0

11・研究所への要望や所感

　○今後もぜひ研究を続けていきたV・から，引き続き指導してもらいだい…

　　一…一・…18

　0実験の結果をできるだけ早く発表してもらいたい…………16

　0具体的な授業面の指導助言がもっとほしV・…………13

　0資料として研究所から教科書・ワークブックなどを配布してもらV・たい

　　．一H．．．““9

　0研究所と各府県の国語担当指導主事と密接な連繋をとってもらx（たv・

　　（現場の方が進んでしまt’て指導主事が適切な助言を与えてくれなV・か

　　ら）…………2

　0グループ別指導は，たしかに現場で考えるべき必要にして最も重大な問

　　題の一一一一・つであることがわかった…………6

　0実施にあたって常に問題をもち，充実した授業ができた…………4

0資料・労力・時聞などの点でまだ一般への適用は困難ではなV・だろうか

　　・一一…露
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12．今後の見通し

　○能力別指導に国語のみでなく，どの教科においても必要であろう・・一14

　0一斉指導の聞に個人差に応じたグル7プ指導を適時取りあげて行う■と

　　が望ましVv……・…8

　0理論よりむしろ実践の威果でこの指導方法を普及していかねばならなV・

　　だろう…………4

　0あまりにも障害が多すぎて一般的でないため，徹底したグル・・一プ指導が

　　困難である…………4

　0単元をきめて適当な場と機会をとらえてグループ指導をするtとが望ま・

　　しV、…………4

　0たしかに能力別グループ指導は有効で南るが，時間。労力・ワークブッ

　　クeワーークシ■一一トの問題などを先ず解決しなければ，だれにでもできる

　　とV・うわけにはいかないだろう…………4

　0能力別指導は特に読み（読解）を申心とした単元あるいは学習過程に有

　　効であるようだ…………3

13，児童生徒。PTA。同僚への反響

　○児童生徒は大部分能力別指導を望んでV・る………’・・19

　0能力別指導を理解してから父兄は大V・に協力してV・る…………8

　0漸次同僚や他の地域学校へも波及しっっある…………5

　0父母は能力別冊導によって子供の見方を啓発され’た…………3

　0全職員が協力してくれた…………3

　0理論的に納得してもなかなか実践しようとV・う同僚がなV・…………3

　0物語に対して関心のなv・同僚が多く，必要な助言もしてくれなかった…

　　．．．”．H．2

児童生焚や父母に賛成が多いことが以上のことからも知られる。これ・は協力

学校だけの現象ではなく，国語の能力別グループ指導を取りあげてV・る全国
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の多くの学校でも共通に見られることである。ただ，一部には研究的な授業

そのものに：対する嗣僚のねたみや，学校の首脳部の移動のため，計画の中止

なども見られるo

F．乙の研究調査のまとあ

　児童生母にはそれぞれ個入差があり，個人差に応じて学翠指導を個別化し

なければならないとV・うことは，現代の国語教育の中心的な課題の一つであ

る。この課題を具体的に解決する一つの：方法として，特に読むことの学習に

おいて能力別グループ指導が計画撰’しる。この研究調査は，小学校と中学校

の協力を求めて，この課題の解決に何らかの手がかりを求めようとしたもの

であった。実施の具体的なことにつV・てはすでに記述した通りである。ここ

では，これらの研究調査を通じて得られた一般的な知見をV・くつかの項鼠に

分けてまとめてみよう。

　（1’劣等感σ）地下　　能力別グループに分けて学習指導をするだめに，遅

れた児童生徒やできなV・児童生徒に劣等感が発生しはしないかという心配

は，多くの人7tから提出されてV・た。しかし，協力学校の報告だけでなく，

能力鴉グルーープ指導を試みブと多くの学校の発表について調べてみても，教師

の観察や，児童生徒の父兄の意向調査の結果として，特に劣等感が発生する

とV・う心配はなかった。ただ，グループ編成の不手ぎわや臼常の学習指導の

ときの教師の不用意な言動から劣等感を起させる櫟会がないでもなV・○

　また，劣等感というとき，児男生1走が生得的1こもっている劣等感と優越感

と，こうした学習指導形態をとることによって起り得る劣等感と伍．越感とは

区別され．なければならない。われわれは，だれでも，個々のことがらにつV・

て，あるいは劣等感をいだいたり，あるいは優越感をV・だいてV・たりするも

のである。

　それゆえ，能力別グループ指導には劣等感が必然的につきまとうというζ．
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とは言えないというのが共通の結果であった6

　（2）能力別グルーープ指導の形態に対する児童生徒の反応の問題　　とれ竜，

児童生徒の意向調査からの共通の結果として，こうしだ学習形態に賛成する

者が圧倒的に多かった○これ’転よ，これまでの学習形態にくらべて，児童生徒

の「適応」の度合がいっそう高いためである。すなわち，学習の難易や進度

に児童生徒が自分の「歩調」をあわせていける可能性がきわめて高いために，

学習に対する反応がv・っそう楽になったからであろう。

　（3）学習のひどく遅れてV・る児童生徒の聞題　　これまでの学習形態では，

学習がひどく遅れている児童生徒はいわば「お客さま」あっかV、にされてV、

たことが多かったが，この学習形態では，そうした児童生徒の学習活動が目

立ってきた。この現象は担当致師からの一致した報告であるので，共通の現

i象と見ることができる。能ブ粥グループ学習の形態を途中でやめて，竜との

一斉学習の形態にもどった学級で，遅れてV、た児童生徒の学習活動がぱたり

と休止したために，同僚の教師からその点を強く指摘齢した学校さえある。

　（4）学習のぴどく進んだ児童生徒の闊題　　学級内の人数が多かったり教

師の雑務が多かっブとりなどの：不禾［1な事情のために，教師の努力は申等の児童

生徒や遅れた児童生徒の学習指導に手V・っぽいであることが晋通であった。

そのため，進んだ児篁生徒に対してじゅうぶんな学習指導がなされない傾向

が強V・○これはまた，攣級丈庫や学校図書館の不備，読書指導につV、ての薮

師の無理解などともからみ合って，教科書だけの読みの学習指導におわり，

いわゆる発展的な読みの学習指導にまで手がのびなかったことにも原因があ

った○

　（5）児童生徒の学習の実態の問題　　一斉指導の学習形態では個々の児童

生徒の学習の実態がとかく隠れてしまう。詞じ材料について岡じ口留が与え

られ，，岡じ指導を受けても，読みの学習は個々の児童生徒によってさまざま

な違いを示す○この違V・は，能力別グル・一・．プ指導の形態をとると，かなウあ
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らわになってくる。その結呆として，学習の効巣を着実に見きわめながら学

習指導を進める必要が痛感されるように：なった。

　（6）学習指導の技術の問題　　児童生徒の学習の実態がかなり明らかにな

ってくるにともなって，それに適した学習指導／）技術が教師の身につV、てく

るようになった。しかしその反面，教師が無計画にグループ編成をしてしま

うと，1～2週間目からそれぞれのグループに何をさせてよv・かがわからな

くなって，せっかくグルgeプに分けながら，実は…斉指導をしてV、るとV・う

例も現われた。これは，これまでの一般的な傾肉として，学習指導の技術に

つV・てのくわしV・研究を怠ってきただめである。学習指導の技術をゆたかに

知ってV・ないために，せっかくグルP・プに分けても指導を個別化していくご

とができなV、のである。

　（7｝形式化σ）問題　　能力別グループ心血の主要な目的は個入差に応じて

指導を個別化し，その必要からグループ編成が考えられてくるべきもので

ある。ところが，とかく能力別グ7V・一プ編成の理想的な型をV・きなり求め

たり，グループにする必要もないのにグループ編成をしたりする傾向もたぶ

んに残っている○これは，教師がこういう学習指導／）形態になれなV・ためと，

学習指導には唯一絶対の「型」がありそうだと考える傾向とから起ることで

ある。児董生徒の偶面差と共に教師の「個人差」に応じて現実的な学習指導

の型がきめられなければならなV・はすである○

　（8）教師がV・そがしV・という問題　　倉諺力別グループ指導を行うと，教師

が読みの材料をゆたかに用意したり，ワーク・ブックやワーク。シ・・一トを作

成したりするので，そうした用意に時聞をとられていそがしV・○こ．9！しはある

程度までやむを得なV・事実である。ただ新しい国語の学習指導では，教科書

だけを読めればそれ’でよV・とV・うのではなくなり，さまざまなものを広く読

ませなけれ，ばならなV・とV・う傾向になってきてV・る。ことに：，単元学習法を

取り入れるのであればなおさらである。したがって，この点のV・そがしさは，
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能力別グループ指導だけにつきまとうものではなV・とも蓄える。ただし，必

要竜ないのにプリントをつくってくばる傾向があるために，能力別グループ

指導はプリント学習だというような非難も現われてV・る。

’（9）実態調査の問題　　能力別グループ指導を計顧するには，あらかじめ

児童生徒についてさまざまな実態を必要とする。そのだめ，とう．した指導が

きわめてやっかbであるとの印象を与えた。しかし，これも，新しい国語教

育では，児童生徒の実態に屯とついて学習指導計画を立てなければならなV・

ことになってきたのであるから，特に能力別グルre一一プ指導だけの責任ではな

V・。むしろ，実態に即して学習指導計醸を立てようとすれば，学習指導の形

態も富然に能力別グループ編成になってV・くと考えるべきものであろう。

　（10）残された問題　　今後に残された問題としズは・たくさんのことが指

摘されよう。しかし特酔こ次のv・くつかの項目が重要であると思われる。

　　（i）学習指導の技術についての研究

　　（2）　程度7）尺度イヒさ列した震売む・資＊斗び）塾i瑳経

　　（3）一斉指導で可能な学習活動と能力別グルーープ指導でなければこまる

　　　　学習活動とについての研究

　　（4）グルPtプの学習の展開の研究

　　（5）実態調査の簡便な方法とその結果フ5効果iii勺な利消についての研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平井）
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学校における共通語

　　指導状態の調査

　　　　　　　　　　　A．調査の目的

　話しことばとしての共通語を学校で指導する場合，どんな方法によるのが

もっとも能率的であるかとV・うことを研究するため，その第一着手としてま

す各地域の学校における共通語指導の実態を調査しようとしたO

　　　　　　　　　　　B．調査の計画

　それにはいろV・うな方法が考えられるが・ユ950年度1τ鷺岡市で行った1司種

の調査方法を再検討した上，i翼行可能な方法として次のような暴をたてた。

　すなわち，

　（1）東京地区以外のV・わゆる方書地域の挙校を第1次の対象とする。

　（2）地域の選定はその地域の方言の性質（特に方音●アクセントの式0話

　　調など）を基準とする。

　（3）大都市醗小榔市。農村・出村などの地域性も考慮する○

　（4）調査方法としては授業参観・質問紙法・面接を併用する。

　（5）さしあたって關東および東北地方から着手する。

　　　　　　　　　　　C．調査の実施

　1951年7月から開始，1952年3月まで続けたが，笑際に協力を願った学校

は次のとおりである。

　　　　　（磁地）　　　（毅名）’　　嘱蹴そ歌数回の数）

　1　千葉県東葛飾郡布佐町　　布佐小学絞　　　　　　　　12
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　2　茨城県北相馬郡布川霞丁

・3　群馬漿邑楽郡西谷田村

　4　！i

　5　栃木県下都賀郡藤岡町

　6埼玉県北埼玉郡力噸町

　7福島県白河市

　8　1！

　9　f1
10仙台布

上認の1σ校のうち，

；布｝ll小挙校

西谷閏小学校

西谷田中学校

藤岡中学校

カロ須ノ」、学校

白河第一小学校

白河第三小学校

白河中央中学校

東北大学附属小学校

1
1
　
　
9
顔
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　　　　　　　　　　1－6までは別紙第1表の質問紙，7－10まではそれ

をさらに改訂した別紙第2表の質問紙によ1 ﾁて授業担当教官（申学校では国

語科緯当教官）の意見を求めるとともに，できるだけ多く実地授業を見学し，

見学後指導に当った教官と衝接して質疑応答を行った。

⊂第1衷〕

』下校における共通語（東京式話言葉）指導の実態

墜理霜矧　　一 調査年月日195珂E弓　国立国語研究’fi

学咬の折即吟 緻窟の出身地 府県　　市町村

掌　校　名1 俸職年数 か月

教　官　名i 随在校における勤続年釧 年 か月

　この調査は，蒙校でに必ず共通語を指導すべきだという立場から行5のではなく，

滋に一応現在の実状を館りたいためですから，そのおつもりでありのままの実状をお

答え下さるようお願い数します。

1・あなたは教官として学校で章漁勺に共通語の指導をしていますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3［L．．C、．る 2

していない 以前したことがあるが今はしていない1
｛

2．意識納に共通語の指導をしている場

　合には，

鼠．どの学年から指導しはじめますか。

3。現在別設共逓語の指i導をしていない

　場合には，

a，あなた自身は教室で共通語を使いま
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ほ；li｝綾灘目

b・教室で生徒に共逓語を必ず使わせま

　すか。

感ゲ勘二二せ活。漏引
C．共通語の指導をすることによって生

　徒の発言意欲に目立った障籍を認め

　ますか。

ド認める 2

いなφ認

d．指導は国語の時開渡けではなく，他

　の教科の時聞にも行いますか。

’臨の糊冊孫科嚇r隅i
e．親在指導上八難を感じていることが

　あったらその点を具材（的に慰いて下

　さい。
　　　　　　（別紙でも結構です）

f，あなたが試みて成功したと思われる

　，翼体的な指導法があったらその概要

　を聡いて下さい。

　　　　　　（別紙でも結構です）

すか。

1

必ず使5 2働塾3 gう遮もある／

b・あなた自身はもっぱら方雪を使いま

　すか。

Vas。ば三篠。た・轍か。た・｛

C・別段共通語の指導をしていないとと

　産生徒の学習指導の上1噸立ワた

　障害を与えていると愚い薮すか。

ユ

思う

2

思わない
i

d．燐段共通語の掘導をしていないのは

　どんな理由からですか。

1・窩分で共遡藷が使え．ないから。

2．生徒がすでに共通語を身につけてい

　ると，思うカ、ら。

3．共通語の実態がつかめないから。

4．日常生活語としての方奮を指導する

　方が大劉だと患うから。

5。地域の実状が共逓語を必要としない
　　と，思うカ』ら。

16．揃質しなくてもそのうち自然に使え
i・・う臆・と鰯から。
I

I7．指導しても効果がないと思うから。
チ

8・その他（その理由を蒼いて下さい）

〔第2表〕

　　　学校における共通語（東京式話二葉）指導につV・ての質問

　丁丁番号i　i　1952．3．　　　　　　1恥鴎研究所

学校矧　　　学校鰍官の育った土地（5－13才）i

数蜜割　　　　左官としての剰品数
　藍別年令i男女　　　才　錫晶晶における勤務年数　｝

1．学校で共遡語の指導をすることの必要を認めますか。

　　　　1．認める　　　　2．認めない　　　　3．わからない

た土地（5－13才）i 購 霧

の牽職年数　1 年 か点

ける二二数｝ 年 か月
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　　（理由）

2．学較で行う共通語の振導は効果があると思いますか。

　　　　Lあると思う　　　2．ないと思う　　　3．わからない

　　（理由）

3．鞭で共闘の才鱒をす靴とに対し℃，さまたげと泌よう藤清があり曾

　か。

　　　　　1。ある　　　　　　2．ない　　　　　　3．わからない

　　（さまたげとなる事情）

4．共通語の捲導を計画的に行っていますか。

　　　　　1．行っている　　　　　　　　　　2．行っていない

　　　（行っている指導謝画の大要）　　　　　（行っていない理由）

5。共通語の指導は何学年頃からはじめたら最も勘果があると思いますか。

　　　　　1年　　　　　　　．4年　　　　　　　7年

　　　　　2年　　　　　　　5年　　　　　　　8年

　　　　・3年　　　　　　　6年　　　　　　　9年
　　（理由）

6洪瀦の鱒璽る臨旙押脚：些こ饗璽豊烈＿
　　　学、年できるできない　わ壁■，と，は，

　　　　2
　　　　3
　　　　4
　　　　5

6
7”

g’

9

あてはまる

欄に○印を

つけてくだ

さい。

7，共通語の指導を行5ことによって生徒の発言意欲に障害が起りますか。

学　年

　1
　2

3

起　　る 起らない わからない
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4
5’

6

7

8
皿
9

f

1

8．指導する際，一番共溢藷化するのに函難なのはどんな点ですか。

9．共通語の指導法で，成功した経験または失敗した経験があり書すか。

　　（成功した具体例）　　　　　　　　　　（集敗した異体鯛）

10．共通語指導の問題に闘して中央の研究機序や行激機賜に希望したいことがありま

　・すか。

　　　　　1．ある　　　　　　　2。ない

　　　C希望したいことがら）

　　　　　　　　　　　　D．結　　　　　果

　第1年度としては予備調査程度で満足せざるを得なV・事情にあったため，

舞柏拠理をほどこすほどの数に達してV・ないが，全般的に次のような傾向

力ま見られ’たO

　A。第1表の質問に対する回答：

　　（i）意識的に共通語の指導をしてbる。

　　（2）a．小学校1年から指導しはじめる。

　　　　b．教室では生徒に共通語を必ず使わせる。’

　　　　c．共通語の指導をしても，生徒の発轡意欲に目立った障害を認め

　　　　　　ない。

　　　　d．指導は国語の時間だけでなく，他の教科の時間にも行う。’

　　　　e．指導上現在困難を感じてV・るのは，

　　　　　（i）家庭が無開心であり，非協力的である。

　　　　　（ii）1教官自；身が共逓語使用に趨僑をもっていないo
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　　　£試みて成功したと思われる具体的な指導法iよあまりないo

B．第2表の質聞に対する圖答：

　（1）挙校で共通語の指導をする必要を認める。

　（2）学校で行う共通語の指導は効果がある。

　（3）共通語の指導をするのにさまたげとな1ることは，

　　　a．家庭が無関心であり非協力的であ．る。

　　　b。教官自：身が共通語陵用に自信がない。

　　　c．学校全体が一致して指導にあたらなV・o

　（4）　共通語の指導は計画的に行っている○

　（5）共通語の指導は小学校1年からはじめるのが一番効果があると思

　　　う。

　（6）共通語の指導をする際に，方言を全然まぜすに指導できるのは，

　　　小学校2年または4年からというのがi多V・が，教官に：よってまちま

　　　ちで一致しだ傾向はなV・o

　（7）共通語の指導を行っても生徒の発雷意欲に障害が趨らなくなるの

　　　は小学校4年生ごろからと思う。

　（8）共通語指導をする際，…一一番共通語化しにくv・点をあげると次のよ

　　　うである。

　　　a．音韻

　　　b，　アクセント

　　　c。絡助詞・聞投助詞

　　　d．話調

　（9）指導法で成功した経験はあまi　rs　V・6

　（10）中央の研究機闘などに歩み允v・のは次のようなことである6

　　　a．共通語の全貌を簡明に解説した資料の発行

　　　b．共通語の具体的指導法の明示
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　　　C．アクセント表その他

　　　d．共通語指導法講習会の開催

C．授業参観および教官との薩接：

　（1）絡戦後，共通語指導に力をいれてV・なかったため，全般的に進歩

　　　のあとカミ見ら穿しなV・○

　（2）教官の共通語に対する知識が不ナ分である。

　（3）聞くこと話すことの指導目標とその方法が確立していない。

　（4）共通語の指導はしなければならぬとは思っているが，よV・方法が

　　　見出せぬために，なりゆきまかせになっている。

　（5）　教官自身’が共通語を使V・こなす自信がなV・允め，積極的な指導が

　　　行えなv・。

附 早老

　この調査は2年計画で行う予定であったが，いろV・うな事情のため第i年

度だけで一応打切り，次の機会を待つこととなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上甲）
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国語の学力標準設定に関する

　　調　　査　　研　　究

　　　　　　　　　　A．研究の目的と内容

現代の教育課程がめがけてV・る国語の諸能力のうち，便宜上，

　　（1）　聞く力　　　　　（2）　話すカ　　　　　（3）読む力

　　（4）書くカ　　．　　（5）漢字の力　　　（6）語彙の力

　　（7）丈法の力　　　　（8）薬学鑑賞の力

を取りあげ，この八つの力が各学年各段階においてどのくらV・のものである

かを調査研究しようとする。また，特にその調査の方法そのものを確定しよ

うとする。

　　　　　　　　　　B．前年度までの研究

　この研究は昭和24年度に開始し，はじめは読む力すなわち読解力の標準テ

スト問題作成に闘する墓礎的研究をした。特に，

　（1）文章を読解したとv・うのはどうv・うeとか，検査されるのにどういう

　　　力か

　（2）テストの材料となる文章はどこから選ぶか

　（3）その丈章にどのような設問をして，その問題を構成するか

　（4）小学校1年から高等学校3年までの12年間をどのように区切るか，問

　　　題の数はどのくらV・が適当か

の四つの問題を立てて，テストも2回行った。

　昭和25年度においては語彙の力のテストの方法を取りあげて，

　（1）語彙を知ってV・るというのはどうV・うことか
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　（2）どこから，どのようにして検査語彙を選ぶか

　（3）いわゆる語藁尺度を設定するに：はどうしたらよいか

の四つの問題を立て，ユ年～3年，4年～6年，7年～9年，ユ0年～！2年の

4段階につV・て，それぞれ200語ばかりの検査語彙を選び出し℃実際にテス

トをしてみた◎

　　　　　　　　　　C．本年度の研究と担当者

　本年度の当初の研究企画では，

　（1）文章読解力に下する問題作威と実施と処理

　（2）文挙鑑賞力はどのようにしてテストされるか

　（3）文法能力はどのようにしてテストされるか

の三つをめがけた。しかし，途中，昭和26年8月末にいだつて，三部省調査

課の黒髪・社会・理科・母数の4科を中心とする学力水準調査に全薗白勺に協

力することになり，広く国語の学力全般につV・て問題を作成し，実施し，処

理する機会を与えられた。が，厳密に考えれば，それだけ速成で，不十分で

ある。また（2）（3）に関してはその国別に取りあげたがその一一・99分をなし得

たに過ぎなかった。

　本年度この調査にしたがった所員は輿水実，高橋一夫，芦沢節の3名であ

り，間題作成等に関しては特に次の諸氏の協力を得た。

　小見由榮一一氏（東京教育大学）　　　　鳥山　榛名氏（幽梨大学）

　沖山　光氏（文部省初等教育課）　　増田　三良氏（東京都神谷小学校）

購駄蜥（蕊欝龍融　馬場醐氏（轍購鞠鞠）
　倉沢　榮吉氏‘東京都教育委員会指導部）

D．本年度実施の概要

4月～8月は昭和21年度の読解力検査の域果にもとづv・て検査問題作成の
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わくづけをし，一応の結論を得た6

　9月～ユ月は，丈部雀調査課の学力水準調査に協力し，，国語学力の三二に

わたって問題を作成し，予備テXトを2回行った上で，本テストの二二を完

成した。これはこの濡鼠委員会によって関東地方の各都県に実施された。な

おこの際は特に，国立教育研究所の島津一夫所員の協力を得た0

　1月～3月は，東京成覆学園中学校および武蔵野市立第三中学校の協力を

得て，：交攣鑑賞力・文法能力を中心とするややくわしV・検査を実施しkO

E．本年度研究の成果

1．概　観

本年度素面の成果は，概観して三つに分けられる○それは，

（1）丈章読解力テスト問題の作成に開するわくづけを得たこと

（2）国語の学力テストを全国的に実施する場合に，どんな力をどのように

テストすればよv・かにつv・て，一応の試案を得たこと

（3）文学鑑賞力および文法能力のテスbの方法に関して多少はっきりして

来たこと

である。以下その三つにつv・て少し．述べる～二とにする0

2．：文章読解カテス｝問題の作成に関して注意すべきこと

（1）文章の選び方一これにはます現在の教育課程で読解を：要求されてい

る文章は何かとbう，いわゆるスコPプ（範囲）を決定し，それにしたが

って，児童・生徒の丈章経験はどのように発達するかとV・う，V・わゆるシー

クェンス（段階）を決定しなければならなV・o

（2）設問のしかfe－tRZvaつV・ては，詩なり，随筆なり，物語なり，さ

らに論文な勢，報蓮なりによって，それぞれちがっだ理解の形式があるわ

けであるから，丈章の本質に即し’た設問をしなければならなV・。まとめて

いえば，文学的文章につV・ては，情景，人物，主題，構想，叙述，作者の心持等
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を問うべきであり，教養的丈章につV・ては，事柄要点，大意帰結，筋等を

問うべきであ！，生活的丈章については，事柄，要点，用件，大要，作者のIl（

三等を問うべきである0

3．国語σ）学力検査を広く実施する場合に，どんな力をどのようにテスト

すればよV・か

（1）客観考査法で検査し得る国語の学カー国語の学力検査を広く実施し

ようとすれば，どうしても，融点方法が客観的で簡単なものでなければな

らなV・。学力水準調査に参加するにつV・て「客観考査法による国魂の学力

検査iの項目と方法」に：つV・て特に吟妬してみた。

客観考査法による国語学力検査の項目と．：方法

　〔項　頃〕　　　　　　　　　〔方　　　法〕

濁きとり龍門　　直言の話あるいはレコードを聴液させてから，その要点や大

　　意などを問う。（質問は紙に二丁）

話しことばの鑑賞　　Vコ・・ドなどにより，同一・の話題につき，よい話しぶり

　　　と悪い話しぶりとを聞かせてよい方を選ばせる。（答案は紙に二霧かせる）

話しかたおよび話しことばの知識　　あいさつのしかた，紹介のしかた，会話

　　　のしかた，あるいは会議のしかた，討論のしかた等について，それを書

　　　き写したものを読ませることによって，話しかたの作法や話しことばの

　　　正不正等についての態度と知識をためす。

文章の読解能力　　（a）文学的文章の文意把握　（b）科学的交声の要点把握あ

　　　るいは大意把握　（C）実用的文章の球脚把握

文童構威能力　　（a）単語を与えて短い丈章を作らせる。（b）条件を定めてそ

　　　の条件を満たす実用的な：交響（広告。掲添等）を醤かせる。　（C）序章の

　　　欠けているところに婁きこませる。

作文の推蔽能力　　子どもの作文の三三について，いくつか例をあげておいて，

　　　よいのを選択させる。

擦きかたの知識　　（a）手紙等について，その作法に合ッていないものを出し

　　　て訂正させる。（b）届書その他の書式について選択法や訂正法でためす。

文法知識　　（a）交法体系そのものの知識を間う。（b）丈法的正誤および語感

　　　をためす。（c）表記法

語の知識。理解　　（a）正しい定蓑の選択　（b）辞講の中からその場に合フた

　　　解釈を見出さぜる。（c）発成法でヌニ章のなかに入れさせる。
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　瑛字の知識・理解　　（a）釜1動く再生法）　（b）書きかたの正しいのを選択さ

　　　　せる。（c）読みがなをつける。（d）読みかたの正しいものを選択させる。

（2）丈部省調査課の学力水準調査iに協力して行った国語の挙カー学力水

準調査は，関東地方を，大都市，中都市，小都市，地方都市，村落農村の五つ

の層に分けて，小学校39校（5年生，1705名）中学校40校（2年生，1770

名）について調i賊した。その第1次テストにおける問題構成は次のように

なってbる。（67，68ページ）本テストの間題は，これ’をもとにして，さら

に第2次テスbをして，その結果によって多少の修正を加えたものである

が，その内容は別に報告するtとになってV・るから，ここには省略するっ

（なお一，との学力水準調査σ）隔題作域には，：文部訪中簿教育謙藤井儒男氏，

同初等教育課篠原利逸文，圃国語科白石大二氏，同調査課原田種雄氏，東

京都教育委員会指導部安藤新太部立か協力され，灘譜研究所からは，上記

　3名の担当所員のほか，岩淵悦太郎，手井轟夫が参加した。）

4．丈学鑑賞力および丈法螺力テスト

（1）聞題の所在一文学鑑賞力の本質は理解とはちがっf（，もっと直接的。

・全体的なもので，これをテストするには好ききらいをみる以外にないと言

われるが，果してそうであろうかGよv・作品を好む者がよい鑑賞力を持つ

考であり，悪い作品を好む者は劣った鑑賞力を持つ者であろうか○そうし

た好ききらV・と内容σ）理解とはどんな開係にあるか。また，従来の鑑賞力

考査で用いられた「感想を書け」とV・う方法は，今購の客観考査法とくら

べて，どこに優劣があるか。それから，丈学鑑賞力の進んでいる者は課外

の読書に習熟してV・る者かどうか。また，それは文章ii売解力（科学的・生

活的な文の読解力）とどんな関係にあるか。

　　文法能力については，正しい語感を持つことが根本と考えられるが，そ

れと学校で教授する体系的な文法知識とはどういう関係にあるか。さらに

　そうした宮山能力と一般読解力および文学鑑賞力との開係はどうであるか

（2）以上の諸問題を解くために，次に掲げるような問題を作成し，中学校

　2校（2年生，A校83名，　B校57名）についてテストを実：施したQ
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　　　　　　　　　　　　　玄挙鑑賞カテストAノ醐

　次の俳句をよんで，蒋に，おもしろい表魂と恩われる部分のt“Xtcz一一線をひき，そ

の理由を欝i単にかきなさい。

　　　　　　　す
　　　　田を鋤くや鋤かぬ田へ田へ鳩下りる

　　　　さじ　　　　わらべ
　　　　　趣なめて：童たのしも夏氷

　　　　　　　　　　　　　　しい蔚訟き
　　　　　私空を二つに断てり椎大樹

　　　　　　つぶ
　　　　　大粒な星吹き飛ばす野分かな

　　　　　　　　　　　　震学総賞カテストAノニ

次の歌を読んで，山塞を書きなさい。

　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　いそ　　　　　あり
　　　　砂原と空と霧り合ふ九十九里の磯浄く入ら蝶のごとし竜

　（注。九一1一九里は埋名で，千：漿県にある海辺，九十九里浜U：）こと）

　　　　　　　　　　　　災：学鑑賞カテストAノ蕊　　、

次の詩をよんで，その感想を（四治字ぐらい）かきなさい。

きっぱりと冬が来た

やつでの白い花も消え
いちよ　う　　　　　lftうき　　　　　　

＿

公孫樹の木も翁箏になった

　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
きりきりと屯み込むような冬が来た

人にいやがられる冬

草木にそむかれ，虫類に逃げられる冬が来た

冬よ

ぼくに．来い，ぼくに來い
　　　　　　　　　　　　えじ匙
ぼくは冬の力，冬はぼくの餌食だ

しみとおれ，つきぬけ

火事を出せ，雪で麗めろ
はもの

二物のような冬が来たo



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71

　　　　　　　　　　　　　度学鑑賞カテストAノ四

　次の丈を読んで，感じるところを書きなさい。

　　　　　みち　　　　　　と　　こ
坂になった路の土が，砥の粉のようにか27u・ている。さびしい山間の町だから，．路

　いしころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

には石塊も少なくない，両側に嫁古いこけらぶきの家が，ひっそりと日光を浴びてい

る。

　　　　ふ7ヒリ
　ぼくら二入の申学生は，その路をせかせか上って行った。すると赤ん坊を背負った
　　　ひとり
少女が一人ン濃い影を足もとに落しながら静がに坂をくだワて来た。少女は抽のまく
　　　　　　　　ふき
れた手に，茎の長い蕗をかざしている。何のためかと思ったら，それは真夏のE光が，

すやすや寝入った赤ん坊の顔へ，当らぬための蕗であった。ぼくら＝：人はすft，　Il，SXう瞬

に，そっと微笑を交換した。が，少女はそれも知らないように，やeまり静かに通むす
　　　　　　　　　　　　　　　勲およフ
ぎた。かすかにほお力鞍に焼けた，大1寒：1の顔だちの少女である。その顔がいまだにど

うかすると，はりきり記憶に浮かぶ事がある。

　　　　　　　　　　　　　丈挙鑑：欝カテストBノー

次のそれぞれの俳旬について，下に醤いた感じのあらわれているものがあったら，

（　）の中に一つだけその記号を書き入れなさい。

　　　　葛ぐれん
大空に木蓮の花のゆらぐかな
　　　　　　　　　　　　f）　IJ
夏川を越すうれしさよ手に：草腹
　　　　　　　か　　　　　ljぐぎょ
たたかれて昼の蚊を吐く木魚かな
　　　　　　　たかね
湖をとりまく秋の高嶺かな
　　　　わらべ
さじなめて鍍たのしも夏氷
　　　　　　　　　ぐじやく
春風に毘をひるげたる子し髭かな

（
（
（
（
（
（

イ
ロ
ハ
ニ
ホ
ヘ
ト
チ
リ

）
）
）
）
）
）

湾澄（S－th9す’カミしい）

獄慰（ようtび）

優美（うつくしL、）

滑潜（おかしみ）

軽決（かるやか）

無常（はかない）

i華麗（はなやか）

偉大（おおきい）

可憐（かわいらしい）

　　　　　　　　　　　　　曳学鑑彊：カテストBノ漏

　次の俳旬はどんな憶景をよんだものでしょ5か。次の5ちいちばんよいと思うもの

の上に○をつけなさN，N。

　つぶ
大粒な星吹き飛ばす野分かな

1すさまじい風雨になって来た。今まで輝いていた大きな星も姿を消して，あたり

　はまワくらやみとなった。

2すさまじい風が熱いている。夜空1こ輝いている大きな星を吹きとばすほどの強い

風である。



，it2

3夜室は澄んですさまじい風が吹いている。と，大きな星が流れた。まるでこの強

い風が星を吹きとばしたようだ。

　　　　　　　　　　　　3建学鑑蟹iカテストBノニヨ1

次の和歌をよんで，あとの問に答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　いそ　　　　　　あ’9
砂原と笙と寄り合ふ九十九里の磯行く入ら蟻Z）ごとしも

　　（注●九十九里は地鑑で，千葉県にある海辺，九十九里浜のこ、と）

　この和歌を鑑賞したものとして，次の四つのうちからもっとも適当と思われるもの

を一つえらび，○をつけなさい。

d
1
2
3

一

4

二　この歌の調子として，次の三つのうちどれがもっと菟あっていますか，

　思5ものを一つだけえらんで○をつけなさい。　　　　　　，

　　1　ゆるやかである　2　のんびりしている　3　ひきしまっている

憂の九十九塁浜の海水浴の様子がよく出ている。

遠くの方から九十九塁浜を歩く入を眺めた感じがよく表現されている。

：大空と砂浜が一つになってみえる，広々としてはてしない，九十九里浜の

壮大な自然の景がよく歌いあげられている。

大自然に比べると，人間ほあまbにも小さい生き物であるとい5気持がよ

くとらえられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいと

　　　　　　　　　　　　　曳挙鑑賞カテ：ストBノ四

次の職歌をよんでそれぞれどんな感じがしますか，　下にあげたことばの中から合5

ものをえらんで，それぞれの激の下の（）の中に，その記号を書き入れなさい。

遠き樹の上なる雲とわが胸とたまたまあひぬ静かなる臼や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はるさめ
くれないのこ尺伸びたるばらの芽の針やはらかに春雨の降る
　　　　　　　　　　　つま
たそがれのみかんをむきし爪さきの黄なるかをりに母をおもへり

弟のねざまなほしてたらちねは融きランプを消さむとすなb

　（瀧・たらちね一一母，おやのこと）

　　　イ，さびしい

　　　ロ，すがすがしい

　　　ハ，やすらかだ

　　　二，つめたい

　　　ホ，ありがたい

　　　＾，なつかしい

（
（
（
（

）
）
）
）

交学鑑賞力テストBノ盃



73

ぎつばりと冬が来た

やつでの白い花亀消え
いちよフ　　　　　ほう者

公孫樹の木も瀞になった

i

きりきりともみ込むような冬が来た

人にいやがられる冬

草木にそむかれ，虫類に逃げられる冬が来た

冬よ

ぼくに来い，ぼくに来い
　　　　　　　　　　　えじき
ぼくは冬のカ，冬はぼくの餌食だ

しみとおれ，つきぬけ

火事を出せ　雪で埋めろ
はむの

匁物のよ5な冬が来た。

この詩をよんで，次のそれぞれの閲のあっているものの上に○をつけなさい。

一作者はどんな気持でこの詩を5たっていますか。

　1　入にはきらわれるが，山分は簡素で，力強い冬の来たのがうれしい。

　2　木の葉は落ち，虫はいなくなり，寒くて冬はみなにいやがられる季節だ。

　3冬はみなにいやがられるので・せめて醗がぎせいになってやろう。

　4　どうせきらわれついでに冬の挙節よ思う出力あばれよ。

＝　この詩はどんなふ5に歌われていますか。

1
2
3
4

回議的に

象徴的に

現実的に

空想的に

　　　　　　　　丈挙鑑欝：カテストBノ六

　　　　教室

忘れ屯のをとりにいった

しずかになっている教室。

ちよワと

友の席にさわワた。

ついでに

：先生の庸に

さわワて見た。
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いつまでもいたかった教窒。　，

　この詩をよんで一の所は，どんな気持をあらわしていますか。

i次のうち，あっているものの上に○をつけなさい。

　イ，どこに忘れたか思い出せないので，方kさがそうと思って，

　V，なんとなく：友：だちや先生が、、・ない席がなつかしかったから，

　ハ，さがしものをするのに，人の魔にあまり手をつけて1識・けないと患って，

．二，いつ亀は先生の庸なんかさわれないので，

　　　　　　　　　　　　曳学鑑蜜力テストBノセ

次の丈を読んで，i突のそれぞれの問のよいと愚うものの上に○をつけなさい。

　　　　　　みち　　　　　と　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんかん
　坂になった路の土が，砥の粉のようにかわいて、、・る。さびしいぬ聞の町だから，路
　いしころ
には石塊も少なくない。爾側には古いこけらぶきの家が，ひっそりと日光を浴びてい

る。

　　　　ふれり
　ぼくら二入の巾学生は，その路をせかせか上って行った。すると赤ん坊を背負った
　　　ひとり
少女が一人，濃い影を足もとに落しながら静かに坂を下って来た。少女は袖のまくれ
　　　　　　　ふき
た手に，茎の長い蕗をかざしている。何のためかと思ったら，それは真夏の日光が，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふき
すやすや寝入った赤ん笏の顔～当らぬための蕗であった。埋腋毫端四望購う1壁

に，そっと微笑を交換した。が，少女はそれも知らないよう1こ，やはり静かに通りす

　　　　　　　　　　　　　　　ゑアおよフ
ぎた。かすかにほお力畑に焼けた，大様の顔だちの少女である。その顔がいまだにど

5かすると，はっきり記憶に潭がボ事がある。

一　この交に題をつけるとすれば次のどれがよいですか。

　イ，少女の顔

　Pt　）蕗

　ハ，夏の思い出

　轟，坂の道

＝　　　　線の，ご入が微笑を交換した気持は，

　イ，蕗をかさのかわりにしたのがおかしいと思って

　cr、蕗なんかでよけても，何の役にも立たないと思って

　ハ，少女の顔が日に焼けていておかしかったので

　：，少女のこの思つきをゆかしいと思って

　　　　　　　　　　　　蜜1学鑑賞カテストBノ八

次の物語を読んで，下の問に答えて下さい。

　　　　今までのあらすじ

イスパ＝やから，イタリアのジェノアに向かって航行している船の中に，野獣のX
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　ナ器ど
うな鋭い，くらい宮つきをした十一になる少年が乗っていました。かれは小さい時親

　　　みせ闇のし　　　　　　　　　　　　　・ぎゃぐ艶い
たちに見世物師に売りつけられ，さんざん虐待されたので，親のもとを逃げ出し，保

護されて，親もとへ送り帰されるところだったのです。
rπま蓄ず

　生疵だらけで弱りこんでいるかれを眺めて，中には話しかける人もいましたが，激

い闘いためつけられてひがんでいるかれは返事もしません。ところが，三入つれの外

国の　客がしつこくたずねて，とうとう身の上話をさせ，岡情とお酒をのんだこきげ
　　　　　　　　　　　　　　　ぜに
んから，からかいながらかれに小銭をやりました。それを見た他の婦入たちも，みえ

の気持が手伝って，もっと多くのお金を少年に与えました。

　少年は，はじめて，喜びの色を浮かべ，小さい声で，お糺をいって，お金をポケッ

トに入れ，磨分の寝台にのぼり，カーテンを引いて，静かに横になって，いろいろと

考えました。』

　このお金があれば，船の中でおいしい物を買って，二年の間うえ通していた腹を肥

やすこともii来ようし・・ジェノアに爽黙し顔ら・すぐにジャケツを買って・ぼろぼろ

の服をぬぎすてること屯できようし，また，家へこれを持っていけば，父や母から，一・
ぶん

丈なしで帰ったらきまってひどい自にあわされるだろうけれど，それよりはいくらか

人間らしく迎えられることもできようしと。これだけのお金は，かれにとっては一か

どの財産でありましたから，寝台のカーテンのうしろで，こんなことを考えながら，ひ

とりで心を慰めていました。

　ところが，その蒔，さっきの董人の旅客は，二等室の食卓のまわりに坐って，しゃ

べっていました。三人は漉を飲みながら，自分たちの旅のことや，見て来た国々のこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとり
とやを論じ含っていましたが，話は次第に移ってイタリアのことになりました。一人

が宿屋の不言を言いはじめると，．「入は汽車の悪目を雷い蜜した。

　そのうちに，だんだん黙して来て，かれらはみんなで何もかも悪く言いはじめまし

た。一入が，いっそラットランドへ旅をした方がましだといえば，もう一入はイタリ
　　　かた
アには騙りと追いはぎとがいるばかりだと言いました。三入目の男は，イタリアの女

は字の読み方さえ知らないと言いました。「無知の国画だ。」と最初のひとりカ§くり返

しました。「きたない国民だ。」と第二の者がっけ舶えました。「どう’”」と三入目が，

rどろぼうだ。」　と言おうとして言いかけましたが，そのことばを言い終らなかったう

ちに，銅貨や銀貨の雨がかれらの頭や肩の上に落ちて来て，おそろしい音をたてて，
　　　　　ゆか
テーブルや床の上をはねまわりました。三入の者はむっとしながらとび上って見上げ

ました。と，そのひょうしに，またもやひとつかみの銅貨がばらばらとかれらの顔に

あたりました。

　「こんな銭なんか持って行きゃがれ。」と，少年は頭を寝台のカーテンの聞に突き出

しながら・軽蔑するように言いました。

　「　　　　　　　　　　　　　。」

一一・・ @£　曇」のところで，最後に少年がいッたことばは，どんなことばだワたと患
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い齢すか。次のうちよいと思うものの上に○をつけなさい。

イ，

口，

ノ、，

二，

　　　　　　　　　　　　やつ
rひとの国の悪口つくような奴らからだれがもらうものか。」

「やかましい。うるさくてやすめないじゃないか。」

「おれの悪口をいうような奴の銭なんか，いらないや。」

rおれの服がきたなくたって，しょうがないじゃないか。」

ご　少年め行為をどう思いますか。よいと思うもの一つに○をつけなさい。

　■，かっとなって怒ると折角の運をとりにがしてしまうものだ。

　ロ，小さい時｝こいためつけられた心はなかなかなおらない。

　ハ，こんな少年の心の申に竜国を思う気持がある。

　：tたとえ自分の悪Pを言われてもじっとこらえているものだ。

　　　　　　　　　　　　　交学鑑艦カテストBノ：九

　　　　　今までのあらまし
　　の
　時之助という少年が友達と遊びに行って，夕方，遅くなって亀帰ッて来ない。いっ

しょに行った友だちはもう家に煽っているという。そこで母は，わが子に何か聞違㍉・

が起ったのではないかとひとわで気をもんでいる。父や：女申のお光が比較的平静でい

るのにいたたまれなくなって，途中まで迎えに出でみる。』

　母親は「もしか」という場合をいろいろに想像して，胸の痛くなるほど心配して待
　　　　　　　　　ぱづ「い匙，　ふカ
ワていると，まもなく蓮池の辺に小さな影が見え出した。だんだん近づいて来るのを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そら
見ると，墨之助らしい。けれどももしか，また，　よその子かも知れぬと心も空に見つ
　　　　　つむざお　　　　　　　　　　　びく
めていると，釣竿を肩にして左に魚蠣をさげ，小声で唱歌を歌いながら来るのは正し

く員寺之助である。

　　　　　　　　　　　　　　　せつな
「時じゃありませんか。」という一刹那，悲しみ変じて毒びとなる。

「やあ，おかあさん，そこで何をしているのです。」・

「まあこの子は。何をしているどころじゃありません。おまえこそこんなに遅くまで

何をしていたのです。」という時喜び変じて怒りとなる。

「釣っていました。きょうはたくさん釣れましたよ。」
　　　　　　　　　　つ　り
「竜うこれから決して釣魚にはやりません。」

「なぜ。」

「なぜもないもんです。さゲさと，お帰りなさい。」
　　　　　　章　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐちぶえ

と，母親は安心して先へ立ち歩めば時之助は平気なもの，口笛を吹きながら続く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふたり
　さすがにいくらか心配になワていたと見えて，父親は玄蘭先に立っていたが，二入

の姿の門内に現：われるや，

「帰った，帰った。」とにこにこする。

「まああなた，どうでしょう。居残って釣ッていたのですって，あきれた子じゃあり

ませんか。」

「蒋，おまえがあん意り遅いので，おかあさんが大変心配していたよ。」と父親から言
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われても，それ｝こは答えず，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いどげた
「きょうはたくさん釣れましたよ。今，見せます。」と言い捨てて裏へ圓り，井戸端

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふた
で足を洗って，魚籠をさげたまま座敷へはいり，ランプの下で魚籠の藍をとり，

「そら，こんなに釣れました。」

「どれどれ。」と，父親はのぞきこんで，
　　　　　　　　　　　　　　　りよう
rなるほど，これはお前にしては大漁だ。」と感心する。

「ずいぶん大きなのいますよ。見せましよう。jと台断へとんで行き，
みつ

「光（女中の名），すりばちをおくれ。」

お光はすりばちを渡しながら，

「たいへん遅うございましたことねえ。」

「だまれ。」とすりばちをふんだくり，ざしきにとんで帰ワて，びくをあけると，大小
　　　　ふゆ
四五十匹の鮒が銀光を放って，ぞろぞろと出て来る。

「ねえ，おとうさん，これなぞずいぶん大きいでしょうお

「なるほどこれは大きい。」

「何になります。そんなものを十匹や五匹釣って来て。ほんとに入に心配ばかりかけ

て。」と先程から父親がやさしく言うほど，しゃくにさわワていた愚はどなりつける。

「ほうだ。」と時之助はうれしそ5に鮒を眺めながらいう。

「何が『ほ5』です。」と母親はにらみつける。

「だって，おかあさんの国じゃこれが五匹か十匹でも，臼本の国では四十九匹ですか

らね。」

「百匹でも五匹でも，そんなものは同じことです，生意気を嘗う。」

「でもこいつのような：大きい鮒はおかあさん見たことがないでしょう。」と鮒の尾をつ

玄んでぶらさげて見せる。　　　　　　　　墜

「何が大きいものですか。鼻の申にでもはいりそうなものがなんになります。」

「ほうだ。」

「何が『ほう』です。」

「だっておかあさんの鼻はずいぶん大きんですねえ。」

「なぜです」

1だってこの鮒が轟の申にはいるんですもの。」

と平気でいうのを聞いて父親は思わずくすくすと笑った。

「まあ，この子は，この子は。」と母親は口惜しいので泣くのか，おかしいので笑うの

か，鼠には涙，口元は笑み，あきれ返ッてあとめ雷葉が出ない。

　この作晶を読んで，次のそれぞれの問の，最もよいと思うもの一つに○をつけなさ

い。

　一　この母親はどんな性格の人と思いますか“

　　イ　怒りウぽい
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　口　やさしくて涙もろい

　ハ　少し勝気だが，やさしい。

　二　心配性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しか　ぞ
二　「何になります，そんなものを十匹や……」と，時之助を叱りつけた時の，母

　親の気持は，

　イ，釣りをしたことがないから，釣りの喜びに理解がないので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　偽父親があまりあまやかすので，子供がいい気になって，これからも遅くまで

　　　帰らなくては困るので　　　　　　　，

　ハ，あれほど，自分を心配させたのに，時之助が悪いと思ワて，おわびしないの

　　　で

　二，あれほど心配して待っていたのに，子供も父も魚に夢中で，自分だけ．ひとり

　　　とりのけられた気持になったので，

三作者はここで，何を書こうとしたのだと思い象すb’e’

　イ，子を思5母親の一つの三景

　ロ，おもしろい親子の会話，

　ハ，親に心配をかけてはいけ’ない。

　二，子供はだんだん大きくなると親のいう事をきかなくなる。

　　　　　　　　　　　　　1交野欝欝力テストCノー

次の二つの俳句を読んで，質問に答えなさい。　　．

　　しず　　　　　　　　　　　　　　　せみ

一　閑けさや　岩にしみ入る蝉の声
　　つゆ　みき
二　露の幹　静かに蝉の附きおり

（一）どちらの俳旬が好きですか。好きな句の上に○をつけなさい。

（ご）それはど5してですか。次のうちからごつえらんでOをつけなさい。

　　イ，奥深い感じがするから

　　ロ，小さな情景をたくみに猫いているから

　　ハ，さびしい感じがよく出ているから

　　晶，ふと見つけた情景をよくとらえてあるから

　　　　　　　　　　　　　丈副尺欝力テストCノニ
釣りについて書いた次の二つあ文を読んで，次の質問に啓えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さお
（一）「グ・グウ・」と趣がもぐ・た・．と思う軸なく・．竿博のこあよいしびれ

が伝わってきた。でかいそと思い，ぼくは手もとを注意して一気に竿をあげた。三關

半（六メPトル余り）の竿の先はまるで弓みたいにしなう。「バシヤッ」といって竿は
　　　’　　　　　りん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はず　しゅんかん

あがワた。おどる銀鱗，張り切る糸，引き寄せる動作，手にとり針を外す瞬聞。隻に
　　　いっとぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から

不安な一時である。針を外し，ゆワくりえものを見るひまもなく，空ワぼのびくの中
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に押しこんだ。「ほっ」と丸太のよ5な患が禺る。やっと安心したぼくは，急にカーぼ

いどなりたくなった。さっきから釣り落しどおしで，いらいらしていた気持もふッと
　　　　　　　　　　　　　　　　　どて
んだ。針にえさをつける。ぼくは急いで土堤にかけ上った。

　夏の空は，あくまで青く澄み，山の向こうの海を運想させる。

「おうい。」

　：ヵいつばいぼくは叫んだ。その声は小川をこえ，畑をこえて，山のふところへ吸い

　こまれていった。そばにどまっていたらしいヤンマは，その声に驚いたのだろう，

　飛んでいった。

　　　　　　さv・　．　　　　　　　　　　　　すみだ
（⇒　5しろの犀川は水の美しい，東京の隅剛llほどの幅のある川であった。，私はよ

　　　　　　　　　　あゆ
　く川原へ出て行ワて，鮎釣りなどをしたものであウた。毎年六月の若葉がやや暗み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼう
　を帯び，山・々の姿が汗水の繁茂するにしたがってどことなく艶々としてふくれてく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さゆり
　るころ，近くの村落からきゅうり売りのやってくるころには，小さな瀬や，砂利で
　　　　　　　　　　　　　　　　、　、　、　　　　　さあゆ
　ひたした瀬がしらに，背中に黒い吾まくろのある若鮎が上って来た。
　　　　　　　がん
　　若鮎穗，秋の雁のよ5に正しく，かわいげな行列をつくvて上って来るのが例に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びんかんひょうかん
　なっていた。わずかな入声が水の上に落ちても，この敏感な漂惇な魚は，花の散る

　ように列を乱すものであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴぐ
　　私ぽこの国の少年がみなやるように，小さな魚難を腰に結んで，いく本も結びつ

　けた毛針を上流から下流へと，たえまなく流したりしていた。鮎ほよく釣れた。小
　　　やつ
　さな奴がかかっては竿の尖端が神経的にぴりぴり震えた。その震えが手さきまで伝

　わると，今縫はあまりの喜ばしさに心が躍るのであった。

　　瀬はたえずざあざあ一と流れて，美しい瀬波の高まりを私たち釣入の目に注が

　す。そこへ毛鐸を流すと，あの小さい奴が二面まで飛び上って，毛針に群れるので

　あった。ことに臼の暮れになるとよく釣れた。水の上が；暮れ残った空の闘かりにや

　ウと見わけることのできるころ，私はほとんど町回をいっぱいにす：るまで，　よく釣

　りあげるのであった。

（1）どちらの文が嬉きですか，好きな交の上に○をつけなさい。

（2）それはどうしてですか。次のうちから二つえらんで○をつけなさい。

　イ，魚の描写が罠に浮かぶ」：うに霧ヵ・れているから

　口，魚釣りの情景が思い出ふうに美しく書かれているから

　ハ，魚釣りの感情が直接感じられるから

　二，文章に軽侠な調子があるから

等

　　　　　　　　　　　　鵠雷：速慶テストの問題
しん重5ゆうしょぎ

進駐柳期のころである。ぼくたちρ家にド・ボウがexいッたつぎの朝・ ぼくたち
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　　　か
は犬を飼うことにきめた。ぼくといっしょに暮していたUP通信特派呉ラルフ●テイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしよう
r・トソ”スとアーネスト＝ホープライトの両君も，それが最善の保証となることだ，と

養威した。

　ドロボウは，リシゴとしおを一袋ずつ盗んでいった一しおほおそらくさと5とま

ちがえたのであろう。女中が最初に物音をきいて，：＝：階のホープライトの窒にとんで

いった。ラルフとぼくは外出中だった。ホープラそトがラルフのピストルをもワて下

にかけおりたときには，ド留ボウは逃げてしまっていた。
　　ちくしよう
　「畜生／もう二分早ければ，つかまえられたのに……。」　とホープライトは翌朝ぼ

くたちにいった。一身ぶるいしながら。

　翌日ぼくは「毎日新聞」に「血統の正しい犬を求む」という広告をだした。はがき

で，返事は，ぞくぞくきたが，放送局の建物の中にあるUP通信社東京圏局へ麹身でや

ってきたのは，脚の長いドイツのシェパード犬のメスを達れた学生服の若い男だけで

あった。

　通やくを介して，彼が話すところによると，このシェパードはふつうのシェパPド

ではなく，訓練された日本の軍用犬で，三回も賞状を受けたことがあるというのであ

る。「どうして賞状鷺？」とぼくがきいた。みんな少し後ずさりした。「勇敢だッたか

らです。」　と若者は答えた。

　そういう記録をもヴた犬であるから，　日本入の味方だったのかアメリカ入の側につ

いていたのかどうか，犬が知っているか，ぼくはきいてみた。学生服の男は答えた一一

r心配はいりません。も5召集解除になったのですから。」

　この：犬が生後三か月の二匹の子犬の親だとい5ことを知らて，ぼくたちはその犬に

一層の興昧をいだくよ5になワた。子犬の父親は心室の犬である，と学生は答え，子

犬はとっておくが，このメスは生の肉以外はたべないので，費用がかかるから手放す

ことにしたい，といった。

　ラルフは「この犬はおそらく最後のアメリカ入がいなくなって以来，十分に食いも

のをたべていないにちがいない。」といった。

　その午後，ぼくは子犬を見に，その学生の家にいった。二匹の子犬のうち，小さい

方が元気があって他の一・Z9をいじめていた。そして，もっとりこ5そうに見えた。き

っとそうだったろう。が，ぼくは，他の子犬を買った。

　そしてその子犬に「クリスティ”・」とい5名をつけた。クyスティーというのは帰

国したUP特派員の名まえである。

　ぼくはクリスティーの代金を払ったが，　この子：犬はすぐ中国人のコックであるチソ

になついてしまった。クリスティーをぼくになつかせるためわずかな期聞だワたが・

ぼくはいろいろ手をつくした。たべ物もぼくが与えるようにしたがダメだワた。チソ

は一日中クリスティーと家にいるのだから，ぼくは競争繕手になれなかったのである。

　ラルフはいワた。一一「大切なのは犬を戸外で飼うことだ。夜，庭にだしておいて

だれか来たらほえるよ　51：すれ｝涛　ドロボウ億近よらないだろう。」
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　クリスティ僻がほえるようになったのは生後五か月匿ごろからであった。そのころ，

近所ではいろいろのものがなくなったが，その行先は，はっきりしていた。ぼくたち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くっし艶
の庭にはゲタや物ほしざおからとってきた靴下や，　あるときは長い下藩一そろいが，

いっぱいにちらばっていた。　　　　　　　　　　　　　　　’

　衣類の不足している東京で，これは笑いごとではなかった。長い下着はヤミ市で八

百円もすると，女中がいった。そしてあまり驚かされていない近駈の入が何入か裏q
　　　　碇いぶつりよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

に来て，廃物利∫穣こなる古着はないかとV・5よ5になった。ぼくはクリスティーを臼
　　じゅうい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甦ようすtr・びよう

再入の獣医のところに連れていワて，恐水病の予防注射をしてもらッたり，腸の虫

をとってもらワりした。

　獣医はジステムパーの予防薬を持ッていなかったのでぼくに　「アメリカから取りよ
　　　　　　　　　　　　　　　か
せた方がいいでしよ5。」といい，「蚊にくわれてフィリアP一’シスにならぬよ5に。」と

注意してくれた。

　そこで，その夏，夜はクリスティPを家の中にいれておいた。犬は家の中のほうが

急きだった。そして，この大きさの他の犬とは全然ちがった寝かたをした。背中を下

に，蘭足の一本目胸のあたりに押しこみ，他の一本をまっすぐにつきあげ，後足はわ

れたすいかのように，ご本ともひらいて寝るのである。

　その後，ぼくは結婚するし，ラルフ｝5：印渡に行き，チソは中華料理店を開いたが，

チソのii麺がぼくたちの食纂をつくワてくれることになり，チソ夫婦は依然ぼくたちと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かど
同じ家に住んでいた。クリスティーは毎晩チソが自転車でかえワてくるのを角まで出

て待っていた。
　　　　　　　　ほとん
　ぼくの妻は一β中殆ど家にいるのであるから，クリスティーを訓練しないなんてい

うてはないだろ5と，ぼくたちは語りあった。

　クリスティーは臼本語も英語もわかったが，どちらを話しても，いうことはきかな

いよ6に見えた。クリスティ・・の心ぞうをドキソとさせる蓄葉がたったひとつある一

一r池』（フイヅシ＝・ボソめという言：漿がそれである。フランス使節団で「バステ
　　　　　かくめいきねんび　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
ダ◎デイ」（革命認念H）の祝質があッたとき，ラルフが酔ワぼらって帰ってきて，ク

リXティeを庭の「金1魚池」にほ5りこんだことがあ1る。それ以来「金魚池の招1寺」

はクリスティrv一をびくつかせるよ5になったのである。

　　　　　　　　　　　　読盤速度灘定後のテスト

次の｛　｝の中の正しいのを残して，まちがワているのを消しなさい。

（・）・・ボ・は・・ゴ・｛Eと嘉｝働キんだ・

（・）｛軽1屡｝嚇郷勉つれて来た・

（・）子犬の瑚纏肇｝の犬であ・，
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（・論義に｛享’ス㌃｝・・畷まえをつ脈・

（・）獣医はジ・テ・んの薬を持・て｛1二誌。た．｝

（・）犬・穫瓢み｝・い5・…et’をおそれた．

　　　　　　　　　　　　　　　読解力テスト　一

　つぎの：交は誤聞の二属一スです。これをまとめていうとどういうことになるか，考

えながら読みなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　

こきゅうきんにく

　呼吸筋肉をマヒさせればかならず死ぬとい5，おそろしい小児マヒを助ける「鉄の
　　　　　　　　　　　　　　　きふ
鮪」が在日マソニッタ・ロッジの寄付で，はじめて，日本の病院に傭えつけられるこ

とになり，十四賃朝，横浜から東京新宿区蒋川町国立第一病院にとどけられたe’
　　　　　　　　　　　　　つつみげか　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんじゃ　ぢサよう
　この機械は，ただちに融解の堤舜科に備えつけられ，不幸な患者の治療に痩われる。

小児マヒは病原体がヴィールスのため，まだ治療手段が発見されず，その5え，病状・

がカゼに似ているので，なかなか発見されにくいという，やっかいな病気である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じぜんそしセ　　　　　　の
　なお，この鉄の肺は，　日本で買ったものではなく，世界酌慈善澁織であるマソニッ

タ●ロッジの在日支部のビアソソ氏。ペデリオソ氏らが申心で，全員街余名が三千ド

ルの金を出し合って，米国ボストン市コリソズ商会に浅記し，横浜港から東京までの
ゆモう　　　　　　　　　　　　　ふ粍ん

二半e＊　iカコラ会社が負担して，よ6やく国立第一病院におさまったものである。

右の二轟・・スの文のまとめとして，どれがよいでしょ5か。つぎの一つに○をつけ

なさい。

　　（イ）小児マヒの病原体はヴィーノレスで，呼吸筋肉をマヒさせればかならず死ぬと

　　　　いうおそろしい覇気である。

　　（n）ある世界的な慈善組織の寄付で，小児マヒを助ける鉄の肺が日本ではじめて

　　　　病院に備えつけられた。

　　（ハ）々ソニック。mッジ弱肩のピアソン氏●ペデリオソ氏らが中心となって三千

　　　　ドル集めて，日本に鉄～）肺を寄付した。

　（二）鉄の肺はボス1・ソ市コリソズ商会でできたもので，横浜から東京までの輸送

　　　　はコカコラ会｛・±th：負揖した。

　　　　　　　　　　　　　　　読解カテスト　ニ

　つぎの五つの：交は，つつが虫病について説明した文の順序がばらばらになったもの

です。この五つをどうい5よ5につづければ正しい文になるか。上のOの41にその

順番を書きなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ひがん　　　　　　　　　　　　にいがたやまがた　あき陀
　（　）　毎年つゆあけのころから秋の彼岸ごろまでの間，新潟・由形・秋矯などの大

　　　きな川の沿岸が膚毒地になる。そして，つつが虫の発生場所に出入する人が，
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（

（

（

（

耕作したり，魚とりをしたりする場合，また右，1∫地からの草や木を扱ったりす

る臨この嵐にさされて，病気にかかるのである、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ欝ぽ　　　　　　　さなぎ
）　この虫は，卵から幼虫となり，さらに第一漣動蝋⑳第二運動磁をへて，急増
　　　　　　う
となり，那を産む。これらのうち，人や鋤物について吸血ナるのは幼虫時．代だ

けで，これにさされると，畷血する際に，一種の毒であるリケッチアをおいて
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞうし　く
行く。これがさし口からからだの詫録1に増殖していッて，ちょうどチフス菌が

　　　　　　　　　　　　　　　　　およう
食物などといっしょにからだにはいッて腸チフスになるのと同じよ5’に，重い

病気になるのである。　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にくがん
）　このつつが虫という昆虫はだにの一種で，非常に小さく，肉漫でやっと見ら

れる繰度のものである。

）轍蝦常のあいさつや手紙に「つつがなく」という奮闘が灘っ；／L・　した。つつが・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶじヒんこう
虫にさされると恐ろしい病気にかかる。董5い5ことがなく，つまり無薬健康

であるという意昧であった。

〉しかし，つつが虫病という醤露な病気は，チフスやせきりのように，わが麟の

いたる所に発生するものではなく，一定の堆域とある時期とに限られている。

読鴛力テスト　議

つぎの文は手紙です。内容をよく考えながら踏みなさい。

拝啓

　そろそろ冬休みが近づいて来ました。その後おかわりなく元気でがんばっておら

れ：ることでしょう。
　　　　　　　　　ぐうぜん
　この間，図動議で偶然に，山田。夢藤の遷延に会いました，久し募りで話がはず

み，小学校時代のグルーブの話が出て，趨然，きみのうわさがだい慕鐵ました。ヨ

人ともド験の勉強のため図＝寓館こ二来ていゾこ＝のですが，考査の絡つた後の則履十四廼
　　　　　　　　さがみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
に，新しくできた撃壌ダムの見・蓼に行くことに話がきまりました。伊蕪君のおじさ
　　　　　　ぎし
んが，そこの技師をしているのだそうです。行．、たら必ずよろこんで説明してくれ

るそ・うで，きみの妊きな電気に闘する方藪もだいぶ勉強できると思います。その上
　　　　　　　かん
．ダムでは，今，寒ぶなボつり勝だそうです。そのころならば，きみの方の学汝も考

査が諮っていると思いますが，どうですか。おたがいに試験後ののびのびした気持

で，冬の一日の寒さをけとばし，瞥のグループでたのしく語りたいものです。

　御巡戎いただけたら，次のとりきめを御承知下さ、、・。

　七時五十五分新宿発の浅川行電車の簸前部に乗ること。費触ま二一淫心で十分・
　　　　　　　べんとう
それからほかに弁当をお忘れなく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　’ぎ　　だっ
　おたがいに親しみをまし，苦しい生活から一時でも脱し，美しく清い自然のうち

に一画をすご争うではありませんか。三人で心から同行を待ッています。

　　　　十二：月避日

　ブ：田鴛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林
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　右の：交について，つぎの二つの間に答えなさい。

　（i）太田さんも，いっしょに相模ダムの見学に行くtとにしました。そのために太

　　田さんがぜひしなければならないことは次の5ちどれですか。ぜひしなければな

　　らないことには○を，そ5でないものの上には×をつけなさい。

　　（イ）　十＝：月十四Bの七時五十五分以鮪に新犠駅に行くこと。

　　（m）　自分も見学に行くという返窮をノ」、林さんに出づ幅こと。

　　（ハ）・つりの道具を持って行くこと。

　　（“）お弁当を用辞して行くこと。

　　（ホ）　電車に乗る時は，いちばん繭の車に乗ること。

　（2）太田さんが相模ダムに行くことはどんな意義がありますか。次のうち，あって

。　いるものにOを，ちがッているものには×をつけなさい。

　　（イ）電気に関する勉強ができるざ

　　（u）　考査の成績がよくなる。

　　（ハ）友樒をますことができる。

　　（＝・）　ボート遊びができる。

　　（ホ）　美しい霞然に親しむ。

　　　　　　　　　　　　　　読解力テスト　鴎

つぎの丈は，役駈でみんなに知らせるため1こ出したものです。内容をよく考えて読

みなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とぎかい
　　さる十’ご月十七日から二十一露まで五擢闘にわたって開かれた都議会で，都電。
　　　　うんちん
　都バスの運賃と水道料金の値上げがきまりました。
　　　　　　　　とくべrフかV・けV・
　　交通や水道は，特甥会計といって，それだけで別に欝算を立てることになってい
　　　　　　　　　　　　　ざいり’上うひ　　　　　　じんけんひ　　　　　　　　　、　　ししゆっ
　るものですから，このごろの材料費り値上りと入件費のふくれあがりによる支出の
　　　　　ウよう世ん
蟻西分1ち膳金の値上げで出していかなければなりません。

　　交通を鯛にとると，麗に動いている軍台は，電車が戦前の七霧で入百九十五台，
　　　　　　うわまわ
　バスが戦前を上薬って一。一倍で，千三十入台ですが，乗客の数は，電車が戦前の一・。

　入倍で，一日百五十一万入，バスが一・九倍で三十七万人ということになヴていま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しせつ　　嚢かい
　す。こういうよ5に乗客がふえて，現にある施設や機械を，ひじょ5にむりをして
　　　　　　　　　　　　　　　　しゅうり
　使ッているのです。ところがこれを修理する材糊ま，戦前にくらべると挙均四菖五

　十九倍という値上りです。’
　　　　　　　　　　　　きゅうすいりよう
　　また，水道については，給水量が戦前を上詐りましたので，薪しく貯水池をつく

　る必要もあります。それから現にまだ三割もある水もれを防がなければならず，こ
　　いいひ
　の経費はたいへんです。

　　東京という大都会の骨組みと筋肉の働きをつとめている都電。都パス，また血と
けっかん

　血管の役目を果している水道がよくなることは，それだけ東京が若返ることですg
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けんこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかく
　とんどの交通。水道料金の値上げ1ま，東京に健康で文化的な近代都市としての資路

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいさく
をつくりあげるために，まことにやむを響ない，必要な対策です。

右の丈について　つぎの（1）から（10）までの間に答えなさい。

（1）　康京都の電車の数はふえていますか。

（2）都バスの数ほふえていますか。

（3）電車の乗客の数はふえていますか。

（4）水道の給水蚤は：ふえていますか。

（5）水道の水もれはどのくらいあると添ってV・ますか。

（6）入件費はどれだけふえたか書いてありますか。

（7）　水道の紡料のあがったことについて書いてありますか。

（8）水道を何にたとえていますか。

（9）都バスと都鷺を何にたとえていますか。

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

（10）料金の値上げで東京都はど5いう都市になるといっていますか。（

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

　　　　　　　　　　　　　　丈渋テスト　一

一，次の文のi　　llこ，適当な助詞を入れて意昧のよく通る丈にしなさ1、・。

　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　どんな生きものi＝＝二＝＝1｛，その生活の状態i＝iならわしを観察して，かれらのほ
　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ

んとうの萎を見るi二＝1iは，なかなか園難だ。わけても鳥類の巣は，他の生き物＝
　　　　　　　　　　　　　　　　いとな　　　　　　　　　　　　り
＝コちがって塞の上や・やぶの呼・に覚まれるのであ劃＝しそれを聖柄『るこ
　　　　　　　　
とは容易のわざで江＝＝燦い。

　しかもかれらは，入の近づくことをきらい，人を恐れている。もしかれらが巣を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
盤んでいるところをたびたびのぞかれたならば，，翻＝ニコそこを捨ててしまうであ

ろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　そういう性質のものを観察するのであるから，短気を起したり，手繭くし紅一脇

功を急いだりすることは禁物である。
　　　り
　いまこ：二二謎べてきた，ホトトギス類のならわしのことは，ある点は昔から言い
　　　　ゆ
伝えられ｝＝1いることであった。またある点ほ近ごろになって熟心な研究者によ

って発見されたことであワた。

　　　　　　　　　　　　　　　交法テスト　ニ

こ：，；次の文の言い表わし方によくない点があワたら，そこの；右に一一をひきかさい。

　　なおそこをどう直したらよいか考えのある人は一の右側にそれを書きなさい。

（1）体操の教師は耕作のことにくわしい人だから，　（「擁各）私にいろいろなことを

　教えてもらッた。この体操教師が稲田を眺めたばかりで，稲の種類を区溺ナるほ

　ど朗かるかワた：。
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　　　　　　かざ　だん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶつだん　い嫁い

（2）　ざしきの飾り壌はかたづけてしまッたので茶の聞へお逓せして，お仏壇の位牌

　　へおまいりしていただきました。

（3）　rおばさま，遠い所をよく来ました。さあどうぞおあが｛）くださいませ。」
　　　みけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと

（4）：＝毛子の様子でも見てきょうかとお琴のお師匠さんの庭口へまわる。

（5）　rぼくは芸爾家ぶるわけではないのですが，どうも勝負事には熱心になられま

　　せんね。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へび
（6）　r死にかけていて，まだしめているです。蛇とい5やつは，全くしゅうねん深

　　いな。」

（7）　そして気ぬけがしたように身じろぎもしずにいた。

（8）　「箪はもう来たかい。］

　　おばあさんは聞いた。

　　rまだのようでございますが」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から
　　低い声であるがはウきりとみち子は喰った。がらがらと表に空軍の音がして，やが

　　て女中は鄭らせに来た。

（9）　「もうすぐお正月だ。たこあげがやられるから，うれしいな。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいく
（10）「まあ，もうこの戸はぐあいが悪、、・んですね。どうもあの大工さんは仕纂がい

　　いかげんで痴りまず。今度来たらよくごらんになってもらいましよう。」

（ll）それをその入に是非じゅうぶん飲みこませようともせず，人を自然に転ぜさせ

　　よう，服させようともしない。

（工2）パリの絵や写真では，こんな広吉塔をよく見たのですが，じっさいパリに来て

　　ほんとうにこんな広告塔があるのを見ると，ちょうとうれしいでした。

（13）一芸一道にひいでた入があまりたくさんいる暗は，すぐれた才能もそれほどに

　　霞立たないが，まわりの入々がそれほどでない蒔は，ちょっとした才能も目立ワ

　　て見える。しかし直入のたくさん繊るような時代には，その中から後に天才とい

　　われる入も出る。天才がぼワと突然にあらわれるものではない。

　　　　　　　　　　　　　　　獅叢テスi・　箋

三知文の・呵／の・ころには説・）幅嚇賦あ・・す・・…思う方

　に○をつけなさい。

玉

2

3

蹴らの左右傾国た手・啄の・・うま地歩藻1｝け・・

うちの兄にち・・と篠襲かか・て｝晩だ瞼せ紘

どうかす・・姉倒饗再供ととも…1灘離旧いで・醐などに1・岬

　起きのおばあさんが階下でぶつぶつ冨います。

婦んなもの蹴られ派輪礁ヒ欝ご弓
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5

6

7

8
Q
㌦

その鰯・蝋験の輔中に癩・これを魔綜黍：｝

きみは・よ・恥ずか・くもなぐの・の・・臨ξ芒籍先ね．｝

す・気脚ながら・持・・えのお・くう…で・う・う釘も翻にしま・

た。』・

「ぼくに一一つ，きみのお蔀墓を縄巷≦｝くれないか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　オレみ
先月二十八研の夕刊を習いて，そこに林芙葵子さんが急罷という，写真のはいっ

た繍観℃び・く・し臥圓た・さんあ・た・駄・就

・聴の痛感・入瀬・鞭｛懸魚駕・同・鯉であ・・

　　　　　　　　　　　　　　け・・…ん麟に嬬を返す・・ができ繧戴ば｝むしろ私のしあわせでござ・・ま

　す。」

・奴醗のうち醸鵬に対・て）どうぞごはんを｛読論1ξて｝く謎…

・塾員・・鯨・め蜘隊｛辮のちのちそ・芸鰍きくなるための蝋

　たとえば嚇すじとか，性絡とか，詠んでいる所の有様とか，時代の力とかがつこ
　　　　　　お　うよくそろっているところへ，ある才能を持ワて生まれ，入なみ以上に努力した

　入なのである。

　　　　　　　　　　　　　　　喪亡テスト　四

翻，次の文章を読んで，後の問に啓えなさい。

　躍語の文では話の中に出てくること1ぎをよく略すことがありまず。ことに，　「わた

くし」とか「あなた」とか「あのかた」とかいうことばはよく略します。その他なん

でも，話ナ入と聞く人とがお互によくわかりあワている事がらは，繰り返して話すこ

とをしないで，略してしまいます。ですから，ふだんの話では，ヨr・・ロッパのことば

のようには女がちゃんと墜っては、、・ません。よく　「何がどうする」の「侮が」にあた

る語が欠けていたり，蜜た「が」「に」「を」「は」などの欠けていることなどは，ふだ

んの話しことばでほごく著通のことで，それらの完全に整？た文を話すことの方が，か

えって珍しいくらいのものです。どういう隠に何を略すかとい5ことは，その時の話

の情況によって決められます。

エ　「牽かこくし」

2　「が」　「に」

3　「わたくし」

rあなたG，「あのかた」というようなことばの吊詞は何ですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

「を」「は」というよ5なことばの晶詞に碕ですか。（　　　）

「あなた」の頚は富加語です’カ、。附履語ですか。’　（　　　　）
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4　「梅がどうする」のrどうする」のような性質を持つ文節はなんといいますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

丑，次の文の傍線の語の品詞名と活用の有無を表の申に書きこみなさい。

　　雪の降るのは珍しくないけれど，こんな潔い雪はめヴたに見られない。

　　　　　　　　　　（1）　〈2」　（3）　（4）　（b＞

晶　詞

（1）な　い

活用の奮塑

（2）けれどK3）こんな （4）ら　れ （5）な　い

六，下段の助動詞は溺書のどの活用形につくか，つくものを線で結びなさい。

　　　　未然形
　　　　退茎月ヨ形　　　 せる，　させ＝る

　　　　終止形　　　5，よう

　　　　連体形　　　ぬ

　　　　仮矩形　　　たい

　　　　命今形、

七，蟹通に敬語といわれているものには，次の三つの場合がありまナ。

　一一，相手や第三表を直接に尊敬している暗

　＝，ていねいに雷う時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　tt，話す入がへりくだッて，相手嚢こ敬意を表わす時

　次の交の偶線の語は，右の一，ご，三のどれにあたるかをその右側に轡きなさいσ

　　このたびほお斐孟i豊まが懲肇遊ばしましてほんとにおめでとSt“します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　（6）　　　　　（り　　　　　　　　　　（2ノ　　　（3）　　　（4）

是非一度伺いましておよろこびを晦し上げます。

　　　　o）　（S）　（9）　（1“〉

　　　　　　　　採　　　　点　　　　盛

　　　交潮鑑賞カテストA

あらかじめ定めた基準にしたがって聞題毎にL2．3．4．の4段階に料豪しそれを合計

する。（4点一一一16nt）

　　　　丈学鑑賞カテストB

Bノー（6点）　（ハ）　（ロ）　（二）　（イ）　（り）　（ト）

Bノニ（1点）③

Bノ三（2点）一一一・③＝①

Bノ四（4点）（ハ）（の（へ）（ホ）

B／ll／r：（2点）一①二③

Bノ六（1点）　u

チ
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Bノ七（2点）一　ロ　ご　ユ

Bノ入（2点）　一　イ　ニ　ハ

Bノ九（3点）一ハご二…三イ
　　　　文学鑑賞力テストC（6点）

cノー（3点）「閑けさや」の句が賂きというものは（二）の正答　（イ）（ハ）

　　　　　　　「露の幹」の句が妊きというものは（＝二）の正答・　（m）　（二）

　Cノニ（3点）　（一）の丈が嬉きというものは（2）の正答　　　　　　（ハ）　（＝）

　　　　　　　（＝二）の：交が好きというものは（2）のIEX．　　　　　　（イ）　（n）

　　　　蓬藷欝蓮度テス　ト　（2）点）

　どとまで読めたかを行数で数える。全丈62行，行の途中as　一行とする。62行を20点

に配分した。

　速度測定1後のテスト〔（6点），ただし，今回の数的処理からは除外した。〕

正しいとして残すものは

　（1）　さとう　　　　　　（2）　学生月町　　　　　（3）　皇窯

　（4）　　ク　リ　ステイ”　　　　　　（5）　　し・なカ、つた　　　　　　　　（6）　　池

　　　　読解カテスト　（4先規）

nd@（1c点）　o　（ロ）

ご　（10点）　（5）　（3）　（2）　（1）　（4）　の順

≡…三（10点）　（1）　○（／）　　×（m）　　×（ハ）　○（＝）　○（ホ）

　　　　　　（2）　○（イ）　　　×（ロ）　　○（ハ）　　　×（二）　　○（ホ）

四　　（IC点）　　（i）　　レ、プよし、　　2）　　し、る　　（3）　　レ、る　　（4）　　v、る　　（5）　　≡三害墓　　（6）　な

　　　　　　い（7）ない　（8）血と血管〔一方だけしか答えないのはOPtr．〕（9）

　　　　　　骨組みと筋肉〔（8）と同じ」　（10）　健康で近代酌な：交化都市

　　　　旧法テスト（53点）

　　（10点）1，でも2，や3，の4，と，とは5，から6，は7，は8，た

　　　　　　り9，まで10，て
　　　　　　　　　　　
　　（5，9は採点から除外する）　（11点）

　1体操教姉が　2　お通せして　3来ました　4童よう　6いるです　7　しず

　に8女中は10　ごらんになって11転ぜさぜ12　5れしいでした　13

　天才が

　　（5は採点から除外する）　（12点）

　1こよう　2会って3が　4ないのです　6やって来たね　7せず　8

　見せて9　が　エ0感じない　11　ますれば12　めしあがって13は

四　（6点）「四，玉，六はテスト校が秀英出版発符の「口語の文法」を使用してい

　たので，これによるσ」

　1体醤（また，名詞あるいは代名詞）2助詞，ない　3自立語，附属語　4述

　語
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ヨ三（10】点）1形容詞2助詞3形疑芋重ヵ雲上4助動；fFLI　5助重ヵ護司

　　　　　　　有　　　無

六未然形一・せる，させる7う

　運用形一一一たい，

七　（採点から除外）

　　有・

よう，ぬ，

看　　　有・

各テスト聞の絹関係数

野

矢朧テスト（B式）と謬力テスト　；

1：離；黙黙。。，1

知能テストとこのテストの総合点

学校の国語の威蟹と丈学鑑賞力

学校の國語の成蟹と読解力（…三匹）

eeUtの騰の囎・文法勧　　i
学校の国語の威績と読劇速度　　　　　　1

学校の薩語の成縫とこのテストの総合点

読解力G…三，四）と文学鑑賞力

丈学鑑賞力と読岩速度

：交法能力と読解力

血斑鑑賞力と読解力

交攣鑑賞力と文法能力

丈法倉量プコにおける語感と矢毒識（＝二と四）　　　1・

文法能力こおける認と選別二と一，三）il

　　　　　　　　　　　　　　　　　　難能力におけ塾図と運尽四と一・⇒1

文法認謝・職覇旨…　i

…鵡轟i壷二二
。．・6…・・i

。・55】81

脚181
　　｝
e．49i81
e。52　i　83．

麗3i831
e．・、i・，　i

。．凌5i83　i

　　ミ　　　　ミ
e．・791831

・26｝・・

0．3盛！83

鰯i83
e．43i83
1：lli翻

ゑ33し83｝

　　i　le．麗　｛　　　83
o．　s3　1　si

・．・5・「証

O．52　11　57

，．，，i　ge

O．　53　1　s　eo

O．70　1　57・

e．　60　1　s7

0．　81　1　s7

O．　37

e．　85

0．　52

0．43

0．　67

0．63

e．68
C．41　i

5195　li

O．33　i

e．48

6
6
7
6
6
6
7
7
7
7
7

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

文学鎌賞力主観テストと他のテストとの絹関係数（B校）

学校の国語の成績 P．73 丈学銀賞力客観ナスト　O．75

課外読霞播数（読書量x’ ﾇ欝選択力） e．75

O　学校の国語の成綾について

A校話す・作丈文法読むの4aj　SU　Iこついて（それぞれ1GO点満点）の合

　　計点による。

B校第…i学期の国語科の総合学力テスト（100点満点）による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（輿水）
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「読みやすさ」め基礎的研究

　　　　　　　　　　　A．翼　　　　的

　　　　　　　くセ　i新聞がその機能を癸揮するためには，何より竜大衆に読まれなくてはなら

ない。そして大衆に読まれるためには，何よりも「読みやすさ」とV・うごと

が，根本条件として要請されなくてはなら“iX　V）　Oルドルフeフレッシーv（Ru一

頑ol錘lesh）は，「読みやすさ」を数宇的に測定する方法を案出して，認事の

改善に成功したが，書きことばが遙かに大衆から離れているわが国におV・て

は，この「読みやすさ」への努力は，より一層切実な意味をもつと思われ

る。

　以上の事実により，本研究はフレッシェにならって「読みやすさ」の尺度

を設定し，記事の改善に害与するととを絡極の属標とするものである。しか

し，この目標に達するためには，なお基硬的な段階において，解決しなけれ

ばならない幾多の問題がある。たとえば，「読みやすさ」とは何か，「読み

やすさ1の原因はどこにあるか，「読みやすさ」の標識は侮によって，どの

ような方法で見出すか，また尺度化の方法はどうか，等々。したがって，本

年度は竜つとも基礎的な閲題と方法につV・て考え，註記の見通しをつけるこ

ととした。

　　　　　　　　　　　耳払　　．　画

　この調査を始めるにあたって，客観的な「読みやすさ」をどのように規定

するかとV・うことは，さしあたっての忌寸な問瞳である。調査者個入が主観

的に：判定するととは容易であるが，そのようにして判定された「読みやすさ」

が，他の入にも通じる朧みやすさ」であると㊥証拠臆妬マ体読祉

疇
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いう行動が，刺戟身体的機能，知覚，記憶痕跡，思老，一般知能，生活経験，

儲的社会鰍辮の物理白三体的’嵯的諸機能の飴した下欄連的力動

過程である以上，’「読みやすさ」は当然読まれる竜のとそれを読む入の全人

格構造に規定される事実であり，場（読むものと読まれるものとめ闘連的沐

制）が異れば，また異った制約を受けるものと老えざるを得なV・oかくて

「読みやすさ」は，場の違いによって根慰的に変化し，答観的薯実としての

絶対的な「読みやすさ一般」という竜のを想定することが困難になるのであ

る。一例をあげれば，漢字の習得者は「かな書きの多い丈章は読みにくい」

と言い，未習得者は「漢字の多V・三章は読みにくい」と言うがごとくで，「読

みやすさjに関し摺反する意見の対立する場合が少なくなV・。もちろん厳密

に検討すれば，この場合の「読みにくV・」の次元は異ってV・るのではあろう

がともかく出すべての入に通じる「読みやすさ一般」を設定することがV・か

に困難であるかが了解できる○

　しかし，それにもかかわらす，「読みやすさ」の尺度を設定しようとV・う

この調査の課題そのものは，すでにその前提として，雪下的な「読みやすさ」

の存在を予想していることは明らかであり，調査を始める最初の手続きとし

て，「読みやすさ」の客観性をいかにして求めたらよいかの問題を何として略

考慮しなければならなV・。したがって，本年度は，すべての入の承認する

「読みやすさ」一般を求める手がかりを見つけることを，当面の目的として

調査することにした。

　ブレッシェは「読みやすさ」研究の最初の手がかりとして，多数の著名人

に質問書を発して，「読みやすさ」に麗する意見を集め，それにもとづいて

「読みやすさ」の要素分析をした。そして，尺度1ヒに際しては，マッコール。

クラブス（Mccall　Crabs）の標準テストの規準に従って，その程度を決定す

るとV・う方法をとった。すなわち，常識的に・「読みやすい」「読みにくい」の

情報を集め，それを実地に資料について四丁し，さらにテス5によって検定
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するとV・う方法である6

　実際「読むという行動」すなわち読む主体の面から，　「読みやすさ一一’ftt」

を規定することが，理論上罵難であるとすれば，現実の読みものにつV・て「読

みやすさ」の具体的事実を集めるttとの方が，研究の当初においては，はる

かに賢明である。したがって，ます常識的に「読みやすさ」の閥題に接近す

るとととし，次のような計画をたてた。

　（1）ます，「教養の高V・読考を対象とした読み竜のよ）1，教養の低い読者

・を対象とした読みものの方が，’読みやすV・」という仮設をたてる。そうする

と，雑誌は特定の読者層をめざして編集されるから，A（学術專門雑誌の論

丈），B（総合雑誌の論説、，　C（総合雑誌の文芸小説），　D（大衆婦人雑誌の

記事小説），E（児童雑誌σ）記事小説）は，「読みやすさ」に関し，段階的に

やさしくなってV、ると仮定される。

　（2）この仮定を証明するため，順序づけのテストを行V・，被調査者が予想

通りの順序をつけるならば，この順序は客観性のあるものと認められる。

　（3）同じテストにおV・て，同時に「読みやすさ」「読みにくさ」に開する

理由を問V・，分析の際の参考とする。

　（4）ABCDEの各資料ごとに要素分析をする。竜しグループごとに段階

的な差が出るとすれば，（2、によりABCDEは，「読みやすさ」の順序が認

められ，（3）により要素は「読みやすさ」の要素と認められるから，「読みや

すさ」の順序と要素は一層確定的なものとなる。

　以上の計穰にもとづき，本年度は「読みやすさ」の客襯的根拠を求めるこ

とを中心として，実際の調査に入ったo

C．準備テスト

　ABCDEの五つのグループが，果して「読みやすさ」に関し，段階的に順

序づけられるかどうかを検定ずるため，簡単なテストを3回行った。
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　テストの方法は，ABCDEのおのおのに該i当する五つの文章（2ページ分）

を選んで，被調査者に読ませ，むすかしさの順に番号をつけさせるとと竜に

「読みにくい理由」，「読みやすV・理由」を附紀させるものである。第1回，

第2回は問題をペン書きにしたが，第3園目にはβ聯唾された原丈を用V・た。

蒔間には制限がない。問題は次の通1）である。

第1回

　A　多羅i尾四郎「蛙の…細胞挙約変化」　『東京女子大論集1の1』56ぺ

　B　川島武宜「立身出鴛」『展望』〔昭26，9〕9ぺ

　C「北条誠「殺生石j『改造』〔昭26，9〕188ぺ

　D「PL教教主と語るj『主婦の友』〔fi召26，　9〕168ぺ

　E　「よろこびB記」r少女』〔昭26，10〕！55ぺ

第2回

　A「対日講和条約草案」『中央公論』〔昭26，　9〕175ぺ

　B　笠儒太郎「嵐の中の講和」ザ世界』　⊂賑26，9〕27ぺ

　C　佐多稻子「連繋」『世界』〔昭26，93194ぺ

　D　松岡駒吉「講和」『婦人雑誌』　〔昭26，9〕

’E古谷綱武「泣v・てv・た刊r少女』〔曜6，！G〕80ぺ

第3回

　被調査者は旧欄專門学陵卒業以hの婦人が主で，

および大学卒業者がまじ．，ている（

　この調査におV・て，、被調査者がABCDEσ）難易に闘し，つけた順序：よ次の

高橋里美「フッセ“一■ルの現象学」！4ぺ

羽仁五郎「百が入の世界皮」76ぺ

中山義秀『酒屋』166ぺ

南川潤「海の青春」rキング』〔昭26，10〕252ぺ

宮脇紀雄「心の時計」『少年クラブ悉　〔昭26，10〕90ぺ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r・膿こは少数の男チ大学生
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通りである。
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　この表をf試験によって，順序を検定してみた結果は，いすれ竜，　「読み

やすさ」に関しA3C聡の順序は成立しないことが萌らかになつ允。これは

調査者にとっては意外な績果であって，理由は被調査者が教養の高V・層に限

られて単一・であったことおよび少数にすぎたこと，さらに方法として対比法

を用いなかったことなどにあると思われ牽が，V・ずれにせよ，「読みやすさ」

の一般性を求めることがv・かに圏難であるかの証明になると調えられる。

　このテストは再調査者にもさらに方法嶺身にも吟味すべき余地があると思

われるから，刷の機会に（27年度）さらに実脱含する予定である。

　次に，このテスi・において，、「読みにくい理由」とF読みやすい理由」を

附記してもらったもりを整理すると次の通りに、なるo
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よみにくい理虫 よみやすい理曲

　1①専門語が多い
　1②漢語が多い
説i③用語が複雑（知らないことばが
，m　　ある）
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19i①むずかしい用語が蚤U・

t
S
I，

1

6

丙
3

①まわりくどい，説明が多すぎる
②樽町（簾鵠）で考えながら

　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
る
ぎ

い
　
い
　
　
ぎ
す

な
い
多
　
　
す
か

ら
多
が
い
方
長
短
．

な
が
句
多
い
が
が

ば
複
語
が
使
交
女

ね
軍
の
詞
の
の
の

ま
の
容
続
詞
つ
つ

読
語
形
接
助
↓
一

　
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

i6①説開的な夕章である
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①論理的でない，前後がつづかな
　し、

②主観的である　（一入合点，辱断
　需が多い）
③まとまらぬ丈章（：交章の関連が　　　　　　　　　　　　　　　4
　不萌瞭）
④内容が不自然　　　　　　　　　　　　　　　5

，
興
関

5

味③文章に気品がない
心

①敬遠したい文章1
②断言多く反擾を感じる

6会話購藻盤きる

7被名i①か簾が多すぎる

一81

　句読点
9
，

ル　　ビ

①句読点が多い
②句読点が少い

①ルビが多く．おずらわしい
②むずかしい語にルビがない

㌔．刷1、

1◎

24：①分りやすい：雫易な文，丙容を熟27

1②糠親。みがあ。（生活環，

　　境1こ近い）
　③内容が具体的（客観的）である　　　　　　　　　　　　　　　　5
　④啓蒙的な文章である　（思想単　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　純である）
　⑤心理猫写自然描写である　　　　　　　　　　　　　　　　2
7①論理的である　　　　　　　　7

　②足りないところは補ってよめる　　　　　　　　　　　　　　　　2
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4①B常会話が多い
2②会話体に近い丈章である
1
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121①漢掌と，かなが程よく駕いられ　　　　　　　　　　　　　　　　2
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2
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①iNかなづかいである［OiN＞）’LfsD’th．

i①字の配列がよい
②≡…段組である
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これらの難易の理由を個々のものにつV・て調べてみると，人により時によ

り種々の矛盾のあることを発見するζとができる。すなわち，（説明の多少）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　97

「会話の多少」「かな蕎：きの多少」「句読点の多少」「ルビの有無」は，人

によって丁読みやすい」理由にもなり，「読みにくV・」理由にもなってV・て，

その間に一貫した法則を見出すと：とができなV・○また，「論理的でない」「雷

おうとしていることが分らない」とVOう意見も，被調査者の恩想傾向に支配

されやすく進歩的傾向の人は松岡衆議院議長のi説に対1ノ，また保守的傾向の

人は佐多三子氏の説に対して，終ぞのような判断を：下すという状態であっk。

　要するに，「読みやすさ」の原因は，場によって非常に差異のあることが

明らかに；なったと想、うo

D．「読みやす劃の要素分析

　ABCDEの各部類は，rj．テストの結果，難易の段階をつけることができなか

ったが，これはテストが必ずしも完全に準備されてV・なかったことにもとっ

くのかも知れない。したがって，今度は常識的に「読みやすさ」の言語的要

素と考えられるものを分析L、てみる。もし各部類の要素間に差が認められる

ならば，ABCD研ま，』やはり「読みやすさ」に関して何らかの違V・があると仮

定してもよさそうに思われるからである。

　したがって，計画にもとづいて以下のごとき調査を行っ免。

　　　了．調　査　の　対　象

　昭和26年10月発行の「一橋論叢」「判例研究」「医学中央雑誌」「国語と

倒丈学」「中央公論」羅「世界」「改造」「文藝春秋」「新潮」「キング」「主

婦之友」「面白クラブ」「少女の友」「少女」「太陽少年」「少年クラブ」

　　　　　なわ
等i6種の雑誌を，五つのグル・・プに分け旋O

　A，専門雑誌（一橋論叢，判例研究，医学中央雑誌国語と国文学）

　B，総合雑誌（中央公論，琶界，改造，文藝春秋，新潮）

　C，文芸雑誌（中央公論繊界，改造，文藝春秋，新潮）

　D，大衆雑誌（キング，主婦之友，面白クラブ）
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　E，児童雑誌（少女の友，少女，太陽少年，少年クラブ）

B，Cの区圃についてljl，「中央公論」　「世界」「改造」「：文藝春秋」「薪潮」

所載の記事のうち論謝肱ものと小説的なもみを区分し，前者をBに後者を

Cにいれ允。

　かくして得られた頁数はAが448頁，Bが456頁，　Cが522頁，　Dが574頁，

Eが468頁延べ2お8頁であっ元。次にとれらから！0頁につき1頁を抽出し，A

を45頁，Bを45頁・Cを52頁・Dを57票，　Eを47頁とし，調査の対象とし旋。

　　」2．調査項　翻

　以上の246頁から次の様な項目について分析し旋が，その方法と翠霞は以

下のべる通りである。

　（1）総宇数　　・o　………　！　？　を除くすべての字数を計算した○

たとえば数宇1，2，3も1字に数え，A，　B，　Cなども1等二に数えてV・る。

町勢，小説などの標題，著者名なども字数に含まれている。允だし広告など

は字数に数えていない。またノンブル，柱も字数に入っていなV・Q

　（2）Q、の数え方　　○　、はすべてこれを数えた。？　／　……・■Pは

その使い方に応じて7あるいはOとして数え，あるいは・として豫えた○

　（3）挿入引用符愚　　「　」　（　）　（（））『　」｝一　一　など一対をもっ

て一つと数え旋。

　（4）会話符号　　「　」『』一　一なども一対をもって一つと数えた。

　（t＞）漢字数　　含まれるところの漢字はすべてこれを数えた○．

　（6）漢字含有率　　漢字数を総字数で割ったもの。

　（7）外来語　　片かなの外来語を一語すつ数えた。しかし，タバ＝などは

外来語であるが，今では貸本藷化してV・るので，外来語としてではなく，片

かなの俗語として数えた。

　また，サンフランシスコ，チャP一チルなどの地名，呼名も外来語の中に含

めた。
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　（8）略藷　　A，B，　Cなどのアルファベッ1・で書かれている略語，たとえ

ばOKとかETCとかを一語として数えた。ま旋，E氏とかK氏とかいう使い

方も略語の中に含めた。

　（9）原語　　外来語を原文で引用してある部分を「語として数え旋○

　（10）片仮名の俗語　「ウム」「シッ」「ネ」など，平がなでも書けるaと

ばを片かなで書いてある場合，それを片かなの俗譜として一語として数えた。

また，爾有名詞で片かなで害：V・てあるものなど，片かなの俗語として数え允。

（タトヲ良語はi≦悪く）

　（！！）　　固有名舞司　（？莞漁戸，　カ・な）　　　　漢字，　カ・な　（タト来語，　丹’カtSなの俗語）

の字数の中で地名，入名などの固有名詞だけを，漢宇とかなとを別々に数え

fた。

（12）振りがな　振りがなのふってある漢字を一字すつ数えた。

　（13）　一文の字i数　　無毒数を。の数で割っ疫もの

　（14）一句の宇数　総出数を（・＋・）の数で割ったもの。

　（15）文体　　である（だ）と，です（ます）とに分けた○

　（16）入称名詞および代名詞　画嚢名詞および代名詞を，便宜上次のよ

うに分けて，一語すつ数えた○

　　（a）入称名詞1　　入称名詞のうち非當に個入的な人閥的閣係の強v・も

　　の。たとえば，親，父，愚，友，亭主，娘，息子など。

　　（b）入称名詞亘　　人称名詞のうち職業的な竜の。たとえ1鴻小説家，

　　職工，学生，取締役，大臣，新聞記者，教師など○

　　（c、入称名詞亙　　入歯名詞のうち社会的でかつ比較的一般的なもσ）。・

　　たとえば人聞，女性，同志，搬導者，代表，労働者，族客，個人，人々，

　　i当事者など。

　　（d）人称固有名詞　　入名，または人声集団の固有名。たとえば，有島

　　武郎，トルス56，白樺派などQ
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　　（e）入称代名詞主　　人称代名詞の第一人称，たとえば，私，僕，我，

　　俺達など。

　　（f）入称代名詞瓦　　人称代名詞の第二人称，允とえば，君，あなた，

　　お前，：拾ぬしなど○

　　（g）人称代名詞蚕　　入称代名詞の第三入称，たとえば，彼，彼女，彼

　　等など。

　（17）拙象名詞の主語　　抽象名詞の主諮を一つすつ数えた。蜘象名詞は

旧称名詞，物質名詞，固有名詞を除くすべてをとつ％。また，その名詞その

ものは抽象名詞であっても，形容詞と不可分に結合して呉象化しているもの

は，これを除いた。たとえば，「色」は抽象名詞であるが，「赤い色」とあ

る場合はこれを除いた○

　抽象名調としてとったうちの若干の例をあげれば次の如くである○

　仕事，系統，要旨，運動，場含，追放，認識，主張，継織，苦情，原因，

　戦争，考え，色，拍手，気持，光景，物価，死，弱さ，記憶，技術，

　愛慾，増加，など。

　（！8）敬語　　敬語の一つのメルクマールとし，て「お」　rさん1を取りあ

げた。たとえば「お父さん」「お礼」「太郎さん（様）（殿）」など。

　（ig）　呼びかけとして次のようなものを一括した。

　　（a）さあ，おV・，ねえ，よし，ほら，うぬ，ふん，わあ，ああ，などの

　　感動詞。

　　（b）「……な1「……ね」「…∴ぜ」「……よ」「……か」　などの間投

　　助詞，絡助詞。

　（20）翻訳体の文章および漢文体の文章

　翻訳体の文章と漢文体の文章とは識別の関難な面もあるので，一応，翻訳

体の文章および漢文体の文章として一括することとした。そのメルクマール

として，「…ざるを得なV・」「べき！「せしめる」「如く」「而して」「け
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だし」「そもそも」「のみならす」「べからす」「られる」「れる」「ねば

ならなV・」　「なぜならば」などとV・う用法を数えてみた。

（21）　さしえ

．さしえ（カットを含む）のある頁とない颪を区別した。

3．結

（D　　総　　孕　　数

総　　字　　数
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に行かない。そこで便宜虞勺にACDKがBと腿じ一頁収容字数をもった場合に，一一頁の

平均がどの位になるかを算出して，比較の便に供した。）、
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　挿入符号
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一頁当り平均
修正一頁当り平均

1354
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75，　7

．9－4，　9
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　3Z9　48，5
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（7）

（8）

A
　会　　fi縛　号

総　　　　　数　　　　　0

一頁当り平均　　　　0
修正一頁当b平均　　　　　0

　漢掌数とその含有率

総　　　　字　　　　数　　　　　22950

一頁当り平均　　　510，0
含　　有　　零蛋％　　　　　45，7

c D

6　239　388
0，1　4，6　6，8
0，1　4，8　8，8

2056．一’“n

　495，　2

　39，　5

（9）　外来語，外来語の略語および原語

　　（a）外　来　語

　　総語数　2i1　488
　　－tt－i一一≡当　り　s．i乙均　　　　　　　　4，7’　　　10，8

　　イ疹正一一：翼二当り平均　　　　　　　4，9　　　　10，8

　　（b）　タト来語σ）田各・語

　　総　　　　誓吾　　　　数　　　　　　305　　　　　　59

　　＿頁当り玉F均　　　　　 6，7　　　1，3

　　修正一・＝頁当り平謬ヨ　　　　　6，9　　　1，3

　　（c）原　　　　語

　　総　　　　語　　　　数　　　　　527　　　　　　29

　　一頁当り平均　　　11，6　　0，6
　　須彦：甦三一頁当り平均　　　　　　12　　　　　　　0，6

　　（d）外来語，略語，原語　計

　　総　　　　語　　　　数　　　　　　io43　　　　　576・

　　一頁当わ平土勾　　　　　23，8　　　ユ2，8

　　修頸三一頁1当iり平土勾　　　　 24，8　　　ユ2，8

（10）　　片かなの俗語

　　総　　語　　数

　　一頁当り平均
　　修正一：頁当り平均
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62

！，　3

1，　3

20788

　399，　8

　35，　8

450

　8，　6

　8，　8

6．9，

1，．9．

i，　2

0
0
0
　
8
0

9
刮
9
0

一
　

イ
⊥

5

205

　3，　9

　4，　O

289

　6，1

10，　6

t6585　6220
　291，　O　132，　3
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0330　226

　5，8　4，9

　7，4　8，4

163　182’
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（11）　　固：嘗名詞

　　（a）漢字の眠菊名詞

　　総　　語　　数　　　907

　　一真当り平均　　　　20，0
　　徹峯：疏三一頁≧当り平均　　　　　 20，8

　　（b）片かなの画有名言逼

　総　　語　　数

　　一：頁当り平均

　　修i1三一頁i当り平均

　　（c）岡腐名詞

　総　　語　　数

　　一頁当り平均
　修正一頁当り平均‘

（12）　　　　振　　墾　　カミ　な

　　ルビつき漢字数

　　含　　有　　率

　　漢字に対する％

　1！0

　　Lt，　，t・

　　2，　5

計

10！7

　22，　4

　23，　2

　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　e

（13）　人称名詞および人称代名調

　　（d）　入　称　名　言瀬　　1

　総　　語　　数　　　　4
　　一一罫｛当　壷）　Σ障碍　　　　　　　　0，09

　　修IE一一頁詣り・平均　　　　　O，　09

　　（b）入称名詞藻

　総　　語　　数　　　　5エ

　　一回頁当り平均　　　　1，！3

　　修正一頁当り平均　　　　　1，17

　　（c）入称名詞1fl

　　総　　語　　数　　　237

　　｛頁当り平均　　　　5，27

露 。

59－1　957
1－1一，1　18，3

14，　1　18，　8

3）！8　2！2

　Zl　一1，1
　7，1　4，，2

9ユ2　　ユ169

2！，　2　2一‘．），　4

21，　．Q．　23，　O

望）

’io（，，｝

8L？一i　365

1－1，　4・　Z7

エ8，6　　　　　王3，3

gi；　！80
1，6　，”，，8

p9，1　6，5

917　　　5垂5

16，0　！1，5

20，　7　19，　8

16　　　ユ41　　ユ5ユ25

0，　03　O，2　27，8

0，　07　O，7　90，8

29　124
0，　64　．9．，　38

0，　6－1　2，　46

961

四
〇

29
σ

6
0
0

0
0

87

1【
0

！

151

4389

　1i．Ll，　0

　70，　6

137　182
　2，　40　，D，，　87

　3，　！1　6，　71

g．40　Dro
　3一，11　1，　07

　3，ユ9　　　　ユ，89

352　566　5－19　307
　7，　82　le，　88　9，　63　6，　3－5
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修正一頁当り平均

（d）入称固有名詞

総　　語　　数

一頁当り平均
修正一頁：当り平均

（e）人称代名詞1

総　　語　　数

一頁当b平均
修正一頁当り平均

（f）入称代名詞亙

総　　語　　数

一頁当り平均
修IEr一頁当歯面

（9）人称代名詞斑

総：　語　　数

一頁当り平均
修正一頁当り平均

　　　　　亀
（h）人称代名詞　計

総　　語　　数

一頁当り平均
修正一頁当り平均

譲
数
鞠
ん
数

　
　
　
り
勤

　
＠
総
一
修
φ
総

紛（

A
5，　47

535

1！，　89

12，　33

21

0，　47

0，　49

0
0
025　’

e，　53

e，　55

872

19，　33

20，　20

2

0，　oa

o，　e4

1

　　　　C　　　　D　　　　　E

7，　82　li，　25　12，　47　11，　O1

230

　5，　lt

　5，　lt

110

　2，　44

　2，　44

1

0，　02

0，　02

16

0，　35

0，　35

816

18，　13

18，　13

11

0，　．9．4

0，　24

37

66．9．　609
！．9，　73　10，　68

13，　！6　13，　83

．9．70　207

　5，　‘9nO　3，　63

　5，　38　4，　69

51　59
0，　gs　z，　e3

1，　O！　Z，　33

97　104
1，　86　1，　82

1，　92　2，　36

1939　1805
　37，　29　31，　72

　38，　54　40，　98

5，9　149
1，　13　2，　88

1，　17　3，　73

86 174

441

　9，　38

16，　25

140

　3，　OO

　5，　02

49

ユ，04

1，　80

8

0，　17

0，　29

1177

　2b一，　04

　42，　93

107

　2，　27

　3，　93

238



　　一頁当b平均
　　修正冠頁当り平均

　　（c）お，さん計

　　総　　　　　数

　　一頁当り平均
　　修正一頁当り平均

（15）　よびかけ

　　総　　　　　数

　　一頁当り平均
　　修IE一頁当り平均

（16）　　抽象名詞の孟：語

　　総　　語　　数

　　一頁i当り平均

　　修正一頁当り平均

（17）　翻訳健，漢丈体

　　総　　　　　数’

　　一頁i当り平均

　　修把一頁当り平均

　
ラ
　

高
騰

　
（
（

交
響
タ

　
で
で

ゆ（

　
　
　

え
離

　
（
　
（

し

　
い
る

さ

　
な
あ

ゆ（

A
O，　02

0，　02

B　　　　C　　　　D

O，　82　1，　66　3，　34

e，　82　1，　72　4，　33
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E
5，　06

8，　77

3　48　IL15　323　3as
O，　06　1，　06　2，　79　6，　22　7，　33

e，　06　1，　06　2’，89　8，　06　12，　7e

16　50　313　536　206
0，　36　！，　11　6，　029　9，　40　4，　38

0，　37　i，　11　6，　22　12，　17　7，　59

267　208　159　96　48
　5，　91　4，　62　3，　e6　1，　69　1，　02

　6，　13　4，　62　3，　16　2，　19　1，　75

198

　4，　40

　4，　56

286　104　72　．9，8
　6，　35　2，　19　1，　．9．6　O，　60

　6，　35　2，　27　1，　63　1，　04

45（leO9．／）　44（97，8）　41，5（79，8）　51（89，5）　27（s7，4）

O（　O％）　1（　2，2）　10，5（20，2）　6（le，5）　20（42，6）

45（iCO％）　34（75，9）　41（78，9）　2．9（38，6）　7（14，9）

O（　e9．f）　11（24，4）　11（21，1）　35（6i，2）　4．0（85，1）

4、結果の検定

　本年度の分析は，雑誌ま6種申より該当内容延べ2，468頁を選び，さらに246

ページを拠・て行った小規摸のものである。上記の数値が，ABCDE各グノレ
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一一 vの全体を推定する資料として十分でないことは書うまで屯ない○現在の

所では，仮設的に設けた五つのグループが，果して段階的な順序になってい

るかどうかさえ証明されていなV・のであって，むしろ，それ・を知ることこそ

われわれの関心事である。したがって，マン但BM・n・）の検査によらて，

A8CDEが一定の傾向を示しているかどうかの検定を試みるO

ABCDEのあらゆる組み合せについて，分析した要素の含まれ方の多少

を比較すると次の通りである。

　
　
　
　
遭
・
ζ
、

　
　
　
　
雪
　
　
、

　
　
　
＼
＼
寝
せ

　
　
　
紐
み

B
C
D
E
C
D
£
D
E
E

A
A
A
A
B
B
B
C
C
D

のの

　　　俗
数数号語な重語け絵

2　3　7　lo　12　13　k　ls　1914　rJ’　6　8　9　11　16　17　18

。，会片振入二二さ一一挿心外固抽翻で’

愛翫・陰含繍・

くくくくく〉くくく
くくくくくくく＜k
＜くくくくくくくく
くくくくくくくくく
くくくくくく＜〈〉
くくくくくくくくく
くくくくくくくくく
くくく〉＜くくく＜
くくくくくくくくく
＜〉くく〉くく〉く

　　　字萎超訳あ
長長符鹸名言姿・

ささ号量語詞語体体

〉〉＞〉〉〉＞〈〉
〉〉＞〉〉〈〉〉〉
＞＞　〉一　＞＞＞＞＞＞

＞＞＞＞＞＞＞＞＞
〉〉〉〉〉〈〉〉〉
＞＞＞＞＞＞＞＞＞
＞＞＞＞＞＞＞＞＞
＞＞＞＞＞＞＞＞〈
＞＞＞＞＞＞＞＞＞
〉〉〈〉〈〉〉〉＞

T　110　9　10　9　9　9　10　9　91　10　lo　9　10　9　8　10　9　10

このTをマンの数値表によって検定すると，ABCDEの配列は固有名詞でさ

えも，信頼慶95％でそのランダム性が棄却され，一定の下向的（後半では上

向的）傾向をもつと言える。したがって，金項目とも，ABCDEは段階的な

一定の傾向をとっていることが証明され’ることになるo

F・本年度のまとめと見通し、
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　ABCDEのおのおのについて，要素分析をした結巣，　ABCDEは項目に関し，

下向的あるV・は上向的鑛向をとっていることが証賜された。この下向的ある

V・は上向的傾向は，常識的には，ともに読みにくいものから読みやずV・もの

への傾向であると考えられる○

　ところで，さきに順序づけのテストを施した結果では，ABCDEの読みやす

さの順序は証明されす，また，「読みやすV・理由」を閥うた結果でも，「読み

やすさ」の一貫性を求めることができなかった。したがって，要素分析の結

果としての一定の傾向が，真に「読みやすさ」の傾向であるとV・う証拠はな

いし，また，分析した要素が真に「読みやすさjの要素であるとV・うことも，

いまだ常識を禺なv・o

　したがって，今後の残された問題としセ，これらが「読みやすさ」に関す

るものであるかどうかを，ぜひとも検定しなくてはならなV・。そして，もし，

これらが「読みやすさ」に乱するものであることが証明されたら，尺度化の

ための確実な資料を得るため，この方向にそって，調査を拡張したV・と思っ

てV・る。

　　　　　　　　　　　　　附　　　　　　醤己

　この報告を書き終えてから，その後「読みやすさ」とV・う語の三味を種々

検討した結果，「読みやすさ」とV・う概念を読解力の発達段階によって規定

すれば，客観的に読みやすさの段階づけをすることが可能であると思うよう

になった。

　一休「読みやすい」という語は，報告中にも記した通り，入により，時によ1）

種々の次元で用いられ，活字の大小，漢字の多少，語の難易，文の長短，ル

ビの有無など．，いずれも場の相対性によって「読みやすさ」の原囚にもなれ

ば，「読みにくさ」の原因にもなって，そこに一貫した「読みやすさ一般一1を：

求めることができな＼（。したがって，やれ劔τは相対的場に支配されるr読

みやずさjを離れて，別の観点から「読みやすさ」a）客観性に接近して行く
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必要がある。

　ここに，読解力の発達段階による理解の有無によって「読みやすさ」を規

定してみる。たとえば，高V・読解力の持主は，活字が大きく，かな書きの多

い文章を主観的に読みにくV・と感じても，読んで理解するのには支障を来た

さなV・が，このような交章にだけしか接しない読解力の低V・子供は，主観酌

に読みにくV・と感じなくとも理解するg）に最大の努力を払っている。・もちろ

ん，これ以上漢字の多い文章は読めない。この場合，この三章の「読みやす

さ」を読者の網封的な主観によって規定することは不可能であるが，読解力

という観点からならば，明らかにrやさしい」と断定することができる○そ

れは読解力の低V・子供にも読んで理解することができたからである。

　一定の段階の読解力では，理解することのできる文章に限界があり，それ

以上のものは理解することができないという一線があろう。それはテストに

よって，客観的に測定するaとも可能である。したがって，丈の難易をこの

講力の騰に対応させて規定するならば，「読みやすさ」熔翻勺な規準

によって段階づけされることになる。

　本年度分析した鷲誌ABCDEの各グループは，読解力の異る読者層を対象

として，それぞれの読解力に合わせて編集されたものであると老えれば，A

からEに至る文章は，むつかしV・ものからやさしいものへの段階をとってVO

るといってよい。1ノたがって，以上の考えが正しV・とすれば，分析の結果，

段階的な傾向をとってV・るととの明らかに急っfU各要素は，明らかに上述の

ﾓ味での「読みやすさ」に直接麗係してV・るといえるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森岡）
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スポット・アナウンスの

理解度と効果の研究

　放送文化研究所への委託研究は，！949警三以降，放送における雷語的条件と

理解度との関係を課題として来たが，本年度もその研究の継続として「スポ

ッ1・。アナウンスの理解度と効果の研究」を取砂あげた。

A．理 由

　スポノト・アナウンスぱ放送言語の中でもっとも短V・形態に属し，しかも

その極度の圧縮を通して大き’な効果が期待されている○効果の有無は，究極

すれば，理解の有無にまたねばならす，～二の放送が短かけれ，ば短い程，理解

されやすV・華語的条件をそなえていることが必要である。しかも，調査の側

からいえば，スポットの性質として表現が簡潔で言語的条件を比較的明確に

分類することが可能であるから，複雑な条件の入のまじってV・る他の場合よ

り，理解の難易を決定すう条件を見出すことが容易であるかと恩われ’る。そ

こで本年度はこの放送の理解される度含とその効き目につV・て調査すること

にしたのであるQ

B．方 法

　上述の課題に接近するため二つの方法をとった。

　（1）実験調査（第1次，第2次）

　丈の構成，放送隠間の長短に関して，一定の条件を設定し，その条件にも

とづhて問題を作成し，理解度のテストをする。条件と理解度との間に報閣

が見られるならば，その条件こそ理解の難易を左右するるのと認められるQ

　（2）通僑調査
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　特定のN理Kのスポット。アナウンス（ステーション。ブレーク）を指定

して，被調査者に聞かせ，あらかじめ用意した調査用紙の質問に回答を記入

してもらって灘解度と闘心意を褥，路。ζれによ・て・現行のスポ・・　F●

アナウンスに：関する問題を発見する。

　　　　　　　　　　　C．実施と結果

　（i）第！次実験調査　　　　　　　　　　　　　　、

　問題の作成ltCあたり，言語的条件を次のように定めた。

　（a）文の構成

　　　A客観調（よそよ塗しV・感じのするもの）

　　　B説教調（押しつけがましい感じのするもの）

　　　C呼掛調（親しみを感じさせるもσ））

　（b）長　短

　　　1＝15秒　　2＝30秒　　3・＝　15＞

上の条件を組み合わせて，Al，　A2，　A3，　B！，　B2，　B3，　C1，　C2，　C3のg

種の聞題を作り，3月26　S　早稻田大学心理学：教室におV・て，被調査者27名

（おもに学生）に対してテス｝・を行った。被調査者に9種の問題を録音によ

って聞かせ，i理解，閣心などの質問に回答を：記入してもらうとV・う方法をと

ったのである。

　集計の結果によると，麟欄の短V・もの（15秒）は陽らかに理解されやすか

ったが，2と3とでは時下による差があまり認められなかった。またABC

に闘しては，Aが弛のBCよウも点数少く，客観調でよそよそしい感じのす

るものは分かわにくい原因になってV・るのではないかと思われた。

　（2）通信調査

　現行のNHKのスポッ5eアナウンスにつhて，理解の有無，感じのよし

あし，放送の速さの適不適，前の番組とのつながり工合などを検討するため，
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日黒八中，足立二中の生徒の母姉に対して通信調査を「fifつた。方法は，学校

の協力を得て，あらかじめ調査用紙を被調査者に配布し，5月！El放送され

る予定のr防火」「防犯」「防疫．」のスポットを聞V、て，質問に対する回答

を記入し．てもらうとV・うやりかたである。（なお実際には「防疫」に間する放

送は演出の都合で取り止反）になった。）調査用紙の回叡成績，および回答数

は次の通りであった。

　　　　　　　生徒在籍数　　　　回収赦：数　　　　嗣答記入枚数
　　　　　　　　（配布枚数）
　　目黒］＼；二1・i　　　　　　　　613　　　　　　　　　　　　389　　　　　　　　　　　　253

　　足立脳中　　　　915　　　　　702　　　　　333

　集計の結果は，すなおに直接法的に表現されている「防火」の放送が，比

喩まじりのしゃれた聞接的な説き方をしている「防犯」の：放送より，明らか

に理解されやすいごとが分かった。まブ乏前の番組とのつながりに関しても前

者の方がよいとv・う回答が多かった。

　なお，tの調査では，スポット全体についての意見も書いてもらったが，

かなり興味：ある結果が出て来疫Q

　（3）第2次実験調査

　第1次実験調査の結果ヒ文の構成と長短に闘し，より強V・差をつけるとと

が望ましく思われた○したがって第2次調査では萌瞭な差がつくように努力

して問題を作成した。閥題の内容は，「赤い羽募金」「緑化週間」「鳥取市

災害たすけあい運動」「防火」「防疫」「防犯」の6種を選び，これに，

　a，A累客観調　B漏説教調　C漏呼掛調

　b，1＝！0秒　　2＝40秒　　．3・2分

の土語的条件をあてはめて，6種の問題を三通ウ作った。テストの方法は7

問題を録音して，一組40人からなる組の被調査者に聞かせ，理解や関心に関

する質問に答を記入してもらうことにした。なお，被調査者は早隠田大学の

丈学部・教育学部の学生でほぼ等質と思われる06月22日に実施したが，一組
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に対し！時間すつ実験し，箕際の出席者は合計112名であった。

　集計の結果は，「防火」のABが竜・〕とも平均点高く，「緑化週閤」のABC

がもっとも低いのが目立ってV・る○しかし，大体において個入の点数に比例

し，点数の高V・ものが正答数も多いとV・う結果になって，等質と思われる学

生にあっても，個人の能力差が言語的条件の差をおおってしまった。しかし，

第1次実験と同じく，放送時聞の短V・ものは理解されやすV・ことは明らかで，

理解度と放送時聞の長短との聞には確かに関係があると思われる○ただし，

関心と朗読の速さは，理解に閣係があるとは認められなかった。

　　　　　　　　　　　　倣送刻ヒ研究所伊達氏の報告による）
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’

白河におけるバーーソナリテ／

　　調査と薪聞調査

A．　目 勺白

　1950年鶴岡に器いて言語の実態調査をした際には，共通語化と社会的要因

との関係，および共通語化とパーソナリテaとの関係を問題にし’lt’f．その前

年！949年白河における実態調査では，前者につV・て調査し，後者の問題には

触れなかった。そこで，白河に語いてもパー一一ソナリティ謂査を行V・，鶴岡に

おける結果と比較して，共通語化とパーソナテリィとの／綴題をさらに明確に

把握することを意図したのである。

　なお，これと合わせて裂離調査を行V・，新聞がどんな風に，どの程慶まで

読まれてV・るか，という読級状況の調査をして，調査方法の検討をするとと

もに，マス・コムa＝ケーションの効果とパーソナリテiとの関係を解明する

手がかりを得んとしたo

B．書卜 画

（ユ）被調査者

　19　・i・9年三河におV・て言語生活の実態調査を行った際，調査の：対象とな一，た

476名の中から，（「雪語生活の実態一白河市および附近の農村にわける一」

i参照）　音韻，言語判定，学歴，性別，年融などを基準としてダブル。サン

プリングして100名を選ぶこととした0100名とbう数字は，鶴岡におマ・て

もこれとほぼ回数を選んだこと，および費用，時間の関係からこれを限度と

すべきであったことの旋めである。

（2）パーソナリテaの調査
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綱調査と同じく，∴、レシャ。…テストを主にし，これに淡路式検査

を併用することにした。

（3）叡聞調査

　（a）留め置き調査

　新聞を読むか否か，’読む記事の種別，読む態度など14項隅からなる質問書

を一週漏壷に配布し，画接の際に回収する。

　（b）面接調盗

　面接当日読んだ記事の記憶と難莚解，時事間題の理解度などi6項目について

面接質問する。

（の調査者

　薪聞協会と共同して調査するtととな9，東大心理学専攻の学生の協力を

得た○

　日本新聞協会　　　　伊藤混一

　国立國語研究所　　　森岡健二

　東大心理学科学生　　井崎　均

　　　　　　　　　　C．実

（1）調査期間　　　　　　　　、

　1951年11月19日～24日

（2）被調査奮

亀井一綱

安田一郎

　　施

　2年前の被調査者中から選ぶのであるから多少の移動のあることが予想さ

れ，100名のほかに差しかえを用意して現地に行った。実施の結果，調査可能

のもの，差しかえたもの，および事故の内訳は次の通りであった。

…名中野票讐鎌の麗，
差蹴・・副鶉欝㌶のll嚢

箏
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調査不可能の？1，の（45名）の内訳

　　転揖　　　　　27名　　　　　　死亡　3名

　　轍礫など）9名　　棚銘
結局全休を通じて35％のものが調査できなかったことになる○これだけ不能

者が掛たのは，サンプルの根拠が2年前のものであったからであろう。

　　　　　　　　　　D．整理と今後の見通し

1．　パーソナリティ調査i

　現在個7（の被調査春ク）スコアリングを終え，由河全休の平均を算即した所

である。これによって，白河の文化変容の段階すなわち社会的ノルムの大体

を推定することができるかと恩う。参考までに，十六合農民，鶴岡市民，東

京高校生と比較すると次の通りである。

　　R（反応数）

　　T（反応時間）

　　F（形反応）

　　M（動反応）

SUiRC（色反応）

　　A（動物反応）

　Ct（概　　念）

＋六合

22，　6

92，3秒

74，　8％

　O，　68

　0，　．5

63，　1％

一53，　O

鶴　岡

　18，　8

　60，　0

　54，　1

　2，　02

　1，　57

　60，　5

－48，　9

　貞　河

　18，　2

　53一，5

　62，　4

　1，　7

　1，　45

　6！，　1

－38，　5

京東

372

0
0

84

784

304

29
σ

644

9
σ

5　［

鶴岡と白河とは，いすれも十穴合と東京との中間にあり，しかも乎均が近似

してV・るととが注意される。

　今後は，以上の7xS　一．ソナリティ。テストの結果と言語点薮，社会的要因との

関係を明らかにするとともに，薪聞調査に対比して，マス・コムニケーション

との関係を検討したV、と思っている。　　　　　　　　　　　　　　．

2，新聞調査
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　新闘調査はすでltC集計を終って，伊藤曝一氏によって，結果が新聞研究18

（H本新聞協会発行〉に報告されている。多くσ）調査項目についての報告で

あるから，ここに要約することはむすかしいが，読まれている記事について

雷えば，もっとも多く読まれているのは地方版，祉会面，小説であり，もっ

とも入に読蛮れていないものは株式市況，広告，解説となっている○読んで

いる入について喬えば，調査当日すでに薪聞を読んでいた入は28入t’C：L，この

グループの入々は時緬問題についての理解度が他よ1）非常に高い。まンそ，闘

心が全般に行きわたっていて，第1面，第2面に対する閣心も他より高く，

このことは外電，朝鮮ニェース，膿内政治につV・て特にいちじるし㌔へ。次に

　　　を調査方法の反省としては，丈a）菊醗i調査は，面接法と：交書による方法を併用

するのが効果的である○（b’読者の背景となってV・る物質的精田沢状況につ

いての情報をでぎるだけ集める亮要がある○（c．新聞を増回して現物を持参

してこれに直接符号をつけることができるようにすれば確実性を：増すこと

ができ・る。以上3項目があげられている○　　　　　　　　，

　なお，今後の整理としては，個々ぴ）被調査者の読紙状態を採点して，これ

とパーソナリティおよび社会紀要園，鷺語点数との関係を明らかにしたいと

思ってV・る○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森岡）
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文字配列の合理化に関する

実　　験　　的　　研　　究

　　　　　　A．この問題を取ウあげた理由とN標

　昭撫24年度，25年度年報に詳述してあるから～二こに蒋述は略す。

　　　　　　B．前年度までの調査研究のあらまし

　昭和24年度には可動性義眼に菱わらの積杯をと1）つけ，読書に際しての眼

球運動を記録する襲置の考案創造に成功し，極めて，大まかながら，それに

ついて知ることが掛来た。昭和25年度末には，健康な眼に癒めて軽：量な鏡を

はりつけ，これに平行光線をあてて，これを等速度で廻動ずるブロマイド上

に反射させ，これ，に：よって，読書におけ5眼の運動を把握しようとし，その

装置を考案作成しこの実験研究がまさに始まろうとしていた○この身体面か

らの実験的研究と並んで，V・ろいろの文字配列による読材料を作り，テスト

によって，ます行の長さの優劣順位を求めた○そしてこのテストは，延べ450

入を時間制限法（Time－Limit　M・th・d）vaよって行い・署蒲で大ざっぱなが

ら，あらましの成果が得られたO

　　　　　　　　　　C．調査研究の担当者

　所員草島時介が担当し，補助者2名がこれを助けた。　　　　　　。

　　　　　　　　　　　D．計　　“　　画

　本年度の計麺は大まかに雷って，文字配列における合理化の問題を眼球運

動の記録による実験研究とテスFによる研究の爾方面から進めてゆきたいつ
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もりであった○ますその第1は昨年度に作成した装置（小鏡片を眼球自休に

とりつけ晴室内にて平行光線をあてて，その反射する光線を等速渡で廻転す

るブ資マイド上に把握する装置）を用いて，さまざまな：文字配列による文を

読ませ，これに該当する身休面の様相一わけても，眼球蓮動一を実験によっ

て究明してゆくことにあった。健康なる限を用いることにいささかの丁丁を

おぼえ，その準鋪操作として，やはります動く義眼により，次に健康な眼に

よって，翼験をなしとげるづ？1，）1であった。

　本年度計画の第2は，理論的には完全とは信ぜられなかったが一一応昨年度

　　　　　　　　　　　ミ
に行った，時聞制限法によるWork－Limit　Me捻odにより，さらにテスト研

究を進めるつもりであった。そして昨年度は，だだ行の長さをいろV・うにし

允横書きの文（9ポ，行間隔3，5ミリ，5字詰，8宇詰，12宇詰，15字詰，20

字諮，25字詰横組み：文）のみを用いて，テストしたが，今年は，さらに同じ

文字詰で縦繕みも作り，縦，嫌いすれが能率的であるか，縦行と横行におい

て，どんな長さの行が能率的であるかの順位をも決めようとした。

E．実　施　状　況

1．眼葦求運重力言捨録肇こよる鍵験的穆雫究の一肩二巴乏兄

　光線樹；干による実験装置を用V・る，読みにおける眼球運動の記録は；健康

な眼自休に：四鏡片をとりつける操作に，なみなみならぬ困難をおぼえ，その

前段階的実験として，やはり，ます，動く義醸者の義眠にとりつけ，他方の

二等な隈で読ませて，これと呼応運動する，動く町回の運動を記録する方法

から始めた。

　この実験には甚しい隔子があった。その闘難の第1をt7，このような特殊な被験者は，

数において濾めて少ない。したがって少数の被験者について仔細に擦オぐするより他に

道がない。正しいサンプリングにより，統計的正確を期そうなど思いもよらないe’文

享通り二三の個入実験でなければ出来なV。絶対的に正しい条件変化的の笑験を行う

ことは極めて隣難である。
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　その第2は，被験者の瞑の健康事由，実験装置の種々の制約や二二」これらの亥障

なき好条件Pt・一一・致することは極めてまれであることである。

　その笙3は実験操作が，おそろしく型押で熟練を要することである。たとえば動く

講眼台に養グラムの破鏡片の表裏を見わけ瞬きを禁じてこれをとりつけ，あるいはと

わはずす等々。あるいは反射ナる光線を約20センチx9方のブ・マイ噸上に懸握する

こと等々。（瞑球の動かし方により反射光線の眼球部位における小角度の解1逸も野駈

光鞍の先端は黙しく運動範囲を拡大し，これを小さたブT＃マイド上に落とすことが出

来なくなる）

　その第4は，擁きつけられたブロマイドを現像し，さらに現像された亀のを時聞線

によって，’ ｳしく解釈することが極めて困難で労苦を要することである。

　このような困難や障壁にはばまれて所期の実験は遂行することが出来なか

った。すなわち，この装置によって，縦読み，横読みの比較をするまでには，

立ち至らなかっ）セ。縦読みの難球運動を記録するには，さらに樹梱の装置を

案出せねば，不可能であることを知った⊂，また，動く義眼者を用V・て行う，

いわば前段階的実験よりも進むことは不可能であった。すなわち，健康な眼

を用いては，未だ巽験はほとんど嵩来ないことを織ったのである○そこで実

験の目標をせばめ，ぴとます上記の装置を用いて動く義眼者を被験者とし，

横行における行の長短の効果をさぐることにした○その結果として，9ポ横

書き，行間隔3，5ミリで5字詰，8字詰，！2馬身，15字諮，25宇1諮の丈章を

読む場合の劇評蓮動の全貌をほぼ明らかにすることができたのである。した

がって，縦読みにおける眠球運動の記録実験は別個の装置で行わなければな
　　　x
らなくなり，これは，後Hの課題として，幾ちこととなった0

2．テストによる研究の実施状況

　こ　AZは，都内，都下の中学校および高等学校において，おのおの2年生を

用V・，前述したように，昨年の集団的方法を全然すて；もっぱら作業制限法

による個人テストを，延べ約500入について行い，縦読み，横読み，そのお

のおのにおけるいろV・ろの長さの行の読みにつV・てテストした。このテスト

は眼球運動記録による実験研究と，テストによる研究の両成果を得られたの

で，これらを照し合せてひとます暫定的な結論が得られた○しかし縦，横の
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比較においては，テストによる研究は一応出来たが上述したように：，縦読み

における眼球運動を記録する装置の案出作成の園難等にはばまれて実験によ

る成果がまだ得られす結論に到達できなかったのは遺憾である○

：F．研　究　成　果

1，眼球運動記籔による実験艶研究成果

　ます眼球運動記録による実験的研究につbて述べる。

（A）実験研究鼠標一横行の長さの効巣を知ろうとすることにある。

（B　実験装置一昨年度に考案製作した光線橿秤を利用する読みにおける眼

球運動記録装置を用いた。（詳細は昭恥25年度国立蟹語研究所年報参照）

（c）実験面一草島時介（他に補助者2名）

（D）被験者一一国立東京第二病院内に入院中の動く義眼をとりつけた患者3

名（伊藤，佐々木，坂本の三島）

（E）実験場所一国立東京第二病院　眼科病棟内　誘爆

（F）実験材料一柳田国男編，新しい国論四年より適当に選び，それを9ポ

5字詰，8宇詰，12心惑，ま5字詰，20字詰725字詰，の横組みとし，行間

隔は，35ミリ，総虚数は100～200字である。

（G）実験方法一被験者には平素の読みよ1）しbて速く竜なく，また遅くも

なく，読んだことが分かるように普通の気持で上述の読材料を：音読するよう

に命じた。（音読はテストによる研究成果と対比するにあたり条件の厳正と

いう点からもとより希望する所ではなかったが黙読を課すると，実験者は，

破験者の読んでいる部位を知る由もなく，さ）｝とて，長文を課し，後でその

理解記億を検査する程の長時間の実験は，この装置では不可能であっ＞iと。

呼吸其の他の要因が，・この条件では参加することは当然知りつつも読材料が

呼吸をしばしば繰返すほどの長丈ではなく，かつf’ここに音読，黙読の条件

変化が研究の前：景に出ている訳でもなく，しかも著しく蟻箪な条件統制は実

k
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験を不可能に陥れることを慮り，あえて心ならずも音読を課したのである○）

（H）その他一実験が済むと，ブロマイドを環像し吉秒をきざむ時間線をた

よ）／　tz停留，趣動，逆行運動，行間運動等を制別し，解釈し，おのおのを時

間的に測定する。

（王）実験結果について一

　判別し，解釈した　20葉（実際にはそσλ約3倍，すなわち五十数葉の記録

図を得たが測定計算しうるまでに成功したものは20葉にすぎなかった9：）の

記録図について，行の長短別による眼球運動の特質は次の通りである。

　（1）5字詰

　記録図によるにこのような短行を読ま：さ慾，ると，序1艮球はその停留，運動に：

おV・て極めて乱雑であり，一行中における惇留の数縛聞，型などにおV・て，

行聞運動等は全く発見出来ないほど支離滅裂をきわめてV・るといV・得る○君

いかえると，ある行では多くの長い停留をするかと思えばある行では僅かに

一欄のみの停留をし，ある行では少数の極めて短V・停留するかと思えば，あ

る行では長い停留に短V・停留を混じ，時には，ある行では少数の長V・停留を

したと見る間IC，次行では，多数の短い停留を繰返した）1する。5行詰の文

章を読む際には，眼球は，さながら，とまどいするかのように，：文章の進

行において，難易のほぼ均等なこの種の平易な文章におV・て眼球運動は，あ

らゆる点におV・て全然斉一性も均等性もなく，ただ費し雑であるとしか雷えな

・い○しいて一行中の停留数を求めればほぼ2掴であると言V・得るのみであ

る○これは不回れな短行を読むことに原因があろうが，この実験成果が単な

る当初に；捨いてのみでなく，十数國と回を軍ねても，同様な眼球運動をする

ことを発見してbる。ま）を短行：文を反復読ませた後，後述のテストを行って

見ても，中学・高校生を通じて，5字詰の短行が常に劣位にあることを見れ

ばこれは，必ずし竜，経験的要因にのみよるとは断じがだい。この刺戟布置

が体性の場に於てかような乱雑無統制な停留や運動を生趨せしめる一つの隙
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因をなしているものと考えられ，る。かってはHueyブt：ちが年来抱懐してい

た，短行優秀説は日本語の場合ではあたらないようである。

　（2）8字詰

　記録図によるに，5字詰に比すれ’ば，眼球運動においてやや支離滅裂の域

を脱してV・るように見える。一行中の停留数をしいて数えると3～4回であ

り，したがって一停留のspanは，2～3字位である。しかし，概述すれば，

8字詰においてもやはり，眼球運動は斎一性，均等性をかき，行閥運動も円

滑をかき，逆行運動も顯著にみられる○これも平素不償れな短行とV・う経験

的要函にもよると蓄えようが眼球運動のこの不偏一性，乱雑性は，体性面の

機能に緊密にまつわる二二辱賓置の機能，言いかえれば：交字配列のはブとらき工

合に：もよるものと断じなくてはならない。

　（3）12宇詰

　記録図によるに全般的に見て，～二の場合の眼球達勤は，前二者に比し，薯

しく秩序を得，運動と停留とは規則的に繰り返されてい↓ことを知る。精蜜

なる計算によるに，一一’fiの停留数は，3賑1乃韮6園であり，平均4．3回であ

る。一叢留におけるspanは，ほぼ3宇と推定され’る。また行開運動も極め

て円滑であり，秩序的である。しがも，眼球の逆行運動はほとんど発見され

ないことi・9，記録劉によって明らかである012字詰が温故にかくも能率的で

あるかの理由は，1この程慶の長さの行は，日賦なれている～二とにもよるが，

やはり，眼i球をしてかくも，斉一性，秩序性ある運動をなさしむるのは，身

体面のカと緊密にまつわる一戦布置の力にも重大なる原因があり，これが快

調裡に力二連賊することに：よると考えねばならない。

　（4）‘15宇言言霞

　記録図によれば，15字詰においても，12字詰の場舎と同様，眼球運動は極

めて好調であり，二二と運動とは極めて秩序的に交替している012字誌にお

いても，15字詰に：おいても一行中，停留がリズムを形成している観があるo
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精密なる謝算によるに，一一一一行の停糟数は4～・6回であり，平均5國である。

12面詰の場合と同様，行間運動も極めて秩序的に好調に行われ，眼球の逆行

運動もほとんど発見されなV・。その重大なる原因の一つとして，やはり：文字

配列の箪大なる効果と考えざるを得なV・o

　（5）20字詰

　記録図によるに，眼球運動は，ユ2字詰，15字詰の場合とは，その趣きを幾

分異に：している。図において明らかな通わ，行間運動は不円滑であり秩序性

が乏しくなって来る。さらに行の先端における多少の停滞が見られる。これ

は，次の行の先端を模索し，凝視点を方向定位するためになされる運動にほ

かならない◎12字詰，15字詰程度の長さにおV・ては，行の末端において，こ

の部が中心窩Fovea　Contralis近在に：おちてv・る際，次の行の先端は，そこ

からさして程遠からぬ，視神経も著しくまばらならぬ部位に落ちている閣係

上，間接視野内におV・て，熱しく荘漠とはしてV・ない。が，行が20字詰とも

なれば，行の末端を凝視し，ここに停留している際，その間接視の中に，次の

行の先端が，さして明瞭には映じない0したがって，次の行の先端へ眼球が

逆行運動をするためには，改めて，その灘位を凝視し直すか，あるいは何ら

かの方法によ）1，そこを模索し，方向定位せねばならない。かくて停留点を

局所限定するには，冗長なる労苦を必要とすることになる○このために，行

が延長し20字誌の行ともなれば，行閉運動は，ようやく円滑性f秩序性を失

V・，そitに生心の機制上破綻が琶ざして来る○これが，9ポ15字詰を越える

とようやく起って来るものと解することが出来る。恐らくその一つの限界は

9ポ16宇，あるいは17字近在に探るものと儒ぜられる。後述のテストにおv・

て知らるるように，中学生におV・て，20宇心行の方が15字詰行よbも能率的

であるかに結果したのは，経験的要因が，この生癒的要因に打勝ってV・たも

のと見るべく，これは，やがては，高校生におV・て，生理的要因が経験繭要

因を征服することを見れ’ば，経験のカよe），場の力の方が圧倒的であること
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が知られよう020字詰行におV、ては，停留数は5～9団，平均7回であり，

一一笳ｯspa且における把握字数は，平均3字目ある。

　（6）25字詰

　詑譜図におv・て，～二の場合にも，20字詰と同様に，行間運動の困難が著し

く目立ち，逆行運動の数が増していることが明らかである。行の長さは，15

字詰を越えると，非能率的になることが知られる。25宇濡行におV・ては停留

数は7～9圖であり，平均8．5回である。この場合の一停留spanの書巴握字数

は，平均約3字である。

　（7）各：文字配列の比較

　以上述べた9ポ5字詰，8字詰，ユ2字詰，15等二面，20等二詰，25字詰の横行

を還観比較して，読みの能率の優劣を検討しよう。

　刺戟布謹としての文字配列は，12字詰よ1浸5宇詰あたりが最も能率的効渠

的であIJ，／z　RXよ鉛短くなっても，長くなっても，人の解剖的機制，生理日熟慮

綱にとっては都合が悪くなって来る。9尉2宇～15字詰の長さのあたりで，

樽えと壊滅布置とが最も効果的に嘉慶漏壷することが知られる。もっとも，

これは，通常の読書における正視距離を条件とするものであり，その変動は

もとよ1），これに影響するものと信ぜられる。行が建字詰よ1）短くなってゆ

くにつれて，眼球の停留，運動は次第に乱雑畷三をまし，行における停留の分

布，その数，その時間，型はいよV・よ不斉一性をあらわして来る○殊に5字

諮などにおV・ては著しV・o逆行運動も頻発し，行聞運動も極めて無秩序であ

る○逆に，行が15論詰より長くなるにつれ，面癖の分布，その数うその時

間，型なども，幾分斉一性を失っても来るが，特に目立つ体性面への変動は，

眼球運動の行間における乱雑性，眼球の逆行運動となって現れて来る○これ

は，後述するテスbの結果によっても知られる乙とで，中学生におV・ては，

経験的要因などに欄約されて，しばらく20字詰あたりが最も有効能率的であ

るが，～これが中学謙程を終え，読みが習熱し’て来る高校生ともなれば，解剖
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占勺機｛秘，　生理白勺｛幾指iRま，　イ也（7）要

因を圧倒して，簿えは，よく刺

戟布置としての文宇配列と有効

的に力動連産して来る○そし

て，テスFに：嶽いても，12字～

i5字あたりにおV、て最高能率を

あげることが記三晒さ敢’るが，ほ

ぼこの研究と…致している。

：＝今までを要約結論するに，こ

の書体，9ポ，横組み，行聞隔

3，5ミリで，この程度の漢寧かな

の混合嵐困難度の文章ば轟い

ては，この程度の読者は，12字

～15宇詰をもって能率が一番高

いと恥い得る0

2，テス瞬こよる研究成果

　文字配列の効果を研究するに

あたって，刺戟布置の場である

：文字配列を，と縛しにまつわり合・

う構えの休制の場で南る眼球運

動「di，実験研究によって調べる

かたわら，研究糸吉果7）妥当｛生を

高め客観性を得べく，テスト法

を利用し，：交字配列，特に行の

長さの効果について調べ，これ

を参考とした。昨年度は，都下
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の中学・高校生徒450入Vz　1時期制i賠（Time－Limit　M・thgd）で・集団テス

トを行V・，既報のような結果を得た。もともと，如何に平易なものにもせよ

文脈的体制ある，一定の文章を，集団的に一定時間読ませて7その長さを測

ることにお・V・て，たとVb，知覚的基盤的機能に：重点をおくとは雷え，そこに，

理論上，方法上無理ヴないとは言えなかった。本年度は：文脈体制ある：交章を

逐＿読ませ，方法は作業制限：法（Work．Li1鷺it　Method）におきかえ，やや精

細にテストした。そして昨年度得られだ大ざっぱな結果すなわち極端に短V・

行（たとえば5字詰）は果して読みにくV・とV・うこと，また，12字，115字，

25字詰はほぼ同程度の能率をもつが，わけても20字諮がかすかに優れてv・る

という結渠を：再検討し，さらに，これをもう少し詳しく調べて見よう○そし

て，横行における種々の：交字配列につbて，効果の順位をテストにより発見

し，眼球運動の実験研究の参考資料ともしょうとしたのである。

（A）テスト材料

　テストに用いた読材料は，柳田国男編，新らしV・国語，小学校四年下，「しゃ、

しんちょう」である○総字i数ほぼ1980字の：文章を最：も｛吏用度が高いとされて

V・る9ポ・イント活字で，行間隔を3．5ミリとして，各行の字数を5字，8字，

12字，15字，20字，25字の6種として印刷した。これが縦と横二通り作った

から，計12種：類である○

（B）被験者と験思者

　　　被験者一都内および都下の中学2年生，高校2年生，延べ約500名

　　　検愚者　　草島時介　（他に補助者2名）

（C）テストの実施方法

　検査者は，被験者一人一入につぎ，材料を読了するに要する時間を測定し

読後に理解テストを行V、，おのおのの理解度を検し7ho読む時には，平素読

む時と同じような気持で，鰍読するように命じた○読了後に理解テストを課

した。これは，文中の諸所に室欄を作っておき，4個の選択肢を入れて，正し
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横書き

5字 ！2字 15宇

　～二の間、

久しぶりに

家に帰って

来だ誠一に

いさんが、

　tの聞、久しぶりに家に

帰：って来た誠…一にいさんが、

V・よV・よあすは北海道へ帰

ることになりました。に二V・

さんはまた向こうで土地の

　この問、久しぶりに家に帰：って

来た誠一にV・さんが、いよいよあ

すは北海道へ帰ることになりまし

た。にいさんはまた向こうで土地

の開こんを続けるのです。おとう

8字 20字

　この聞、久しぶ．

りに家に帰って来

た誠一にいさんが．

v・よv・よあずは北

海道へ帰ることに

　この聞、久しぶりに家に帰って来た誠一に

V・さんが、いよいよあすは北海道へ帰ること

にな1）ました。にV・さんはまた向こうで土地
熟

の開ζんを続けるのです○　おとうさんやお

かあさんは、にいさんの着物のせV・りをした

25字

　この聞、久しぶりに蒙に帰って来だ誠一にV・さんが、

V・よいよあすは北海道へ帰ることになりました○にいさ

んはまた向乙うで土地の弾こんを続けるのです。　おと

うさんや：鉛かあさんは、にいさんの着物のせV・りをした

ll　vにもつを作っ）；こりして、朝からたV・へんV・そがしそ



一
ゆ

B。

簿

縦 嵩 糞

　 5 字

　 こ の 閉 、

久 し ぶ り に

家 に 帰 っ て

来 た 誠 一 に

い さ ん が 、

　 　 　 　 　 把 字

　 こ の 闇 、 久 し ぶ り に 家 に ・

帰 っ て 来 た 誠 一 に い さ ん が 、

い よ い よ あ 二 一 汁 陣 北 一 海 温 雌 へ 繍 儲

る ぐ と に な り ま し た ○ に い

さ ん は ま た 向 こ う 矯 土 地 の

　 　 　 8 肱 づ

　 ζ の 聞 、 久 し ぶ

り に ｛ 孤 に 帰 樫 っ て 来

た 誠 一 に い さ ん が 、

い よ い よ あ す は 北

輪 儒 嚇 魁 へ 欄 矯 る こ と ど い

　 の
　 　 　 　 こ の 聞 、

　 　 　 　 　 　 1 5 字

　 こ の 聞 、 久 し ぶ む に 家 に 帰 っ て

来 た 誠 一 に い さ ん が 、 い よ い よ あ

す は 融 北 海 道 へ 帰 る こ 乏 に な い ノ ま し

・ た 。 に い さ ん は ま た 向 こ う で 土 地

の 關 … こ ん を 続 け る の で す 。 お と う

　 　 　 2 0 字

　 こ の 闇 、 久 し ぶ り に 家 に 帰 っ て 来 た 誠 一 に

い さ ん が 、 い よ い よ あ す は 北 漁 属 週 へ 帰 る こ と

に な り ま し た 。 に い さ ん は ま た 向 こ う で 土 地

の 開 こ ん を 続 け る の で す 。 　 お と う さ ん や お

か あ さ ん は 、 に い さ ん の 着 物 の せ い り を し た

　 　 　 2 5 字

　 　 　 　 　 久 し ぶ り に 家 に 帰 っ て 来 た 誠 一 に い さ ん が 、

い よ い よ あ ． す は 北 海 道 へ 帰 る こ と に な り ま し た 。 に い さ

ん は ま た 向 こ 汽 、 で 土 地 の 開 こ ん を 続 け る の で す G 　 お と

う さ ん や お か あ さ ん は 、 に い さ ん の 蒲 物 の せ い り を し た

り 、 に も つ を 作 っ た り し て 、 朝 か ら た い へ ん い そ が し そ

，
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V・と思うものを選ばせる，V・わゆる，選択肢法をとつ允。選択肢には，適切

な庵のを選ぶためにあらかじめ高校生50人を用いて再生テストを行V・，その

中から選択法を求めプζ。かくて完成した理解テストは下に示す通りである。

　　例　この間，久しぶりに家に帰ってきた誠一にV・さんが，V・よいよあす

　　は（工東京，2．アメリカ，3．北海道，4．大阪）へ帰ることになりました。

　　ア　おとうさんやおかあさんは，にV・さんの（1．荷物，2．蒲物，3．1・ラ

　　　ンク，4持物）のせV、りをしてV、ます。

　　イ　そこへしんるいの入や（1。よそσ），2．知りあいの，3．近所の，4．家

　　　の）入たちがつぎつぎとお別れに1来ました。　　　　●

　　ウ　とれは（1．むね，2，あたま，3．歯，4．おなか）のいたむとき，とて

　　　もよくぎく藥です。

　　X　周ちゃんはそのようすをながめながら（1．しきりに，2．さかんに，

　　　3．ひそかに，4．L’すかに）何か考えていましたが，

　　オ　そのうちにV・そV・で（ユ．外へ，2。次の部屋へ，3．子供部屋へ，4．弟

　　　たちの所へ）飛んでいきましだ○

　　力　順ちゃんはしばらく考えてから「ぼく何をあげたらV・いかな。うん，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　　　卿
　　　この閥買った（1．本，2，濡しゴム，3．物，4。ろうせき）をあげようoj

　　　と葺V・まし1た。

　　＄：・　ドぼくもあげるんだ。ぼくは（1．クレヨン，2．消しゴム，3，本，4．

　　　ろうせき）にするんだ。」と善ちゃんが言v・ました○

　　ク　それから周ちゃんはふたりの弟といっしょに何かひそひそと（1・な

　　　いしょぱなし，2．話，3．仕事，4，相談）を始めました○

　　ケ　rにV・さん，これ，ぼくたちのおく1）ものです。」周ちゃんはこう言

　　　って，　（エコ写糞；ちょう，2。：お・くりもσ），3．紙つつみ，4．風呂敷つつみ）

　　　をにV・さんの前に出しました。

　　凝　表紙にクレヨンできれv・な（1．花，2．顔，3．一入，4・家族）の絵がか
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　　　いてあります。

　　サ　「ほNう○上原しゃしんかんか。」とにいさんは（ユ．にこにと，2・目

　　　をまるく，3．感心，4．麦度）しながら，表紙をめくりました。

　　シ　そのよごに「上原鉄治（1。51歳，2．50歳，3・53歳，4．52歳）とえん

　　　ぴっで書V・てあります○

　　スおかあさんは目じりにしわをよせて，やさしく笑っています○だが

　　　（1．顔，2．首，3．鼻，4．口）が少しまがっているのはおしいごとでし

　　　た○

　　セ　次が「順助，九さい」顔が少しいびつでしたが，順ちゃんらしく（1。

　　　やさしv・，2・元気な，3・まるv・，4・可愛らしい）顔にかけています。

　　ソ　次が「善太，七さい」頭でっかちですが（1．大きな，2。元気な，3．

　　　）1こうそうな，4．へんな）顔です。

　　夕　にV・さんは終りまで見てしまうと，しゃしんちょうを（1．机，2・ひ

　　　ざ，3。トランク，4・手）に乗せたまま，もう一度見かえしまし’た。

　　チ　そうか，みんなでなかよくこしらえたんだね。だから，こんな（1．

　　　上手な，2。良い，3，おくりもの，4・立恢な）ものができたのだ。

・ツどんな謎も蜘さんは（1．泣か該忘れ，3．さびしも4．心商己

　　　し）ないよ○遠い北海道にいたって家にV・るのと周じだもの○

　　テにV・さんは，しゃしんちょうを，トランクの一ばんおくへ（1・大事

　　　に，2．ていねV・に，3・きちんと，4．大切に）しまいました6

　　ト　みんななんだか，四分たちがにいさんの（1．荷物，2・トランク，3．

　　　心，4・カバン）の中にはV・っていくような気がしまし，た。

（D）とのテストの意義について

　知覚機能に重点を置きながら，伺故理解の醸に玄で立ちいったか，これについていさ

さか考えを述べよう。

　読みは再≡i述べた通り直接刺戟としての空聞的記号形態である文字と椿えを対極と

する精神酌物理的場の事象であり，自己な含む全体の場の構造を分化させ，ζれを成全
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してゆくとこ：うに理解がなさ瑳しると回った。この理解がなされ：るにはど5しても知覚

というはたらきを通らねばならず，婁は知覚は，読みにおける基礎的機能と雷わざる

を鴛ない。この「：交字配列の含理化の実験研究」はいろいろのカのまつわり合う読み

という事象のうち，　しばらく他のいろいろの力動関係を捨象して，特に知覚に璽点を

おいての研究であること岬費…述べた。こんな訳で，テス掃こよる研究を行うにあた

っても読み材料は主として知覚機能が主要因をなすように仕組み，他の要困とからみ

合わないように考えた。串学・高校生が極めて平易な／」・掌酋年の回報沖の文を読む

ようにしたのもそのためである。読みの鋪覚の場において，文字醐列の条件変化的要

因に，他の，高次の要因　　たとえば理解購難な怒考一一などが著しくからみついた

のでは，要囲分析に園難を来すことをおそれたからである、。

　しかし，この霊験が単なる知覚実験で1まなく，読みにおける実験である以上そこに

理解の聞題を全く可罰iしてしまう訳にはゆかない。極下すれば如侮に知覚しゃすいよ

うに文字配列（広い：意昧で）をしても　　たとえば，闘際な大きな楷書の活字で適当の

長さの行と行前歯で富田としての：交寧を醗列しても　　難解高遠な哲学患想などを読

ませれば，読み時闘は囎大し，理解度ほさがる。これは郡度問題であって，添テストに

おいて知覚事象を時闘で測定しつつも，これにまつわる理解の面を，紹対的に閑却して

しまわないでいささかの考憲をはらい，体性の場た；る眼球運動による研究の参考資料

とすべく，テストによる読み瞬間を見，さらに理解度をも滲幽した所以はそこにあるの

である。どこまでも，：交織醜列の合理化の集験白勺研究においては，知覚の場の研究が前

景にたち，　このテスFにおいて理解度の研究などが背景にひそむことは当然である。

　以上のような条件で各被昏昏ごとに読みの速さと理解度を測定した統計的

結果は次の通りである。

（E）結果の整理

縦書き横書きとその昏行の長さにおける読速度の比較は次fり通りである。

〔表1〕
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　〔表3〕　　　　　5掌　　　8掌　　　12字　　　15字

無縫錐・旙…，・982，・47・1，・9

馨購i舞・6，・89，・・28，・36・，・

　〔表4〕縦書き横書きにおける理解度の比較

　　　　　　　　　　中　学　　　　寓綾

　縦　　書　　き　　　　　　50，5％　　　　　54，5％

　横　　書　　き・　　　　　　50，4　　　　　　　　53，4

　〔表5〕

　　　　　　　　5字　　　8字　　　12字

申縦書き55，8％49，5％48，2％
学横書き53，6　49，4　5◎，3

寓縦書き53，2　54，　0　52，2
絞横　 書　 き　　47，4　　　56，7　　　55，3

（F）結　　　論

20掌　　25字　　針

36，3　6，7　49，3

63，　1　35，　4　72，　3・，

縦書き横書きとその各行の長さに：おける理解度の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　15字　　　20字

　　　　　　　　　　　　　　　　52，　8％　47，　．9，　％

　　　　　　　　　　　　　　　　54，　3　49，　1

　　　　　　　　　　　　　　　　53，0　61，7

　　　　　　　　　　　　　　　　51，9　56，3

このテストの結論は次のように要言することが出来るO

D速さについて

（1）縦読みと横読みについて（読み時間よりの研究）

25字

49，　7％

45，　5

0r2，　9

53，　O

　中学高校いすれも縦読みが読み時聞においてすぐれてv・る。これは縦の文

字配列のすぐれているととを：示している。また行の長短とV・う点から見ても，

どの論詰においても，縦読みが有意差をもって，読書速度がまさっている。

しかも，縦書きで最も非効果的長さの行の読み二間の方が，横書きの効果的

長さの行の読み蒋間よIJ少ない。

　その理由は，次の点に帰することが掛来よう。

　（a）生理的要因　eの面の眼球運動a）実験成果がまだeのテストに並行



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：一S

　してわ行れていないから論断は差し擦えるが，横行の時は掃＝翻艮が左方より

　右方に凝硯点を右転させるごとに左右の両眼の水晶体の調節を変更せねば

　ならなV・。しかるに施行におV・ては，左右の水鹸休はほぼ対称的に調蹄し

　つつ両眼を上位より下位に移動させるだけである～二とによる。したがって

　意識には浮ばなV・までも体性の場における仕：事は眼球運動のみに関する眼

　り縦読みに比して，横読みは大きV・と言わねばならない。この仕事の集積

　はやがては，停留の増蜘を招き延V・ては意識面に疲労となって現われると

　思う。この方面の眼球燗番の研究は今後の課題として残される○

　（b）経験的要因　　この被験者たちの縦読みの経験が横読みに比し，遙か

　に多い○現笑においてこの経験的条件を厳正にしょうとすることは，不可

　能に近v・。

　他爾縦読みの進歩峯と横読みの進歩峯をくらべてみると，横読みの進歩峯

の方が高V、○縦，横の差が中学生聞において，また高校生閥において学年の

進むにつれて，その差が減じてゆく○

　その理由は，次の点に帰することが禺来よう○

　（a）経験的要因　　中学から高校にかけて，横書きの読み材料が次第にふ

　えて来る。

　（b）横書きの方が練習効果が高い

　（c）初期においては刺戟布麗の場の力が異常に強く構えがむしろ圧鯛され

　てV・たのが読書力の発達につれ，ほぼ一一様な構えがもてるように：なりどの

　ような文宇配列に接しても読み手の知覚，理解の機能が分化発達したこと

　による。発達とv・う点から見れば，縦，横については以上のようだがまだ

　笑験のうら付けのなV・この結果から，縦，横の優劣を直ちに決し難㌔（○

　（2）行の長さにつV・て

　縦読みにおV・て中々生の場合，読み速度の順は，25字誹，20字需，5字詰，

蕗字詰，8字諮，12字詰である。そして，25字詰，20字詰が有意差をもって
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他を抜いている。高校生の場合は，15字詰，20宇諮，12字諮，8字諮，25字

詰，5字詰の順位である○そして前轍考が好成績を示している○

　横書きについては，中学生においては，読み速度の順泣は，25字詰，20字

詰，15字詰，5字詰，、8宇詰，12字詰である。この場合も特にすぐれてV・る

のは，前二者である○高校生の場合は，12字1誌，20字詰7！5字詰725字詰，

8字詰，5字詰の順欧である。これまた，前二者が特に著しい効果をもって

V・る。

　このように中学生，高校生ともに，縦読みにおV・ても，横読みにおV・ても

同様な傾向を示していることは特に注目に値することである。このように縦，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鄭
横ともに，申学生から高校生になるにつれて，短行の：方が有意差をもって効

果的に傾いて来ることが発見される。縦，横の関係も重要な要因だが行の長

さも重大なる要因をなしていることが示される。

　この理由は次の事実にありと考えられる。

　（a）生理的要因　　これは直接刺戟布罎たる文宇配列にまつib　1）合う構え

　の一分節面たる体性の場の構造，つまり生理的場の構造，さらに言いかえれ

　ば主として鳥飯運動（停留を含める広義）によるものと思われる。　（眠球

　運動の項参照）

　（b）行間運動に関する要因

　　中学生におV・ては，まだ高校生に比して，読書に慰する経験も浅く，眼

　球運動操作におV・て，未熟である。したがって3字や4字位の長V・行の読

　みにくさの方が，3字や4字少なV・旋め，逆比例して，面しげくなる行間

　運動よ！も楽であり，平易なのである。中学生程度の読者におV、ては，読

　書における眼球運動操作は，まだ円満には発達しておらす，時に同じ行の

　二度読み，一行とばし等も起る。彼等に：能いては行数の多V・ごとは困難を

　感じ，むしろ，彼等の読書能力の分化発達段階におV・ては行の長さのいさ

　さかの延長の方が行数の増加より適してV・ると考えられる。
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　　高校生におV・ては，中学生に比すれば，読書経験も深く，眼球運動操作

　において，さらに分化し発達している○したがって，猶閤運動にも，練習

　効果を発揮している。中学生に比すれば行間運動も平易に出来る○むしろ

　行間運動の回数は増すと遇，行において，聞接覗を利用し得る短行を喜ぶ

　もののように考えられる。（短行における水晶体調節の平易と間接親の利

　用という腐剰点と行闇運動という不利点とは交互に相闘し，その全体連関

　において考うべきものであるが，その一一一現象はこ～二に発見される。さらに：

読書に慣れた成人被験者を用いればあるいは極端なる短行グ）優秀が証され

　るかも知れな挙。笑験によらなければ論断出来ない○）

　（C）停留のリズムに記する要因　　縦読み，横読みを聞わす高校生が短手テ

　に傾ぐ理由は，一行中における眼球停留数が，3鯛あるいは4　ftu位になり，

　これが短命なものにもせよ殊に平易な読書においては，リズムをなして，

　これに乗って読書が進展してゆくことが考えられる○体性画における快調

　な運動リズムは他の分節面たる理解に影響し，円滑に理解を進展させてゆ

　く。長い行ともなれば，停留数も増減しそこに迩動爾におけるリズムの形

　二化がはばまれ，快調な読書は不利となり，読み時聞の増大となって結果

　する。この程慶の読み材料は，縦横ともに高校生にとって，15字誹あたり

　がリズム形態化に最も適しているものと思われる○（詑三図参照）

　（d）経験的要区1　高校生において，15字詰，20宇詰，12字詰が好成績を

　もって読まれる原因の一つとして新聞等の影響が考えられる。薪聞は15字

　～18字誹が多い。

2）理解について

　わにおいては，読みにおける速度の面を読み蒔閥によって研究し旋が，こ

こでは，特に，その理解の面に主眼をおいて19kめてみよう。表2，3によっ

て朗示されているように，理解に関しては，縦書き，横書きにおいて著しい

差は認められない。また，中学生。高校生の閥には，顯著な発達的の差異は

，
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認められない○；有意差が麟まり現われなかった。

　その主たる理由は何にあるかを考察するに，本テストが元来，高次の精紳

機能面をしばらくおき，特に知覚颪に：重点をおき，中学・高校生に対して，

極めて平易な小学校四年程度の材料をえらんだことによるものと思う。

（附）　活字の大小について

　横行，縦行ま免その長さについてのテスト研究の結果は上述の逓りだがこ

れに附随して，活字の大きさ，分ち書きなどのテスト研究も小規摸な瀬踏み

としてやってみたが，殊に前者について，ほぼその結論に達したからここに

カ〉力斗ずよう。

　：交字配列の研究の一部として，活字の大小についても研究した05号活字

と9ポイント活字の比較をしてみた。その研究において2分間の読字率に換

算してみたが，5号活字の方が，読みの能率の高いこと鷺知り得た。

　これは，従来の活字の大小E読みの効果との比較研究の結果と，ほぼ一致

している。また従来言われているように，活字の大きさの一定限度を上ると，

（あるいは下ると）活宇の大きさが読みの能率に，大した影響を与えるもので

ないという定説を裏書き’している。言いかえると，活字の大小が読みの能率

に影響するのは，ある限度附近において，甚だしいのであり，活字の大小関

係が5号，9ポイント附近においては，さしたる影響のないことを発見した

のである○（表6参照）

　〔表6〕　　申学　 9ポ　 948字　　　高絞　 9ポ　 1267字

　　　　　　　　　　5号　　955字　　　　　　　5号　　i376字

　　　　　　　　　　その差　　7字　　　　　　　　その差　　109字

G、1952年度の見通し

　来年度は，昨年度得られ7V■行の長さの効果に関し，もっといろいろの文に

ついて再検討をしてみたい。まだ装置不備の允めに，まだ実現しなかった縦
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読み，横読みの能率研究に間しても，何らかの装麗（たとえば，Contact　glass

を読んでいる健康な眼その『 焜ﾐ）にはり，とれに平行光線をあてて，これを廻

動ずるブロマイド上に反射させる装櫨）を完備して，その効果をたしかめ，

昨年度に得られた，テストによる研究結巣どあわせて考え，結論を樽ようと

努力している○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（草島）
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国語の歴史的発達に関する

調　査　研　究

　本年度は，音韻史資料の収集と霜辞書案引の作成のLlつを取りあげた。

　1，　音韻史資料の収集

　口から耳への伝授という形式によって，今臼まで比較的厳密に伝えて来た

と思われる唱え物・由り物・謡い物等を録音して瓢こととし，本年度は，

「平曲」と「声明」とをテ・・プ・レコ・・ダーによって録音した。

　「平曲」の録音は，仙古市に佳む館山甲午氏（竃城県仙台第一高等学校教論）

の語った「那須与一」と「小原御幸」と，名古屋市の井野斑幸次氏a）「那須与一」，

＝ヒ犀崎正富氏の「卒塔婆流し」，三品正保斥の「宇治川」の3曲である・

　「声開」は，本年慶は，奈良市東大寺に伝わっている「法華繊法」「教化」

r大訴願」「法華音曲」「二月堂神名帳」「二月堂過去帳」「論議」を録音した。

唱え手は，東大寺の橋本聖準師である。

　2，内灘書索引の作成

　饅頭屋本（伊勢本系）と，黒本本（印度本系）とにつV、てその全語彙をカード

にとり，／・一槍に配列整理した。担当者は，岩淵詮太郎と広浜文雄である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広浜）

　　　　　　辞典編集の方法に関する調査

　昨年度に引続いて，国語辞典（大恩海，讐泉，大F－1本国語僻典）の語別一

覧の作成を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広浜）
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国語関係文献の調査

　書語。国語に関する学問の水準を舞ゆ，学界の動向や世論の動きをとらえ

るために，前年慶に引き続き，丈呼出査を行っているが，本年度は次のよう

な仕事をした○撹当者は所員大石初太郎・有賀憲三である○．

　　　　　　　　　　　　A，刊行書の調査

　雷語学。国語学。国語問題。国語教育・言語技術・国語資料・辞典等の刊

行書につV・て調べ，1951年の刊行書278点につV・て1’1951益昇国語関係刊行

薯嘱」を，1952年1月から3月までの刊行書67点につv・て「1952年1月から

＄月までの困語関係刊行書評を，それぞれ愈愈印刷した。

　　　　　　　　　　　　B，雑誌論文の調査

　下記の雑誌類について，関係論文を調査し，分類別。雑誌別。筆者別の3

種類のカ・・一ド陰録を作った。’2　951年1月～12月のカード数は約202！点に達し

た○これを1950年1月～12月のものに比べると，約684点の増加をきたしだ。

その理由の一つとして，全国各地の大学や研究機関などから寄贈された紀要・

論集。報告類のふえたことがあげられる。

（A）アサヒグラフ　アジア言語研究　新しい教室　家の光　英語研究　英

　　文学研究　　演劇　　大阪人　　オール生活　　音声学会会報　　解釈と鑑賞

　　改造　　科学朝日　掌苑　　学術月報’学燈　　力亭ノヒカリ　　カリキェ

　　ラム　　教育　　教育接術、教育研究　　教育手帖　　数育統計　　教育統計

　　月報　　教育復興　　キング　芸術麟潮　　雲語研究　雪語生濡（f鼠語教

　　育講座」附録）　言語生活　　語学教育　　幽語学　　照語教育研究　　國語教

　　窒　　属語と国文学　　国語の力　　ことばの教育　　サンデー毎B　　蔓学雑

　　誌　実業の日本　実賎麟語　兇童心理　社会学許論　週刊朝日　惣
　　由国現　　毘版ニェース　　主婦の友　　初等教；育資料　　薪潮　　人文　　薪
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聞研究

中圏研究

書教育

ばんせ

BOOI〈S

送文化

聞傳承

（B）茨城教育時報

　　報　　岐阜県方言の文法調査i轍告

　　学部）

　　研究紀要（鹿児農大学教育研究膀）

　　育研究（金沢大掌教育研究会）

　　会報（国学院大家国語研究会）

　　育（函館國語教育研究会）

　　大国文学会）

　　言学会）

　　語文（大阪大学國交掌研究壷）

　　農会）

　　育研究駈）

　　崎大暑）

　　日本文学論究（麟学院火熱国丈学会）

　　交三学…研多型　（プhthllIブく三挙…文学会）

　　思想幅岡女子大学）

　　研究論：文集

薪聞用語研究　　青年心理　　世界　　測定と評価　　中央公論

　評論資料月報　　展望　　読書春着　　読書入　　読書梱談　　図

トルーストt・mtリー　　B本音声学会誌　　入間　　農業朝臼　　波絞

びぷろす　　竿入画報　　婦入公論　　押入生活　　帯解の友

　文学　　　：交学教育　　丈芸春i秋　　2文研月報　　文書と能傘　　放

放送用語　　法律蒔報　　毎曝情報　　マネジメント　　万葉　　民

民族学研究　　丈部時報　　u一マ字世界　　6・3一三

　　　茨城大学文学部紀要　　愛媛県教膏研究紀要　　愛媛察教育時

　　　　　　　　　　　九州大学年報　　教育科学噺潟大学教育

教育宮城（宮城県撤育委員会）　　近畿方警（穐歌山近畿方露掌会）

　　　　　　　　　　　　研究論叢（小野韻筒等学校）　　高校教

　　　　　　　　　　騨戸外大論叢　　圃学院雑誌　　国語研究会

　　　　　　　　　　国語（雲譲文理大繭与国丈長会｝　　廃語教

　　　　　　　　属語国文（京：大国文掌会）　国語。羅文研究（北

　　　国語と教育（千葉大挙国語研究室）　　実語方奮（石川騒割方

　国文学（関酉大学国文学会）　　露交学研究（早鍵田大学国交学会）

　　　　　　　　　　滋賀県立短期大学雑誌　　信濃教育（信濃教

島根大学論集　　女子火文学（火阪軍馬大学）　　新数育（山形県教

　　人文研究（大阪市立大学文学会）　1入女。社会科学研究報告（長

　監理大学学報　　東北大学文学部研究年報　　徳轟県教育月i報

　　　　　　　　　　　　　、二，，．　一一　7・クr・一ル（埼玉県教育研究所）

　　　　　　　　　文イヒと教育（毒雲譲）f〈学教育研多多刃〒）　　　：文≡芸7と

　　　　　　　法交論叢（熊添大tft法文学会）　舗或学院女子大学

　　立命館丈学（立命館大学入文科学）　　論集（東回女子大師）

C．新聞記事の調査

前年慶に引き続き，野晒聞から，関係記事を籾抜き，その整理に当るとと

もに，分類別およびN付順のカーle　m録を作った。分類別にしたものは，一

応謄写印刷にし，「国語関係新聞記事目録（2）昭和25年分」「露語関係薪聞認

事目録（1）昭和26年分」を作威した。本年度に処理したおもな薪唱名と，作

成したカ・・ドと切抜きの概数は下のとおりである。

（1）東京田版（H刊）総構　毎日　読売　東京貨爲　東京タイムズ　日
　　　　　　　　　　本経済　　毎露小学生　　サソ
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　　　　　　（夕刊）朝臼　　毎日　　読売　　時寧　　東京

（2）飛方腐版　大阪在住の肉田房一氏から，関係記導のあるごとに，葱送された京

　　　　　　　阪地方の諸紙　朝H（大阪）毎臼（大阪）新大阪など，

（3）特殊新聞（寄贈）　　読馨　　図書　　数育　　全匡隅版　　学園（窟大）

昭和26年（！月～重2月）　カード　951点　（内，切抜き　875点）

　〃27年（！月～3月）　　〃　　279点　　（内，切抜き　277点）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大石。有賀）
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図書の収集と整理

　前年度に引き続き，研究活動を助けるために，研究書・参考書。調査資料

：丈献の類を広く集め，整理し，管理した○担当者は大石初太郎。芳賀清一郎

である○

　研究書・参考書類は，君語学・国語学・国語匡i字問題・国語教育関係を申

心として，社会学・心理学。教育学。民俗学。植立・統計学その他の関係諸

科学のおもな塩瀬，各種辞書・年鑑。書誌類のおもなものをもれなく集める

ことを目標としてつとめた○圏刊のものは，すでに：前年度までにかなりの程

慶まで集められたが，本年度はさらにそれを充足するとともに，新刊物につ

いてなるべくもらさぬように努力した。

　調査資料文献としては，やはり前年慶からの方針に従って，開治初期から

現代にかけての各種形態のものを駁面することに心がけるとともに，歴史的

研究めための盗料として，各時代の古女献にも多少及んだが，予算に制限せ

られて，tの方蘭の収集はまだきわめて貧弱な状態に止まっている○

　寄贈図書は逐年増加し，本年度は前年度に比べて，単行本。逐次刊行物と

もに約2倍の数に達して，当研究所書庫の充実に大きな役割を果している。

　次に，本年度備え付けた図書の数を示す。

単行本

雑　誌

新聞

入
贈
入
贈
遺
贈

購
寄
購
寄
購
寄

1644冊

1373冊（内，教科書1203冊）

　39種　（1167冊）

！31零重　（629冊L）

　16種

　5種

書庫の本年度末現在蔵書数（単行本だけ）は14，537骸であるQ
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昭和26年度に寄贈された図書の一覧

寄贈聯名

（D単行本

朝日新聞祉
飯田市立飯田東中学校

一谷清昭氏

井上　繁氏

弁之口有一氏

愛媛県教育研究所

大岩　正仲氏

大序1知篤ヨ氏

覧　五畿箆誤

認都大学跡継科暴露究所

京軸重挙附属図書館

京都大学交学部

宮内庁書墜灘

　　國語科学翼指導研究会

　　圏語審議会
te@国立国会図害餓

斎藤義七郎氏

佐久閲　鼎氏

佐藤　茂氏
佐藤　修一郎三

三　省　堂

神宮瑚庁
薪谷保次鄭氏

鈴木市郎氏
総理府統計局

申教品版KK

東京書籍KK

図　書　名

（）内は編著旧名。寄贈者と同じ場合は省く。

「新聞秘語1の手引き」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　1個入差に応ずる攣習指導の研究一読みを申心とする一」

「学力調査の報告書一昭紹5年11月壁i施一」（福島県教育委員

会）

‘CoReGRESS　OF　EDUCATION　REFORM　IN　JAPAN”

“EDUCATiON　REFORM　IN　JAPAN”

「滋賀県奮語生活箋態調査と対策一申聞報告一一」

　　「濁語科基準表」

「幽趣中門国文法　口語篇」（星勝書店編輯都）

「入丈畠一民俗と社会一」

「妓畢方言の：交法に嘉する調査報告」

　　　　　「昭i7～20年農：東洋庚1研究丈献目録」

　　　「麟女鍬舞按絵詞」

　「高1工痔本　類聚名嚢抄」

「文館詞林巻六百六十八」「図講寮典籍解題一文学篇一」「図護寮

典籍解題一続女掌篇一」　「可分律演義」

　　　　「園語科学習指導要領の実践計頭」

隅語誌讃会頭鎌」

　「つれつれ種」上・下　「正面子規研究：交漱目録」

　「wックフPtラー財団餐ギ贈図藩目録」

「琴響楡名句選」

（‘’

撃窒gE　STRUCTURF．　OF　’1［’HE　jAPANESE　LANGUAGE”

「あゆひ抄　小論」

　「本校生徒の国語生活の実態」（余目中学校国語研究部）

「新修閣語小辞典1

「荒木磁守武集」「文化講演集」第2輯

「文字言語の切れ犀目

「実屠文法の一一理論」

〔日課禾025年畷勢謬闘査幸侵告」　第1巻

「当用漢字辞典」　（関竃市・富山民藏）

「『新しい霞；語：』語、・調査蓼…J
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　東京天文台

　刀江書院

東洋館出版祉

E；取放送協会

浜照　繁雄氏

原田　英雄氏

広戸　惇氏
放送：交化研究所

細川　認証疑

前田家育徳財騒

松村　　明氏

丸山　：交行氏

慧春伊佐夫氏

民俗学研究所二

丁藏野．門院

虫明幸次鄭氏

村内　英一氏

文　部　雀

ギ理科年表一昭和27年一一∬歴象年衷」

「繊語教育概説」（全二大学園語教育学会）「三二教育講座」（懸語教

育講座編輯委員会）

「教育漢字の学年配当と効果的な学習指導法」（園中直久外1名）

副本需アクセント辞典」

「我が村の調査」（蛸島騨常高等ij＼学校）

「広島方署の性格」

「1懸岐島アクセンFの考察」

　「放送雷語理解尺度設定の基礎的研多誉」「放送に於ける言語的

　條件と理解度の関係の実証的研究」

「行人塚J「のとの三二」　「能登のわらべ唄」

　「豊太二三図処置大早計」「景宗本　世説新語」上。中・下

　「世説叙録」「世説入名譜」　「老子億」上。下　1瀬京薪詑」巻

　館3　「赤穗義人録」

「『水を飲みたい』とい5蚕い方について」

「基礎課程統計数理」

「粟島民俗誌」（山形高校夜間部）

「後独詞詑一二二二國男先生年譜著作属録一一」（郷田先生喜寿記念

会）　　「伊川谷方言集」（森俊秀）　　「越萌石徹白民俗誌」（二本常

一）　「北小浦民俗誌」（擁田国男）　「黒河内提俗誌」（最上孝敬）

「美濃徳肉村民俗誌」（櫻購勝徳）　1’常磐高岡民俗誌」　（大間獅篤

三）　「檜枝岐民鯵誌」（今野円輔）

「要註新抄　古事記・風二｝二記」（…E昧智英）「要註漸抄　万葉集」（i

味智英）　　「新註厨本文剛志抄　上代近代編」（松尾聰外2名）

「七二　二二」（杉浦てE一郎）

「現代仮名ずかいの二二能力に関する実態調査」（岡山渠玉野高校

国語研究会）　r瀬戸丙海」（瀬戸丙綜合研究会）　　「幡磨西部の

アクセントについて」

「国語問題の；本質」

「乙舳指導要領　一般篇」その他，小・中・滴校各科学翌指導要

領　「学校教員調査報告一大学高等專門学校教員一」　「学校教員調

査報告一筒等単校，中学校，小学校，霞学校，ろう学校一」「嚢務教育

における漢宇習得に関する調査報告」「研究課題園録集一昭和21年

～25年一」「研兜成果の二丁について」「研究業績便覧！　「研究

報告集録一昭和25年渡叉学，哲掌，更学一」　「公言交の舎理化」

　「匡額審謬玄鶴藷問題要領」　「地方旅費の讃壷報告書一昭聯24年

会計年度一jr名まえとその文掌」「法隆寺金盤壁画集」



．

出際　鳥海氏

大和地名研究所

爾本修之助二

塁逗論科学協会

立命館大掌入交科学研究所

・一マ字教育会

AMERICAN　DIALECT　SOCIErVY

HARVARD　UNi　IVERSI［1’Y　PRESS
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“PRONOUNCΣATIeNT　PRACTICE”二部雀検定各科教科書類

“A　BIBLIOGRA？RY　OF　JAPA］XTgSE　DIALF．CT”（ROBERT

II．　BROIPVER）

　　「私達の社会南葛城郡」上巻（南四域郡教育科程研究会）

「江戸二代の：交献に現われたる佐渡方書」　「佐渡方雷闘係丈職翼

録」

「農村青年動向に関する溺査」

　　　　　　　　「立命館繭立五一ト週年記念論文集　丈学篇」

　　困一マ字学翻鱗法二二j第1分勝戯頭ネ臓）　「私達の．

　掲示飯」（鬼頭率L藏）その他，ローマ字講本’類

　　　　　　　　　　　　　itONE　FOU〈　AND　SCIENTIFIC　）（TIA－

　　　　　　　　　　　　　　MES　FOR　PLAIiSfTS”　tcA．　WORI］）一

　　　　　　　　　　　　　　LIST　FROM　SOUKXH　CAROLIN2　A”

　　　　　　　　　　　　　tiA　GRAMMAR　OF　FORIN（［AL　WRIT一

　　　　　　　　　　　　　’pEN　jApANESE’＆　（W．　P．　1．EHMA］wnl）

HARVARD　LIBRARY “AN　ANNOTATED　BIBLIOGRAPIrlY　OF　CELEC－

TED　CHINESE　REFERE］）STCE　WORI〈S”　（SSU－YO

TENG　A｝CTI］］｝　i〈NIGHT　BIGGERSTAFYS）

“IXtlODER2N　CHINA”　（JO1｛NT　1〈12NG　1？AIRBANI〈

Al　D　KWANG－CI－IINTG　LIU）　“TRANSLATIONS

FROM　EARLY　JAPAT（TtESE　LITERATURE”　（ED－

WIN　O．　FEISC｝IAVER　AND　JLTSEPH　1〈．　YAMA－

GIWA）

Mr．　WILLEM　A．　GROOTAERS も℃0聾S孚RACTION　D’UN　AやPARE；IL

POUR　LA　MESURE　DE　LA　ltlAUTEUR

MUSICALE”　“PROBLEMS　OF　A
LINGUISTIC　ATI，AS　OF　CHINA”

”THE　HUTU　GOD　OI？　WAN－CH’UAN”

r万全県的黄天遺」　「在華聖母聖心会士之学

術研究」　「廟字講査表」　「中二丁雷学及民

俗学之馳理朗研究」

（2）逐次刊行物（おもなもの）

　刺臼毅聞社　　　「新聞用語研究」　51愚～62恐

　アジア雷藷研究会　“AZIA　GF・NGO　K耳NKYU”1馨，2号

　茨城銀教育研究所　　　「茨城銀教育晴i報」3　・tw　2・”ts・～32号　4雀1愚，

　大阪市立大学交学会　　「人：交研究」2巻4砦～三2帰　3巻ユ居

大阪女子大学丈学会　　「女子大三下」エ暑～3脅

2号
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　　大阪大学卒学部欄文学研究鍵　．「語文」2号～4号

　　欧　　明　　祉　　　‘‘SOPHIA”　1巻1号

　　カナモジカイ　　「カナノヒカリ」346愚～358号

　　関西大学顛経学会　　「国文学」4号～6号

　　教育科学研究会　　　「教育」1号～4号

　　教育技術連盟　　「教育技術」6巻2号～歪3号7巻1号「小一教育技術」5巻2号

　　　　　　　　　～12号　6巻1号「小二教育技術」4巻2号～12暑　5巻1弩「小

　　　　　　　　　≡1教育技争博＿i　5巻2号～12号　 6巻1号「ノ」、四教育技lil／t」墨巻2一／「st

　　　　　　　　　～12号5巻1恐r小…磁育鼓術」5巻2号～！2号6巻1号「小

　　　　　　　　　六教育技術」4巻2暑～コ2号　5巻1愚「申掌一社会：匡語：英

　　　　　　　　　語一教育技術」3巻2弩～！2号　4巻1暑「中学一数学：理科：

　　　　　　　　　図工一教育技術」1巻2恐～12号　2巻玉薬「中学一町楽：体育

　　　　　　　　　：職家一教育技術」1巻2号～12愚　2巻1暑

・　京都大学轍学会　腿語・国刻20巻3号～9号，別2号，21巻1号

　　京都大学入文科学磯1所　陳方学報」20愚「所報」19号～28号

　　近畿方書学会　　　「近畿方雷jg号～11号

　　富内庁書陵部　　　「霧陵音碗要」1号

　　騨素謡外際語大学　　榊戸外大論叢」1巻4愚　2巻1号～4愚

　　紳戸大学経済経蛍研究所　　「国罠経済雑誌」83巻3号～6号

　　語ξ障教育研究会　　　　 「語学教育」　2歴3タ多～215愚

　倒立教育研究所　継立鞘管所縢乏」3号～晦礪立教育磯所紀要」3愚
　　熔解世論調査駈　　「継立世論調査月報」8号～刀号　　　・

　　翻大学教育学部教育磯所　「文化と教育」1糎1塩三2号2巻1号～10号

　　　　　　　　　　　　　　．　3巻1号，　2「琴　　　　　　tS

　　信濃教育会　　「信濃教育」769号～783暑

　　至　丈　堂　「鰍学解釈と鑑賞」1e巻10愚～12愚1捲1号～4号

　　昭和女子大学光葉会　　「学苑」125号～135号

初等教育研究会

誠丈堂新光祉

歪国と葛版協会

総理府統計局

大　修　館

千葉大学教育学離国譲概究霊

中教出版KK

塚原鉄雄氏
天理大学人文学会

東京女子大学学会

　「教育研多亮＿｝　6巻4r讐～12号　 7巻1号～3号
「カリキュ．ラム」28号～40号

「全国出産反牛額籍」　4G号～55号

「昭和25年度撰勢調査le％抽出集計による結果速報」

「燭藷教室」1号～10号

　　　　　　「呼量と教育」3号，　4暑

噺しい教劉6巻手飛騰2号7巻董号～3号
「ばんせ」3号～20号

　　「天理大学学報」3巻1号，2号

　　「東京女子大学論集」1巻2号　2巻1号～3弩
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国語学会　　「圏諮学」6愚一8愚
東　京　堂　　「読書人」1愚～9号　「日本読書新1刷587愚～637号　「図書

　　　　　　　新聞」89号～138号　　「出版二．、t－r・ス」　158号～193号

統計数理研究所　　「統計数理研｛究鰻i報」3号～7愚　「講究録」6巻6愚～8号

　　　　　　　　7巻1号～8号
東北大学図書館　　「東北大学文学部研究年報」1暑

徳島県教育庁　　「徳愚渠教育月報」20号～2喚愚

日溜会館　　「日勤会館学報仏文縮18巻1号
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H本放送杉毎会　　　　r放送文イヒ＿］　6巻4号～12号　　7巻1丹～3号
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麟
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庶務報告
　　　　　　　　　　A．庶務の状況

　（1）建物

　19娼（山嵐23年）12月創立当時から宗教法人萌治神宮所有の絵画館の一部

を借用して痩用しているが，実験室・研究室の設備をする余地がなV・ため研

究上支障が多v・。

昭禾脚禦2月三繍圷連雀9i番虚山本有三氏所有の建物を借用し仮分室を

設け，研究第2部が勤務してV・る。

　（2）経費

　昭和26年度の経費は総額17，123，000円であり，うち人件費が11，436，800円

事業費が5，686，200asである。

B．評議員　会

会長　安藤正凍

　阿部知二

　桑原武夫

　高木貞二

　東条　操

　服部四郎

　松坂忠則

（1）予算定員

　教　　　官

　　　計

　翻会長

金田一京助

颯田琴次

土岐善麿

時枝誠認

忌垣鉄郎

柳函ii蜀男

山崎匡輔

C・人　的　構成

A
）
り
4

0
0
K
）

倉石武四郎

沢登哲一

土居：光知

中島健藏

松方義三郎

事務職員 22



149

（2）輝織および職員

梅一粒　剣　備 考

実
郎
夫
武
一
甫
稔
子
り
彦
二
大
賢
子
夫
方
夫
介
意
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浩
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鰹
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∵
響
欝
欝
隈
笹
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驚
饗
繭
部

面
岩
中
柴
飯
北
農
進
山
金
関
林
爆
雷
斎
宇
水
草
浅
平
上
座
寺
輿
高
女
草
森
鴻
大
有
村
広
野
友

長
長
任

駈
部
主

鋤
　
任

瞠
”
主

ヲ

長
　
任

　
ク

部
　
主

任
　
誰
無

主
　
　
主
（

　
　
　
　
　
主
（

所
部
室

．
究
一
三

研
第
砥

語
究
雛
．

国
概
負

室究舘隻

部2第究

室究研招負

室
　
　
室
　
窒

確
　
確
料

獺
　
獅
資

兼任駈員遠藤嘉基

1951．12．7旧姓石川を進藤と
変更

195i．5．10金沢大学教授転｝＝賎

1952．3．31退官

京都大学教授
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康　務　部

庶務課

会計課

兼任所員

　／！

　！1　．

：部長

課長

課長

一
三
治
夫
二
郎
慰
み
博
子
治
二
子
江
・
子
郎
二
享
伍
次
則
一
志
代
志

購
興
野
燃
費
薩
熱
欝
木
懸
船
麟
欝

藤
淺
佐
野
真
芳
上
加
階
昧
高
新
増
三
懸
巣
伊
鈴
懸
三
斜
八
斎
浜
塚

広島大学助教授・

金沢大学教授’

東北大学教授1951．12ユ4

195！．ユ2！休職

1952。3．3丈退耳哉

1951。9．1採用

・！952．3．1採用

1951．4．25採用

　　　　　　　　D．母地留学教論の受け入れ　　　　　　　’

昨鞭矧き縮鋼鑓府県二二の内地欝生耀えて，翻究室で

研究の便を齢っている・灘その聯．・確騨等を概，る・、，

　氏名　　挙　綾　　　　研究繭同　　期　問

糊結騰育礫漆購1辮霧領蠣9：5
・媚敏奮騰綴暴嗣　諦発達・そめ鱒三冠4
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　　　　　　　　　　　E．　日　　誌　　抄

　　　　　　　　　　　｝

1951．5．1　作家阿部1知二二が国立匡i語研究所評議員会評議員に発令さ卑した。’

　　5ユ0研究纂2部長浅井患倫が金沢大学教授に禰せら’！　foo

　　5．11第！4回国：立濁語研究所評議員会

　　　　　議事

　　　　　1　評議員補欠につV・ての維過報告

　　　　　2本年度研究題目につv・て

　　　　　3　その他

　　6．2　国立国語研究所第1回研究発表会

　　　　　．東京大学法丈維弟36番教室におv・て　〔午后2時から〕

　　　　　題目

　　　　　　あV・さつ　　　　　　　　　所長　　西　’尾　　　実

　　　　　　疎開児童のことば　　　　　所員　　北　　村　　　甫

　　　　　　語彙論をめぐって　〃林・大
　　　　　　記号化とパーソナリティ・一：・　〃　　森岡健二

　　　　　　読めなV・子供たち　　　　　〃　　平井　昌　夫

　　　　　懇談

　　6．30　京都大学三二（人支科学薪究所員）桑原武夫氏が函立国語研究所

　　　　　評：議員に発令された0

　　7．9　第15國蜀立圏語研究所評議員会　　　　　　　　　　　．

　　　　　　議事

　　　　　　　1　評議員補欠についての経過報告

　　　　　　　2’評議三会会長および翻会長の改選

　　　　　　　3　研究所の事業活動につV・ての懇談

　　7．16　草島時介が研究第2部長に著せられだ。

　　8．　16　天理大学助教擾村尾力が三部教官に任ぜられ当所所員となるQ
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！951．10．1，2第7回丈部省所轄機関ならびに国立大学附置研究所長会議

　　　　　（東北大学産業科学研究所にて）

　　？0・10第1銅国立国語研究所評議員会

　　　　　議事

　　　　　1　27年度概算要求につV、て

　　　　　2　庁舎問題につV、て

　　　　　3　26年度研究成渠中間報告

　　11．29　各省直轄研究所連絡懇談会（農林省林業試験場におV・て）

　　i2．12第1咽国立国語研究所評議員会

　　　　　議事

　　　　　1　研究経過報告

　　　　　2　懇談

　　12・　21、行政管理庁行政監察，監察部長外3名来所

　　12．・26三噺圷連雀91番地由本有三氏瀦の建物に国姻語研究所仮

　　　　　分室を設け，機会第3号によ）｝　3it部大臣の認可を受けた○同日

　　　　　研究第2部の移転を完丁した0

1952．2．14参議院文部委員視察〔午后3時40分～5時10分〕

　　　　　黍員長　梅原真隆　　委員　黒川武雄　JII村松助　矢島三義

　　　　　の各氏外1◎名

　　3．25第18回胃壁国語研究所評議員会

　　　　　議事

　　　　　1　所長報告

　　　　　2　昭和26年度研究経過報告ならびに昭和27年度研究計画につ

　　　　　　　V、て

　　　　　3　懇談

　　鼠261H本学術会議第36委員会当所視察
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